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　一章　毒マムシ学園のアツイ冬





　午後七時――放課後というより夜というべき時間だった。

　もう生徒なんていないはずの毒マムシ学園に、とある一室だけ明かりが灯ともっている。

　権ごん田だ原わら凛りん子この部屋――自称〈凛りんちゃんズルーム〉、通称〈権田原部屋〉である。

　明かりとともに、不気味な歌声がもれ出ていた。

「企画書～♪　ラララ企画書～♪　ンフフフ～♪」

　頭が痛くなるほど音痴な歌だった――江え碕ざきレオナは、そっと扉を開けた。

　中では権田原凛子がパソコンの前に座って、何やらパチパチとタイピングをしていた。

　時おり「えへへ、えへへへへへ……」、と愛らしさと不気味さが混じった笑い声をもらす。

　侵入者に気づかないほど、一心不乱に何かへ熱中しているようだった。

「企画書って何ですか？」

　肩口からそっと問いかけた。

「わきゃあっ!?」

　凛りん子こはいい感じの悲鳴をあげてから、振り向いてレオナを確認した。まん丸に目を見開いて、大慌てでパソコン画面を隠す。レオナの悪戯いたずら心を大満足させる、素敵なリアクションだった。

「ど、どうしてこんな時間に、学園に……」

　ひっくり返ったような声で問いかけてくる。それはレオナの質問を無視して質問を返す行為だったが、レオナは寛かん容ように返事した。

「一人プレイ肝きも試だめしです」

「一人プレイ肝試し……？」

「本来複数人数でやる肝試しを、一人でやることでよりスリリングさを楽しむのです」

「……それって単にひたすら寂しいだけじゃ……」

　凛子は不思議そうに首をかしげたが、レオナは『わからん奴やつには永遠にわからんよ……』と言わんばかりに「ふっ」と鼻で笑った。

「幽霊信じてるの？　肝試しで怖がるようなタイプに思えねえけど」

「浅はかですね権ごん田だ原わら凛子。幽霊の存在が科学的に立証されたことは無いけれど、幽霊の不在が科学的に立証されたことも無いのです。だからこそこの天才が一人プレイ肝試しをする必要があるのです。べ、別に友達がいないわけじゃないんですからねっ！」

「はぁ……。それで成果は？」

「さっき理科室で人体解剖模型が『オジャパメン！』と歌いながら踊ってました。あと音楽室ではピアノが勝手に『ゲゲゲのゲルググ大百科』の主題歌を奏でてました。怖いですねーっ。超テンションあがりました。それで、凛子は何をしていたのです？」

　レオナは凛子を呼び捨てにする。

　他にどう呼んでいいのか、適切な呼称が見つからないのだ。同じ年とし頃ごろの女の子から〈組長〉と呼ばれるのは、たぶん嬉うれしくないだろう。

　何をしていたのかと問われて、凛子は「うっ」と返事につまった。

「な、内ない緒しよだ！　これは明日の定例集会で大々的に発表するんだからなっ！」

「ふーん。〈定例集会で発表する何か〉について、企画書を、こんな時間になるまで作成してたんですか。……もう真っ暗ですよ。帰り道が危険です」

「それは大丈夫。どうせどこからともなくお志し津づが来るから」

　お志津は権田原家の家政婦兼忍者である。ボディーガードも仕事のうちだった。

「ああ、それなら安全ですね。それにしても真面目まじめですね。……そういえば凛子がそれを頑張っている間、真しん太た郎ろう先生はお菊きくにまとわりつかれながら文芸部の活動をしてました」

「うっ」凛子は苦い顔をした。

「そして六時ごろ部活を終了して……鈴すずの音ねと二人で帰宅してましたね」

　レオナが告げると、凛子は「きえええええい！」と奇声をあげて、パソコンラックに自分の頭をガンガンと叩たたきつけた。

　痛みによって、負の感情を発散させているのである。

　そもそも文芸部の活動の前に、真しん太た郎ろうはこの部屋にやってきていた。しかし凛りん子こは内ない緒しよで作業したかったから、そんな彼を追い返した。文句を言う筋合いはどこにもない。

　何度も頭を叩きつけてから、ゆっくりと顔を上げた。

「……あたしは、そんなの、全然気にしてないぜ……！」

　その壮絶な満面の笑みに、レオナはちょっと気の毒になった。

「……どうして自分を犠牲にするようなことばかりするんです？　その企画書とやらも学園の生徒たちのためのものであって、自分が得するためのものではないのでしょう？　あなたはいつも他人のために必死です。それはバカな生徒に対する憐あわれみですか？」

　レオナは不合理だという風に首を傾かしげる。

　しかし凛子の方は、そのレオナの問いかけこそ不本意だとくちびるを尖とがらせた。

「憐れみじゃねえよ。憐れみで自分を犠牲になんてできるわけねえじゃねえか。可か哀わい相そうって思ってる人間に、〈自分が可哀相になる覚悟〉なんてあるわけがねえ。まぁ、別にあたしは自己犠牲なんてしてるつもりはねえけど」

「じゃあ何なんです？」

「あたしはただ目の前に苦しんでる人間がいたら、その苦しみが許せねえだけさ。不幸や不平等が憎いんだ。それが任にん侠きようってもんだ。目の前に腹を空すかせてる奴やつがいたら、自分の食い物を分け与えずにいられねえ。目の前に寒さで凍えてる奴がいたら、自分の上着を脱いで着せてやらずにいられねえ」

「それで自分が腹を空かせて、寒さで凍えてもですか」

「任侠は腹なんて減らねえし、寒くても凍えたりなんてしねえ」

「そんなのやせ我慢でしょう」

「でも、可哀相って思ったからやってるんじゃねえんだ。あたしは最初からそんなつもりじゃなかった。不条理なことが弱い奴を生んで、そういう奴らが虐げられるのが許せなかったんだ。だけどそれを変えるってのは、我慢のひとつもしねえでできることじゃなかったんだよ。我慢しねえとできねえようなことだから、上から目線で見下すような奴らの憐れみじゃ救えなかったんだ。それにさ、身を削ってやせ我慢をするような人間だから、みんなも同じ仲間だって認めてくれて、あたしのことを慕ってくれるんだ。……どうだ、不合理なことなんて何一つもねえだろう」

　レオナはため息をついた。

「……それで損するかもしれないと、もともとわかってやってるんですね」

「あたぼうよ。あたしやシンくんをそこいらの暴力団といっしょにするな」

「あなたは、いえ、任侠とは優しいものですね。……目からウンコが落ちました」

「へっ？」

「目からウンコが止まりません」

「汚いっ！　近寄るな！」

　悲鳴をあげる凛りん子こをよそに、レオナはぽつりと呟つぶやいた。「だけどそういう人間が他の人の優しさに救われないんじゃあんまりですね」

「え？　何か言った？」

「いいえ、何でも。それでは私は肝きも試だめしに戻ります」

「なあ、肝試しって本当は嘘うそだよな」

　立ち去ろうとしていたレオナの足がぴたりと止まった。

「学園の地下にある研究所に住んでて、学園の様子を監視カメラでほとんど把握してるんだろ？　シンくんからそう聞いた。この部屋にまでカメラを仕込むのは正直勘弁して欲しいけど……でもだから本当は肝試しなんかじゃなくて、あたしの様子を見て声をかけに来てくれたんだろ？　助かった。嬉うれしかった。本当はちょっと寂しかったから」

　凛子は笑顔を向けた。任にん侠きようとしてではなく、彼女自身の素顔の笑みだ。

「……意外と察しがいいですね。もっとマヌケと思ってたのに」

「ありがとう、レオナちゃん」

　レオナは鉛を飲み込んだような顔をして、慌てて振り向いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、何ですか、レオナちゃんって」

「え？　き、気安かった!?　ごめんなさい！」

「いや、別にかまわないですけど……いくら忍者がいるからっていつまでも学校に残っちゃダメですよ。適当なところで切り上げることを勧めます」

「うん、大丈夫。へへへ、本当はもうほとんど終わってるから」

「でもあと十五分ぐらいはここにいた方がいいです」

「え？　何で？」

　レオナはそれには返事せず、

「それではまた明日……さようなら、凛りんちゃん」

　と、立ち去った。



　レオナの謎なぞの忠告を律儀に守って十五分後――凛りん子こは和服から制服に着替えて部屋を後にした。毒マムシ学園での服装は自由だが、一応かつてはコレが制服と指定されていたセーラー服がある。家族たちの手前、凛子は登下校のときだけそれに着替える。

　廊下は真っ暗だった。窓から差し込むのは月や星の光だけで、人工的な明かりは何も無い。田舎いなかだから街灯の一つも無い。

　凛子はふらふらと外へと向かう。ちょっとだけ、疲れていた。

　凛子は靴を履き替えて昇降口を出ると、意外な人影に出くわした。

「……シンくん？」



　　　＊



　ぼくに妙な電話がかかってきたのは、ベスを押しのけて晩ごはんの準備にとりかかったときだった。肉汁がついた手を布ふ巾きんで拭ぬぐって、携帯の通話ボタンを押した。

『フハハ……貴様の大事で大事な可愛かわいい権ごん田だ原わら凛子は、この悪の大総帥ゴクアークが身柄を預かった。フハハ……彼女がレレレのレイプされるのが嫌だったら十五分以内に毒マムシ学園校門前に来い！　アデュー！』

　ぶっちゃけ江え碕ざきさんの声だった。

　こんな時間に学園に来いだなんて、悪ふざけにしては面倒すぎる。

　しかし江碕さんは何をしでかすかよくわからない人だ。もしかすると本当に凛ちゃんがレレレのレイプされてしまうかもしれない。レレレのレイプ……愉ゆ快かいなのだかデンジャラスなのだかよくわからない事態だ。とりあえずテンションだけは高そうである。

　十五分か……あまり余裕は無いな。

　ぼくは料理の途中だったが「いいか、絶対にキッチンには手を出すなよ！　絶対に手を出すなよ！」とベスに言い含めて家を出た。しかしベスは「ダチョウ倶く楽ら部ぶ！　ダチョウ倶楽部ですか！　イエーイ手を出さずにいられない！」とかぬかしていた。

　なんか……テンション高すぎる奴やつが身の周りに多すぎるよな……。

　――そういう経緯を、ぼくは寝耳に水って顔をした凛りんちゃんに話した。

「じゃ、じゃあさ、家まで送って行ってよ！」

　もちろんそのつもりだけど、と答えると、凛ちゃんはぱーっと表情を明るくした。

　どこか遠くから「私の出番がーっ！」と悲鳴が聞こえてきたが、気のせいだろうか。

　何となくお志し津づさんの声だったような気がするが……。

「こんな時間まで何してたの？」

　一度部屋から追い出されたこともあって、ぼくはたずねた。

「内ない緒しよ！　えへへ……レオナちゃんって優しいね」

　唐突に凛ちゃんが言った。

「そう？　ひねくれた面倒くさい奴だと思うけど」

「あたしには優しいんだよ」

　レオナちゃんって……いつの間にそんな仲良くなったんだろう？

　それにしても江え碕ざきさんはどうしてぼくを呼び出したのだろう？

　よくわからないな……ゴクアークってネーミングセンスが特に。

　凛ちゃんはわざわざ手袋を外してから、ぼくの手を握った。

「寒くないの？」

「寒くないよ。あったかい」

「凛ちゃんって、手、つなぐの好きだよね」

「おう！　シンくんはさ、もうちょっとあたしの手のあったかさに気づくべきだよ」

　凛ちゃんは珍しく不平がましいことを言った。

「え？　どういうこと？」

　田舎いなか道みちには灯りも無く、一人で歩いていたらきっと心細かったに違いない。

　だけどぼくたちは雲の無い透明な夜空に浮かぶ星を、二人で見上げながら帰路についた。



　　　＊



　翌日の定例集会で、凛ちゃんは重大な発表をした。

「……毒マムシ学園の、アツイ冬……？」

　幹部たちに激げき厚アツなプリントの束を配り、彼女はホワイトボードを使ってそのビッグ・プロジェクトをプレゼンテーションした。

　プロジェクト名〈毒マムシ学園のアツイ冬〉――それは林間学校とスキー教室と修学旅行と卒業旅行を兼ね備えた激げき熱アツな学園行事だった。

　凛りんちゃんは熱弁をふるった――もう時間が無い。もうすぐ三年生が卒業の時期を迎えてしまう。彼らは学生生活の楽しみをほとんど何も知らないまま卒業することになってしまう。

　彼らが体験できなかった楽しさを、少しでもこの残り少ない期間に味わわせてやりたい。

　それがこのプロジェクト――毒マムシ学園のアツイ冬。

　……そうか、それで凛ちゃんはここのところずっと焦った様子だったのか……。

　この間のヤンキー残党のカチコミを経へて、生徒たちはついに凛ちゃんの下に一丸となり、教師も補充され、学園の土台がようやく固まった。

　凛ちゃんがそれを急いでいたのは、三年生の卒業よりも早くこういう学生らしい行事を催してやりたかったから、だったのだ。まさしく親心ならぬ親分心である。

　冬休みも終わり、暦はすでに一月になっていた。確かにもう時間が無い。

　しかし……ぼくは冷や汗が額に浮かぶのを感じながら、企画書を見下ろした。

「そんなお金、この学園にはもう無いんじゃ……？」

　ぼくのささやかな反論に対して、凛ちゃんは必死になって節約案を説明した。移動手段としてバスをチャーターするが、夜間に一般道を通って高速道路料金をケチる、生徒の家族が経営しているホテルに格安で宿泊できることになっている……。

「身内のホテルだからある程度さわぎになっても平気だ。ていうかそうでないと悪名高いウチの生徒なんて泊めてくれねえし」

「生徒の家族が経営してるホテル？　つまり行き先も必然的にそこで決まるってことだよね。そういえば、どこに行くの？」

　ぼくは企画書をパラパラしながらたずねた。凛ちゃんはえっへんと胸を張って答えた。

「青あお森もり県！　かの名曲『津つ軽がる海かい峡きよう・冬景色』で有名な津軽海峡の近くにあるホテルだ!!　素敵だろう!!」

　凛ちゃんは渋い演歌が大好きなのだった。

　津軽海峡……胸にブリザードを感じてぼくは黙りこくった。

　どうしてこんなクソ寒い時期に、そんな哀あい愁しゆう漂う場所に……。

「将来に向けて色々努力しなきゃいけない毒マムシ学園の生徒に、そんなお遊びをする時間は無いんじゃないかな……。卒業が近いんだったらなおさら……」

「そんなことはねえよっ！」

　凛ちゃんが身を乗り出して反論した。「人間どうせ二十四時間つねに頑張り続けることはできねえんだから、たまにはリラックスも必要だって！　そういう辛いときに力に変わるのが、こういう楽しい思い出じゃねえかっ!!」

　凛ちゃんがそう主張すると、四天王たちが「そうだ！　そうだ！」と同意した。みんなものすごく乗り気だった。

　そうか……確かにみんな、こういう楽しい行事とは無縁だったに違いないんだよな。

「別にいーんじゃねーか。お金が何とかなるんだったら、そんな固いこと言わなくても」

　鈴すずの音ねも企画に賛同して、ぼくはあっという間に少数派になってしまった。

　じとっとした視線がぼくに向けられる。気がつくとすっかり悪役である。

「ま、まぁ……別にぼくも心から反対してたわけじゃないけど！　満場一致っていうのは問題点に気がつく機会を失う、もっともリスクの高い決定法だからあえて反対していただけであって！　反対意見を検討し、解決することで企画というのはより洗練されるんだよね！　だからヨゴレ役をあえて引き受けたんだよ！　わぁい、楽しみだなぁ！」

　こうして、プロジェクト名〈毒マムシ学園のアツイ冬〉の決行が決まった。



「しかし……ぼくの一票と流りゆう一いちやお菊きくの一票の重みが同じっていうのは、何か虚むなしさというか無力感があるな……」

　民主主義の正当性を疑ってしまいそうになる。

　今こそプラトンが主張した哲人政治に目を向けるべきだよ……。

　ぼくは企画書の激げき厚アツな束を片手に、校庭をぶらついていた。

　イチローを探しているのだった。彼は学校には来ている様子だったが、定例集会はサボっていた。今日の集会の内容は重要なものだったので、欠席した彼に書類を手渡しして、何があったのか議事内容をしっかり説明してやらなければならない。

　彼のサボリは今日だけではない。ここのところ彼はやけに欠席が目立つ。

　そろそろ注意と言うか、何かあったのか話を聞いてみないといけないな……。

　昼休みなので、校庭にはサッカーなんかをしているアクティブなヤクザがチラホラいるが、その群れの中にイチローの姿は無かった。まぁ、彼はサッカーよりも野球だろう。

　喧けん騒そうから離れた校庭のすみで、ようやく彼の姿を見つけた。

　イチローは校庭の片かた隅すみで、真剣な面おも持もちでバットを素振りしていた。

　その様子に声をかけるのが躊躇ためらわれたが、彼の方からぼくに気づいて、バットを振る手を止めた。

　ぼくは〈毒マムシ学園のアツイ冬〉について軽く説明して、企画書の束を手渡した。

「……卒業旅行ですか」

　企画書の文面を目で追いながら、イチローはぽつりとつぶやいた。

「そういえばイチローも三年生か。寂しくなるな」

　イチローはヒゲづらの老け顔からもわかるとおり、ぼくよりも年長者である。かつては番長の側近だったこともあり、四天王の中でも特別な貫かん禄ろくのある男だ。

「お菊も三年生ですよ」

　ぽつりと言ったので、ぼくは「ええっ!?」と驚いた。世界がひっくり返ったみたいな衝撃だった。あのお菊きくがぼくよりも年上……？

　ぼくは年上の女の子からあんな風に抱きつかれたりしていたのか!?

　なんてこった……。ふらりと意識が少し遠のく。年上だと思うと、ちょっとセクシーに感じたりもした。

「そんな白目を剥むいて驚くことないじゃないですか」

　イチローの呆あきれた声で、ぼくは意識を取り戻した。

　それからイチローは企画書を丸めて筒状にしてポケットにねじ込むと、再びバットを握って素振りをした。

　バットが巻き起こす風圧が、ぼくの前髪を揺らした。

　サッカーをしている生徒たちの喧けん騒そうが、別世界みたいに遠くに聞こえる。

　素振りをしながら、イチローは淡々とつぶやいた。

「ありがたいことですね。この学園で何ができたってわけでもないけれど……ほんの短い間だったけれど、みんなと仲間でいられた。けっきょくこの学園に何の罪滅ぼしも、何の役に立つこともできなかったけれど……こんな楽しそうなことにも加えてもらえる」

　ぼくが再び驚いたのは、そ知らぬ顔をして素振りをするイチローの目め尻じりに、キラリと光るものを見つけてしまったからだ。

　ぼくは初めて、これから卒業するという三年生の気持ちを目まの当あたりにした。

　今まで彼らの気持ちを、ろくすっぽ考えもしていなかった……。

　イチローは浮かんでしまった涙を誤魔化すように、バットを強く振った。

「泣こうとわめこうと、もうすぐ卒業なんですね。俺おれたち三年、先生がたててくだすった目標、だれも達成できそうにないけれど……。すんません」

　返事は何も見つからなかった。

　未いまだに癒いえることの無い傷を目の当たりにしてしまって。そんな重苦しい気持ちで、チャイムが鳴るまでイチローの素振りを見守るしかなかった。

　だけど卒業してから……この傷が癒える機会は、果たしてあるのだろうか……。





　放課後の文芸部の活動は、どうにも身が入らなかった。

　集中できないまま帰宅しようとすると、ぼくの後ろにベスがついてきた。

「ついてくるなよ」と辛らつな声で追い払おうとするのだが、「方向が同じなんだから仕方ないじゃないですか」と彼女は笑う。

　自称プロのメイドのくせして毒マムシ学園の二年生として転入してきた彼女は、もちろん今回の旅行行事にも参加することになっていた。

　ついこないだあんなに暴れたくせに、調子のいいことだ。

　そういえば、ぼくが勉強と小説を両方とも頑張るという条件で、彼女やぼくの実家も毒マムシ学園のために協力してくれるということになったらしい。

　あまり頼りたくないというのが正直な気持ちだけれど……。

　自宅の近所あたりまで来ると、そこいらのオバハンから、

「いよっ、五十嵐いがらしさんちの坊ぼつちゃん！　可愛かわいい女の子つれてるねえ!!　彼女かい!?」

　などと声がかかった。すると、ベスがガッツポーズして答える。

「母です!!」

　オバハンとベスは声を合わせてゲタゲタ笑った。お決まりのやりとりなのだ。非常にイラっとするけれど、今さらやめさせることもできない。

　エリザベス――ぼくはちっとも望んでいなかったのに、父親が用意したぼくの母親代わり。

　だけどこないだの事件をきっかけに、父さんの意図がわかりかけたような気もする。

　ぼくがベスに反発して、彼女に頼らなくても何でもできる一人前を目指したことは、きっとそれも父さんの狙ねらい通りだったのだろう。何はともあれ、ぼくはそのおかげで身の回りのことをなんでも自分でこなせる人間になった。

　しかしベスに反発しながら、こうも思うようになった。

　一人で何でも出来るようになることが、必ずしも一人前ということではないのだ。

　そんな完かん璧ぺきな人間は、大人にも実は存在しない。

　誰だれもが誰かと結び合って、力を合わせて、日々を生きている……。

　権ごん田だ原わら組のヤクザたちのように、人はみんなで結び合って強くなれる……。

　だからたぶん、父さんはこう考えている――ベスに抱く複雑な気持ちを乗り越えて、ぼくが素直な気持ちで彼女を頼れるようになったら。

　そのとき初めて、ぼくは一人前なのだ。

　理屈ではわかるのだ――自分の抱えている気持ちが子供っぽいこだわりだということも。ベスがぼくに優しくしてくれているのも。死んだ母さんだって、その悲しみをいつまでもひきずることを望んではいないに違いない。

　だけど、ぼくはベスに頼る自分を想像するとサブイボが出そうになる。

　帰り道の途中で、不意にイチローの素振りが思い浮かんで、ぼくはベスに言った。

「そういえばこの前、学園の生徒をそれぞれちゃんとした大学に連れてくか、それぞれちゃんとした生き方を見つけさせるって目標を立てたけど……もうすぐ卒業する三年生たちだけは、それをとても叶かなえられそうにない」

　悪事を告白するような心持ちだった。不安で肩がこわばった。

　この間、あんな風に宣言しておいて――彼女はぼくを無責任と罵ののしるだろうか？

「三年生は、まぁ、仕方ないんじゃないですか」

　しかし、彼女は予想外にあっさりと言った。

「シンちゃんも彼らも全力で頑張ったんでしょ？　スタート地点があまりにも遅すぎました。残された時間があまりにも少なすぎました。クリア不可能なゲームみたいなもんです。どんなに後悔をして、もしも振り出しからやり直すことができたとしても、たぶん結果は変わりません。それは無理なことだったんですよ。そういうことも世の中にはあります」

　諭さとすような言葉に、ぼくは脱力した。

　なんでぼくはこのことをベスに打ち明けたのだろう。

　黙っておけばいいことだったのに。

　ぼくは叱しかられたかったのかもしれない……。

　だけどベスは何の叱しつ咤たもしてくれなかった。

　時間は残酷だ。こればっかりは誰だれかの優しさも当人の必死な努力も通用しない。

　世の中にはどれだけ頑張ってもどうしようもない残酷なことが、いくつもあるのだ。

　……だけど素振りをするイチローの姿が、頭から消えない。

　ぼくの横顔を見て、ベスは眉まゆをひそめた。

「うじうじするの、やめた方がいいですよ。できもしないことを後悔するよりも、笑って送ったほうが三年生も嬉うれしいはずですよ」

　優しくも残酷に、そう言った。

　それでも、ぼくはうじうじとため息をつく。ぼくらは手を抜いたわけじゃない。力を尽くしたけれど間に合わなかったのだから、仕方ない……。

　せめて最後に、いかにも学生らしい、楽しいイベントを用意するしか……。

　色々あったけれど最後には毒マムシ学園の生徒で良かったと思えるような、楽しい思い出を……。

　それぐらいしか、出来ることは無いのだ。
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　鈴すずの音ねはベッドに寝転んでファッション雑誌を読んでいた。

　夕食後のくつろぎの時間である。

　彼女らしくシンプルな部屋だった。装飾よりも機能性重視。ただ最近になって本棚と小説の量が増えはじめた。

　鈴音はそんな彼女らしい部屋で、彼女らしくもなくファッション雑誌を広げていた。

　ファッション雑誌――彼女はそれを初めて買って読んだ。

　今回の旅行ではいつもどおりの私服――すなわち特攻服ではなく、もっと女の子らしい服装で行こうと心に決めていた。

　別に深い意味は無い、と、自分に言い聞かせている。むしろそれは女子高生として本来自然なことだ。誰だれかを意識してだとか、そういうわけでは全然ない。

　だけど鈴すずの音ねはファッションというものがよくわからなかった。いつも特攻服を着ているから、ファッション雑誌を読んだことがなかった。テレビも観みないので流行なんて全然わからない。

　だから、改めて殊しゆ勝しように普通の女の子の服装を知ろうとしたのだが。

　しかし、これは……。

『なんたって古着ミックス！　渋シブ原ハラ系けいほどほどギャルで肉食メンズも即トリコ！』

『コーデのガーリースパイスは差し色ピンクでキメキメデート感！』

『少女の夜はゴールドラメで花開く……天使がアタシにアゲアゲとウィスパーしてる』

『レオパードで魅みせる女たちの狩猟本能！　本格レザーとセクシータイガー２０１０』

『ナマステ！　甘いだけがモテじゃない☆　辛口カジュアルでインド人を右に！』

『終わらない夜アソビ。まつ毛マグナムな小悪魔マジック。今、あなたの目にアゲハ蝶ちよう』

　鈴音は頭を抱えた。

「……意味わかんねー。何語で書かれてんだコレ？　ちゃんと校正さん通したのか？」

　これが普通の女の子という生き物なのだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      　百ゆ合り地じ獄ごく団の方がよっぽど常識的に思えてくる……。

　鈴すずの音ねはわからない単語を辞書やネットで調べた――差し色とはベースカラーと呼ばれる全体の印象を決める色に対して、ポイントとして配される色である、らしい。

　鈴音は愕がく然ぜんとした。ファッションには、よくわからないが、色使いひとつをとっても厳密なルールがあるのだ。そしてそのルールを守らず好き勝手に服を着たら、きっと他人にバカにされてしまうに違いない！

　好きな色の好きな服を好きに着るだけではいけないのだ！

　足元がガラガラと崩れ落ちたようだった。どうしていいかまったくわからない。変に一歩を踏み出すとそのまま奈な落らくの底に落ちてしまう気がする。

　そしてさらに恐ろしいことに、ファッション雑誌はすべて『読者のみんなは当然コレぐらい知ってるよね！』と言わんばかりに書かれていた。専門用語の解説がまったく無いのだ。読めば読むほど疎そ外がい感かんが増した。

　まるで真しん太た郎ろう先生が最初に書いた小説みたいだ……（何の説明もなく独特の固有名詞が次から次へと出てきてそのまま物語が進行していくのだ）。

　根が真面目まじめな鈴音は、型にハマったものを好んだ。むしろ型にハマらないと落ち着かない性分だ。しかしファッションに関しては、その型が複雑怪奇すぎて全然よくわからない。教科書が教科書として機能していない。

　今の鈴音はまるで訓練も積まずに戦場に放ほうり込まれた新人兵だった。

「あたしって、世間のこと何も知らねーんだな。こんなんじゃ編集者にもなれねーかも……」

　力尽きて雑誌を放り投げた彼女は、ゲッソリと脱力する。

　その後ろから、不意に声がした。

「諦あきらめるな。諦めたらそこで試合終了だ！」

　鈴音がギョっとして後ろを振り向くと、坂さか本もと鉄てつ子こがいた。

「叔お母ばさん！　なんでいるんだよ!?」

　鈴音は母親と仲直りして、今は実家に戻っていた。

「部屋に勝手に入らねーでくれって言ってるじゃねーか！」

　母親の妹にあたる鉄子は、あの事件以来、実家に頻ひん繁ぱんに顔を出すようになった。そしていちいち鈴音の様子を見に来るのだ。嬉うれしくもあり、こそばゆくもある。

「叔母さんは嬉しい！」

　鈴音の言葉をまったく無視して、大声を張り上げた。

「ヤンキー丸出しの姪めいが、ついに女の子に目覚めてくれた！　これを快挙と言わずになんと言おうか!!　……ところで叔母さんって言葉は響きが悪いと思わないか？　私と姉さんはぶっちゃけメチャクチャ年が離れてるから、鉄子ちゃんと呼んでくれると嬉しい」

「知らねーよ」

　ウンザリとして鈴すずの音ねがため息をつく。しかし鉄てつ子こは嬉き々きとして勝手に鈴音のクローゼットを漁あさった。一着のコートを取り出して、つぶやく。

「そうだよなぁ、こんなコートを着て行くわけには行かないもんな」

　鈴音は「わーっ！」と悲鳴をあげて飛びついた。

　それは銀色のビニールみたいなツヤツヤ生地に、無数のガイコツや十字架がプリントされた凄すさまじいロングコートだ。安っぽいのに装飾過多。銀の金具がジャラジャラとついている。内側はもっさりとしたボアなので防寒性には一応優れている。……去年まで自分が平然と着ていた冬服だが、ファッション雑誌を見た後だとなんだか恥ずかしい。

「やめろよー、勝手にクローゼット見るなよー」

　鈴音は涙目になり、やりすぎたと反省した鉄子は「よしよし」と頭を撫なでた。

「よし、お姉さんが協力してやろう」

　鉄子はぷるるんと胸を張った。

　すねた鈴音はうろんげな目を向けた。

「……鉄子叔お母ばさんにファッションなんてわかるのかよ」

「侮らないでもらおうか。私とて数年前は女子大生と呼ばれていた女だ」

　花の女子大生！　その威圧感あふれる響きに、鈴音はのけぞった。

「……だが協力には条件がある？」

「条件？」

「なあ、とつぜん服装とか意識しだしたってことは、誰だれか気になる男ができたんだろ!?　誰かに女の子らしいところを見せたくて新しい服が欲しいんだよな？　だれだれ？　毒マムシ学園の男子？　バイト先？　鉄子お姉さんに言ってみそ！」

　いい歳としこいて異性と縁が無い女は、他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに興味津々なのである。

「ううう」っとうめきながら、鈴音の顔がどんどん赤くなる。

「べ、別にそんなのいねーよ！」

　苦し紛れに叫んだ。

「何だ、そうなのか。なーんだつまらん」

　そうと言われればそうだと信じてしまうのが、鉄子の素直さだった。

「それじゃあ明日あたりいっしょに買いにいくか……渋谷に」

「渋谷!?」鈴音はビビった。

「渋谷の……１０９に」

「１０９!?」鈴音は怯おびえた。「わ、わざわざ東京まで出なくてもいーよ！」

「それもそうだな。それじゃあ街の方にアウトレットのショッピングモールがあるからそっちに行こう。鉄子お姉さんも大学時代に友達とよく行った場所だ」

　鈴音がうなずくと、鉄子は部屋から去って行った。

　部屋に一人になった。

　鈴すずの音ねはふと、凛りん子こはどんな心持ちでいるだろうと思った。

　日ひ頃ごろから忙しくてなかなか真しん太た郎ろうといっしょになれない彼女にとって、今回の旅行は心に期するものがあるだろう。

　もちろん組長として旅行中も忙しいことには変わりないだろうが……。

　すると、身軽な身分でこうして服装なんかにこだわっている自分が、卑ひ怯きよう者ものみたいに思えてくる。抜け駆けみたいな気がする。

　いや、別に自分は、真太郎のことを特別どうこう思っているわけではないけれど……。

　不意に携帯電話が鳴って、鈴音の思考は遮さえぎられた。

　バイト先の先輩からだった。

　ちょっと前までルームシェアをしていた相手だ。そこでの家事の一切を鈴音が取り仕切っていたのだが、とつぜん鈴音に出て行かれたため生活が困窮し、たびたび鈴音に電話をしてくるのだった。

『ひーん！　寂しいよう寂しいよう！　それに部屋がゴミまみれだよう！　鈴音のつくるご飯が食べたいよう！　ひーん！　帰ってきてくれよう、帰ってきれくれよう!!』

　電話口で女房に出て行かれた男みたいに泣く先輩を、鈴音は必死でなだめた。
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　そのころ凛子は自分の部屋で、旅行スケジュールを検討していた。

　もちろん学園の権ごん田だ原わら部屋ではなく、自宅の部屋である。

　服装はパジャマ姿だが、机に座って真剣な面おも持もちだ。

　まずは初日から検討してみよう。旅行は、バス移動から始まる。

「……シンくんの隣に座って、青あお森もりに着くまでずっといっしょ……」

　いやいや待て待て！　と、凛子はぶんぶん首を振った。

　自分は責任のある立場だ。集団の引率者である。

　何かあったときには、即座に対応できるようにしなくてはならない。

　すると座る席は、振り向くと全員を見回すことができる最前列だ。鉄てつ子こ先生あたりといっしょに座ることになるだろう。

　……非常に残念だが、シンくんの隣は諦あきらめないといけない。

　青森についたら、初日はまず林間学校ということで、ハイキングである。白しら神かみ山さん地ちや十と和わ田だ湖こ畔はんがある青森県はハイキングのメッカだ。……冬じゃなければの話だが。

「……青森の大自然をシンくんといっしょに……」

　いやいや待て待て！　と、凛子はぶんぶん首を振った。

　ハイキングにおいて組長たる自分は、先頭にたってみんなを導かなければならない。

　しかしシンくんは体力が無いから、後ろの方でゆっくりと進むことになるだろう。自分は責任ある立場として、彼といっしょに後方を行くわけにはいかない。

　……非常に残念だが、シンくんといっしょにハイキングするのは諦あきらめないといけない。

　さてハイキングを終えて宿に帰ってくると、それぞれホテルの部屋に向かう。

「シ……シンくんといっしょの部屋！」

　思わず目が血走った。いやいやいや待て待て待て！　ぶんぶんぶんといっそう激しく首を振った。さすがに男女いっしょの部屋はありえない。もちろん風ふ呂ろもだ。

　当たり前だ。なにゆえ目を血走らせる必要があるのだ。

「……あれれ？　何だかシンくんと全然いっしょにいられない気がしてきた？」

　凛りん子こはその後のスケジュールも検討してみる。しかしどの状況下においても自分は責任のある立場であり、好きにほいほい真しん太た郎ろうとベタベタしていいようには思われない。

　凛子はしょんぼりと肩を落とした、が、すぐに気丈に顔を上げた。

　仕方あるまい。自分は任にん侠きようになると決めたのだから。

　最近は学園が上う手まくいき始めたせいで、気が緩みすぎていけない。

「……お悩みのようですね、凛子さん！」

　天井からシュタっと背後にお志し津づが降り立った。

「別に呼んでないよ」

「!?　そ、そんな……すみません」

「あ、待って、何か言いたいことがあるなら言って」

　お志津はコホンと咳せき払ばらいをしてから、嬉うれしそうに言った。

「お困りのようならば、凛子さん。私たち伊い賀がの一族に伝わるこの興奮薬を使えば！　これを使えば思春期の高校生なんて発情期の猿になります！　こ、これを使ってですね、宿での夜に……ひええ、これ以上は私の口からは……ウヘ！」

「猫パンチ！」

　凛子はツッコミとして猫パンチを放った。

　彼女の猫パンチは大の大人もノックダウンさせる必殺技である。ドグワシャアッ！とお志津は吹っ飛んだ。

　彼女が忍者でなければただではすまなかっただろう。

　凛子は生々しい感じの話は嫌いだった。

「帰っていいよ」

　プンプン怒りながら告げる。

「……す、すみません」

　お志津は壁をカサカサと這はって天井に上り、天井の一部をパカっと開くと天井裏に隠れた。ゴキブリみたい……と思っても言ってはならない。彼女も女の子なのだ。

「まったく、興奮薬だなんて……」

　凛りん子こは顔を赤く染めたまま、ベッドの上にぽすんと寝転んだ。

　自分は責任ある組長だから、旅行とはいえ浮ついた気持ちではいられない。

　自分の方からシンくんにベタベタすることはできないのだ。

　するつもりもない。任にん侠きようなのだから当然のことだ。

　でもまぁ……三泊もするのだから、自分の方から何かせずとも、偶発的に何か甘酸っぱくて胸キュンな出来事が起こるかもしれないよね！

　いや、少しぐらいはあってしかるべきだよね。無いと不自然だよね！

　あくまで、自分からは何もしないけれど。

「えへへ……えへへ……」

　凛子は脳内で妄想を繰り広げて危ない笑みをもらした。ベッドの上でぬいぐるみに抱きつき、ゴロンゴロンと悶もだえ――そのまま眠りについた。

　――その夜、凛子はヤクザたちに囲まれている自分の下に王子様スタイルの真しん太た郎ろうが迎えに来て、二人で白馬に乗って「アハハ……」「ウフフ……」と青あお森もりのリンゴ園を駆けるロマンチックにカオスな夢を見た。



    

  
    
      


　二章　吹雪ふぶきの出会い





　全学年まとめての旅行なのでバスはバカでかく、しかも四台という数である。

　これらを借りるので金が尽きて、青あお森もりへの移動は夜の一般道をチンタラ走り、明け方に到着するという夜行になった。

　夜行バスで津つ軽がる海かい峡きようへ……学校行事なのに、何な故ぜか妙に哀あい愁しゆうが漂っている。

　しかし生徒たちはバスを見てみんな大興奮だった。意味も無くウェーブをしている奴やつらもいる。この移動中に眠っておかないと翌日から辛くなるが、彼らはちゃんと眠れるだろうか？　――思わずそんな心配をしてしまう。

　生徒たちはみんな私服だが、いつもの着流しに上着を羽は織おるというスタイルが多い。

　人々の服装を見回していると、鈴すずの音ねと目が合った。

　……へえ。というか……これは……。

「鈴音、今日は特攻服じゃないんだ」

「あ、あたりめーだろ！　四六時中あんな格好してるわけじゃねーよっ」

　彼女はボーイッシュなデニムに、薄桃色のダウンジャケットを合わせていた。眼鏡はかけていない。

　鈴すずの音ねはシャープで硬質なイメージで、綺き麗れいだけどちょっと尖とがった印象もあるから、明るい色のダウンを着ると雰囲気が和やわらいで、いつもより柔らかくって可愛かわいい感じがする。

　寒いからダウンなんていかにも機能重視で無雑作だけど、オシャレすぎて気負った感じがなくて親しみやすい。それでいて良く似合っている。女の子たちの流行とかは知らないけど、男受けがいいのってこういうタイプだよね。

　……ぼくは胸のドキドキを、客観的な分析によって誤魔化そうと試みた。

　何だか気恥ずかしいのだ。

「特攻服着てないと、そんなに変かよ……」

　乱暴にポケットに両手を突っ込んでそっぽを向く。

「いや、可愛いと思うよ。似合っててビックリした」

「!?　そ、そーかよ」

　鈴音は急に背中を向けて、妙にギクシャクとした動きでぼくから遠のいてしまった。

　逃げられた？　なぜ？

　ぼくから離れた鈴音は、何だかしゃがみこんで震えながら深呼吸している。大丈夫？

「わはは！　私のプロデュース最高！」

「うわっ!?」

　いつの間にかぼくの横に鉄てつ子こ先生がいて、それだけ叫んで、歩み去っていった。

　何なんだ。

　ちなみに鉄子先生はいつもどおりの白衣だった。寒くないのかアンタ。

　そういえば、凛りんちゃんはどういう格好だろう？

　生徒たちに指示を飛ばす凛ちゃんに視線を向けた。一息ついているのを見計らって、ぼくは彼女のそばに寄った。

　凛ちゃんは和服じゃなかった。良かった、防寒性の高い和服ってことで十じゆう二に単ひとえとか着てたらどうしようかと思ってた。

　彼女はひらひらスカートにモコモコのムートンコートを着ていた。耳にはイヤーマフラーをしていて、全体的にモコモコフワフワしている。抱き心地の良さそうなぬいぐるみみたいだ。凛ちゃんらしいなー。可愛いなー。

　凛ちゃんは、自分の好きなものを選ぶだけでそれが一番自分に似合うってタイプだ。

　裏表がない性格してるからかな。

「凛ちゃん」

　ぼくが声をかけると、凛ちゃんは一瞬だけ表情を明るめてから、しかしすぐに引き締めて、バッとぼくから距離をとった。野生動物を思わせる挙動だった。

「え？」

　不可解な動きに、ぼくは困惑した。そんなぼくに凛りんちゃんはそっと顔を背けた。

「駄だ目めだよシンくん……今のあたしは組長なんだから！」

　どことなく悲劇に酔うような口調で言った。

「組長なのは、別にいつものことじゃないか」

「いつも以上に責任感あふれる組長なんだよ！　いつもより三割増しぐらいですごいんだよ!!　この学園行事において、組長は一瞬の隙すきも許されないんだよ!!　だから今回ばかりは、シンくんとベタベタなんてしていられないんだよ!!」

「ええっ……そういうものなの!?」

　そもそもぼくたちは、普段からベタベタなんてしてないじゃないか。普通だよ？

「そういうものなんだよ!!」

　凛ちゃんは悲壮な顔つきで言った。

　よくわからないけれど、ものすごい気合の入れようだ。

　するとつまり……ぼくはこの旅行中はほとんど凛ちゃんといっしょにはいられないってことか。えええっ。

　それは……なんだかガッカリだな……。

　しかし凛ちゃんは何かを期待するような目つきで、「えへへ」と首を傾かしげて言った。

「だから……もっと不可抗力な感じで、やむをえないアクシデントみたいな感じであたしのところに来てね？　えへへ……」

「ええ？　何だそれ!?」

「いやでも……最後にちょっとだけ……」

　凛ちゃんは素早くぼくのそばに寄ると、ぼくの手をガシっと両手で握り締めて「うーんうーん」と唸うなった。温かい感触がぼくの手を包み込む。

「――よし、充電完了！　それじゃあカッコイイ組長のあたしはカッコよく仕事に戻るよ。シンくんはあくまで不可抗力のアクシデントであたしに近寄ること。よろしくね!!」

「ぼくは何をよろしくされてるの!?」

　困惑極まるぼくを置いて、彼女は生徒たちの方に駆け去ってしまった。

　なんてこった……女心には謎なぞがいっぱいだよ。

　気がつくと、ぼくの周りにみんな（主に女の子たち）が集まっていた。

「どういうことだと思う？」

　ぼくがたずねてみると。

「知らねーよ、馬ば鹿か」鈴すずの音ねが毒づくような口調で言った。

「知りませんよ、馬鹿なんじゃないですか？」江え碕ざきさんがため息まじりに言った。

「何やってるんですか……プーッ、クスクス」ベスがムカつく顔で笑った。

「……どちらも馬ば鹿かですね」お志し津づさんが蔑さげすむような視線を向けてきた。

「……」お菊きくがくちびるを尖とがらして、ぷいとそっぽを向いた。

　全員ブーイングじゃないか。

　ぼくが何をしたっていうんだ……。

　……よくわからないものは仕方ない。服装のチェックを続けよう。

　そっぽを向くお菊は、いつもどおりのセーラー服だった。

　すごいな……防寒性という概念を感じない。

「……これから青あお森もりに行くのに、寒くないの？　その格好」

「ボクはこれまでの人生で、寒さなんて感じたことないもの」

　すごいな。『子供は風の子』を通り越して、なんというか、すごく馬鹿な感じだ。

　見てるこっちが寒くなる……。

　視線を巡らせると、江え碕ざきさんは全身ヒョウ柄だった。なんてこった。

　ヒョウ柄の全身タイツの上に、ヒョウ柄の毛皮のコートを羽は織おっている。ご丁寧なことにブーツまでヒョウ柄だ。ギャルっぽいとかそういう次元じゃない。この格好のまま『ライオンキング』とか『キャッツ』の舞台に違和感なく登場できそうだ。

　それとも虎とらギャルとか、そんな感じでこういうのが流は行やってるのだろうか？　阪はん神しんタイガースの空気を感じる。

「知ってますか!?　今ヒョウ柄ってレオパードって言うんですよ！　『次じ鋒ほうレオパルドン行きます！　グオゴゴゴ！』『ノーズフェンシング！』『ギャアーッ！』」

　江碕さんは胸に鋭いものを打ち込まれたような素振りでぶっ倒れた。

　ちなみにレオパルドンとはキン肉マンの王位継承編においてすごい勢いで登場し、その次のコマでマンモスマンに秒殺された究極の出オチ超人である。古い。

　どうやらレオパードという単語が気に入っただけのようだった。何だか覚えたての英語に興奮する中学生みたいだ……。

　さて、そんなこんなをしているうちに、それぞれ大きな旅行カバンを抱えた生徒たちがバスの周りに集まっていく。

　――さて、実はバスの座席割りはまだ決まっていない。急ごしらえの企画だから色々な部分がかなりテキトウなのである。

　生徒たちはその場でペアを作ってバスに乗り込まなくてはならず、場は騒然とした。

　ぼくは当然、ほとんど反射的な動きで凛りんちゃんと組もうとした。

　だが……。

「シンくん！　そのタイミングはアウトだよ!!」

　凛ちゃんは両手で大きくバツマークを形作って、ぼくから遠のいた。

「責任感あふれる組長は、バス移動でシンくんといっしょにベタベタすることはできないんだよ！　だからもっと……アクシデントっぽい不可抗力なシチュエーションで来て欲しいんだよ！」

　そしてそのまま鉄てつ子こ先生を捕まえて、バスに乗り込んでしまった。どうやら責任ある立場として先生といっしょに最前列の特別な席に座るらしかった。

　なんてこった。

　アクシデントっぽい不可抗力なシチュエーション……？

　無茶ぶりもいいところだよ……どうすればいいんだ。

　凛りんちゃんが駄だ目めとなると……ぼくはあたりを見回した。

「鈴すずの音ね……ボクはずっと、いつかおまえと決着をつけるときがくると思ってたよ」

「奇遇だな。よくわかんねーけどあたしも今そう思ったぜ」

　……見ると、お菊きくと鈴音がにらみ合って火花を散らしていた。鈴音はすでに得物の木刀を振り上げている。一触即発だった。

　とっととペアを決めてバスに乗り込まなきゃいけないのに、こいつらは何やってるんだ……。

「やめてよね。とりまき無しのタイマンで鈴音がボクに勝てるわけないじゃない」

「この距離なら木刀の方が有利だぜ」

　木刀を振り上げた鈴音がじりっと間合いをつめる。お菊が全身に緊張をみなぎらせて、じりっと後退する。



    

  
    
      



    

  
    
      「ボクに当てられるつもりかよ」

「当てるさ」

　鈴すずの音ねは一瞬の隙すきを見逃すまいと目を光らせている。お菊きくは初撃を回避し、返しの刃やいばを狙ねらっている。にらみ合ったまま、二人は硬直した。

　呼吸が勝負を決める、ハイレベルな攻防。

　いや……早くペアつくれよ……。何やってるの？

　何かを巡って争っているのだろうか？

　様子を見守っていたぼくは、ぐいっと引っ張られた。

　江え碕ざきさんがぼくの服を引っ張っていた。

「先生、ペアになる相手がいません」

「え、何で？　まだ友達できてないの？」

「いえね、バスの中でひたすら私の話に付き合うのは疲れるとみんな敬遠するのです。ただでさえ旅行のせいで若干テンション高めの私に付き合えるのは先生しかいません」

「ああ……そういう……」

　たしかに疲れるからなぁ、江碕さんと会話するの。

「私はこらえ切れない饒じよう舌ぜつのせいでみんなから嫌われたくありません」

「ぼくから嫌われるのはいいのか」

「嫌わないでしょう？」

「……嫌わないけど」

「じゃあいいですね」そう言ってぼくの腕をぐいっとひっつかまえる。

　くそ、仕方ないな。

　とはいえバスの中なんてほとんど寝てるんだから、誰だれが隣でも別にいいんだけど。

　向こうで修羅場っていた鈴音とお菊が、ぼくたちの方を見ていっせいにズッコケた。

　……あいつらはあれでペアってことでいいのかな……。

　こないだいっしょにマックにいたし、何気に仲良いよね、あの二人。

　ぼくと江碕さんは、さっそくバスに乗り込んだ。

　そしてぼくと江碕さんは、同時に窓際の席に座ろうとしてケツをぶつけ合った。

　二列の席の片側は窓に面していて、もう片側は通路に面している。

　窓際には景色を観みられるメリットが、通路側には通路を挟んだ席の相手とも会話ができるメリットがそれぞれあると言えるだろう。

「……先生、窓際の席は私に譲ってください」

　だけどぼくにも窓際にこだわる理由があった。

「……乗り物酔いするんだよ。研究所に呼び出されるたびにゲロを吐かされてるんだから知ってるだろう」

「私、生まれて初めてのバス旅行なんですよ。景色を楽しみたいです」

　ぼくと江え碕ざきさんはにらみ合った。ゴゴゴ……と空気の重みが増していく。

「こんな真夜中のバス旅行に景色もクソもないだろ！　乗り物酔いの方が深刻だよ！」

「先生はゲロなんて吐き慣れてるじゃないですか！　朝飯前でしょう!?」

「朝飯前にゲロを吐いても胃液しか出ないよ！　胃袋カラッポなんだから！」

「!?　なんて論理的なツッコミ！　そのツッコミに免じて窓際を譲りましょう！」

「「イエイ！」」とぼくたちはハイタッチをした。

　明後日あさつての方向に向いたツッコミだったが、何かが江碕さんの琴きん線せんに触れたらしい。ぼくは窓際に、江碕さんは通路側に座る。そんなぼくたちに鈴すずの音ねが「仲いーなー」と白い目を向けつつ通路を通り過ぎていった。



　特にアクシデントもなく、無事にバスは発車した。

　夜の田舎いなか道みちをバスは進む。江碕さんは景色を楽しみたいと言っていたが、景色もクソも無い。ただひたすら真っ暗で、木々が茂っているだけだ。田舎から田舎へと向かう旅なのである。しかも夜行。

　バス内の生徒たちはワイワイガヤガヤと騒いでいるが、そのうち静かになるだろうか？

「さて、移動中ヒマですよね、真しん太た郎ろう先生」

「寝ろよ」

　ぼくはカバンからアイマスクを取り出しながら言った。しかしその手を江碕さんの小さな手がつかむ。

「嫌です嫌です。私を置いて眠らないでください！」

　駄々をこねるようにそう言って、ピッタリと身体からだを寄せてくる。

　……何だかヒョウ柄のコートを脱ぎ捨てて全身タイツになると、身体の起伏があらわになってちょっと肉感的だったりする。つっても江碕さんだからペッタンコ体型だけど。

　まぁ全身タイツである以上、シュールさが拭ぬぐえないが。ヒョウ柄だし。

「えー……寝ないと、明日が辛いと思うよ……」

「そうだ、眠気が吹っ飛ぶようなエキサイティングな話をしてさしあげましょう」

　なんて迷惑な。

「昔々あるところにおじいさんとおばあさんがいました」

「エキサイティングとか言いつつ『昔々……』から始まるの!?」

　すごい眠くなりそうな出だしだよ！

「おじいさんの行動は省略、おばあさんは川へ洗濯に行きました」

「省略するなよ！　おじいさんの空白の時間が気になるよ！」

　でも桃もも太た郎ろうって、たしかにおじいさんの柴しば刈りは物語に何の影響もないよね。

「おばあさんが洗濯をしていると、川の上流から大きなお尻しりがどんぶらこ、どんぶりぶりと流れてきました」

「お尻なの!?」

　桃太郎じゃなかった！

「あら美お味いしそう。おばあさんはお尻を持ち帰って、おじいさんといっしょに早速包丁で真っ二つにしました。すると何ということでしょう！　お尻にはウンコがたくさんつまっていました」

「本当になんてことだよ！」

　心の底から絶望してしまいそうだ。

「おばあさんはウンコに糞くそ太た郎ろうと名前をつけました」

「ペット感覚!?」

「おれ……くそたろう……おばあさんのためにがんばる……」

「しゃべった!?」

「おばあさんをいじめるおに……おれ……ゆるさない……。糞太郎は健けな気げにもその不定形の身体からだをウゴウゴと蠢うごめかせて単身で鬼が島へと向かいました」

「逃げて鬼逃げてーっ!?」

「さすがのおばあさんも衛生上の理由からキビ団子を持たそうという気持ちにはまったくなりません」

「冷たいな!?」

「糞太郎と鬼たちの戦いは長きに渡りました。しょせんウンコの糞太郎には攻撃手段がありません。しかし不定形の糞太郎に鬼の金棒による物理攻撃は通用しません。ですが長い戦いの末に鬼は謎なぞの病気を発症し倒れました。ウンコには病原菌が含まれていたのです」

「……えー、何だよそのご都合主義」

「ところで省略したおじいさんの行動は家畜の餌えさやりでした。おじいさんとおばあさんたちは牧畜をしている農耕民族だったのです。彼らは長い年月をかけて家畜由来の病原菌とそれに対する抗体を持ちえていました。しかし狩猟採集民族にすぎない鬼にはそれら未知の病原菌に対する抗体を持ちえませんでした。こんな事実をご存知でしょうか？――かつて西洋人が未開拓のアメリカ大陸を侵略したとき、先住民族を大虐殺したのは銃や鉄製の武器などではなく、実は家畜由来の病原菌によるパンデミックだったのです。牛や馬こそが最悪の兵器だったのです。まったく同じ現象は、歴史に残らぬはるか昔の日本でも小規模ながら起こっていたことでしょう。昔話に語られる鬼というのも、農耕を始めて生活圏を拡大する大和やまと朝ちよう廷ていに虐殺された先住民族を指していたという説があります。こう考えると昔話の桃太郎が〈キビ団子で家畜化した動物〉を引き連れて鬼退治に行くというのは実に示し唆さに富んでいますね。以上、『糞くそ太た郎ろう』改め『本当は残酷な桃もも太た郎ろう』でした。めでたしめでたし」

「文化人類学的なオチがついた!?」

　ためになるなあ！

　ツッコミいれすぎて目が冴さえてしまった。エキサイティングってそういうことか……。

　しかし長い話だったけれど、それほど時間は経たっていない。

　まだまだ目的地はおろか休憩も先だ。

　と思った瞬間、江え碕ざきさんが「うっ！」と声をあげて顔を青くした。

「……なんということでしょう、ウンコの話をしたせいでウンコがしたいです」

「……本当になんてことだよ！」

　心の底から絶望してしまいそうだ。

「先生バス止めて！　ヘイ、バスストップ！　バスストーップ!!　ウンコ！　ウンコしたい!!」

「何で事前に済まさなかったんだよ！　旅行の基本だろ！」

「初めてなんだから基本なんて知りませんよ！」

　ジタバタと大暴れしながら江碕さんは泣き叫んだ。

「のぐそ！　のぐそでもいいからっ！　のぐそカンタービレ！」

「何だよカンタービレ歌うようにって!?」

「今なら芸術的な巻きグソが巻けるってことですよォーッ!!」

　江碕さんは顔を劇画調にしながら叫んだ。

「女の子がウンコとかクソとか連呼するな！」

「マシュマロ出ちゃう！　お尻しりからマシュマロ出ちゃうっ！」

「休憩時間まで我慢しろよ！」

「お花畑が見えちゃうーっ！」

　もうやだこの人。

　しかしこちらの騒ぎは、運転席や凛りんちゃんたちには届いていないらしかった。

「よし、バスと言えばカラオケだ！」

　バスの先頭で、凛ちゃんがマイクを振り振り叫んだ。

　凛ちゃんの提案に、生徒たちが大歓声をあげた。

「それじゃあ一番手はもちろんこのあたし、権ごん田だ原わら凛りん子こが歌わせていただきやす！　いえーっ！　……あ、運転手さんに聞かれるのは恥ずかしいので、この耳栓つけてください」

　ワーッと生徒たちは歓声をあげる。しかしぼくは過去の、恐ろしい事実を思い出す。

　……凛ちゃんの歌。一度、ヤクザたちがアイドル計画を立ち上げたときに、ためしに凛ちゃんに歌ってもらったことがある。ぼくもその場に同席していた。

　歴史的大惨事だった。

　一言でいえばあまりにも陳ちん腐ぷすぎて嫌になるが、ジャイアンリサイタルという言葉がふさわしい。もしくはアルトネリコ（攻撃魔法が発動するという意味で）。

　偶ぐう然ぜんにもこのバスの中にアイドル計画にかかわった生徒はぼくの他にはいないらしい。無邪気に組長の歌を期待して騒いでいる。ぼくが止める間もなく、曲のイントロが始まった。それは地獄の門が開く音に感じられた。曲は――『津つ軽がる海かい峡きよう・冬景色』。凛りんちゃんがコブシを利かせて歌いだす。異世界のメロディーがバスの中でとぐろを巻いた。

　最初に気絶したのは、便意からすでに精神的余裕を失っていた江え碕ざきさんだった。

　しかしぼくが後を追うのに、それほど時間は必要なかった。



　のちに江碕さんはこう語る――あまりにも音痴な歌が私の意識を遠い世界へと連れ去り、それが便意を忘れさせてくれた。それは寝グソという巨大なリスクを孕はらんでもいたが、とにもかくにも今回私は彼女の歌に救われた。

　気絶から覚かく醒せいすると雪国だった。夜の底が白くなっていた。
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　やれやれ……運転手さんが耳栓をしていなかったら大惨事だったな。

　あの後、凛ちゃんはもうマイクを握るなと鈴すずの音ねに説教された。しゅんとする凛ちゃんを見ていると、何もそこまで言わなくてもと思わないでもないけれど、しかし正論だから仕方ない。あの歌声に関してはフォローのしようも無い。

　しかし長い道のりが長いと感じられなかったのは、彼女のお手柄だろう。

　空はやがて朝の色を取り戻した。一度だけ朝食休憩のために青あお森もり市内のファミレスに停まって、それからしばらくしてぼくたちは目的地にたどり着いた。

「何だか寂しいところですね」

「ぼくらだってたいがい田舎いなか者ものだけどな。それでも、ここに比べれば都会だけど。一応、関かん東とう地方だし」

　窓の外を眺めて、ぼくと江碕さんは風景について語り合った。

　津軽――太だ宰ざい治おさむが〈本州の袋小路〉と称した地。

　北への道をたどっていくと、やがて誰だれもが必ずここにたどり着く。本州の極地である。太宰治は〈道が途絶える場所〉とも呼んだ。

　それに相応ふさわしい、寂しげな景色だった。

　人も車も少ない。道の片側に雪化粧をまとった岩肌がそびえている。逆側には朽ちた建物や錆さびたトタン小屋が軒を連ねている。生活臭を感じない。

　青あお森もりもここまで来ると観光の影さえ無かった。

　時折、建物の向こう側に銀色に揺れる海が見えた。津つ軽がる海かい峡きようだった。

　海鳥の黒い影が車窓のすぐそば、眼前で羽ばたいた。

「人よりも鳥の方が多そうだなぁ」

「でもほら、選挙ポスターとか貼はってありますよ。メチャクチャ色あせてますけど」

　極地という言葉が再び頭にひるがえった。

　なるほど、ここは人里の果てだ。

　毒マムシ学園の生徒たちはこんなところまで北上してきたのだ。北に向かう者は誰だれもがこの地にたどり着き、これより先に道は無い。

　それが津軽海峡だった。



　一月の青森は、ちょっと調子に乗りすぎなんじゃないかと思うぐらい雪が降っていた。

　バスを降りると吹雪ふぶきになっていたので、生徒たちは大慌てでホテルに駆け込んだ。

　毒マムシ学園の全生徒をまとめて受け入れるだけあって、ホテルは巨大だった。

　しかしどこかうら寂しい雰囲気でもあった。というか、ぶっちゃけ小汚かった。

　高級感はカケラも無い。うっすらと埃ほこりさえ積もっている。

　生徒たちをロビーに整列させて、凛りんちゃんが無人の受付に声をかけると、奥からぬっとゾンビみたいな顔色の男が現れた。

　生徒たちはいっせいに悲鳴をあげたが、男はちっとも気にせず「フェッフェッフェ」とメフィストフェレスみたいな笑い声をもらした。トリガラみたいに細っちい身体からだをビクンビクンと震わせながら笑うので、すごく怖かった。

「〈リゾートホテル最果て〉へようこそ……フェッフェッフェ」

　ちっともリゾートという感じはしなかった。

　男は、頼んでもいないのにホテルの理念とコンセプトを紹介した。

「……真冬の津軽海峡。ごらんのとおり寂れた場所ですが……しかしここには色々な客人が来ます。静寂を求めて。あるいは世界の果てを求めて。最果ての景色を求めて。そんな〈何かに追い詰められた感じ〉の方々に、ひとときのくつろぎと美味なる料理を。それが当ホテルのコンセプトでございます……」

「すごく嫌な客層ですね、それ」

　思わずツッコミの声がもれた。

　やはり、ちっともリゾートという感じがしなかった。

「フェッフェッフェ……ぶっちゃけ自殺の名所です」

「そこは黙っとけよ!?」

　とんでもない宿だな。

　男――ホテルマンはロビーに整列するぼくたちを品定めするように見回した。

「……フェッフェッフェ。中々の面構え。どうやら皆様、失礼ながら中々のクスブリの集まりであるようですな。どなたも重たい傷を抱えておいでになる様子。人生の袋小路の末に、この本州の袋小路までやってきたような――けっこう、けっこうでございます。津つ軽がる海かい峡きようの寂しさはきっとあなたがたの慰なぐさめになることでしょう。ホテルの裏手はすぐに海となっております。ぜひ一度ごらんになってください。それから建物はボロ汚くとも、温泉と料理には自信がございます。お楽しみくださいませ……。フェーッフェッフェ！　ゴホ！　ゲホッガハッ!!　あ～、この声こわ色いろ、年とるとキッツイ……」

「演技と演出だったのかよ!?」

　こういう雰囲気を楽しむ宿であるらしい。本当に嫌な客層だ……。

「さすが先生だ、謎なぞのホテルマンを相手に少しもひけをとらねえ」

「すげえ貫かん禄ろくだぜ……！」

　ヤクザたちが意味不明の賞賛を送ってくる。

「いいからみんな、お世話になるんだから挨あい拶さつをしよう」

　ぼくの声を受けて、凛りんちゃんが指揮を執り、生徒たちはいっせいに「お世話になりやす！」と頭を下げた。

「フェーフェッフェッフェ！　元気な子らですな！　フェーフェフェフェ!!」

　ホテルマンはそう大笑すると、部屋の鍵かぎを凛ちゃんに預けて去っていった。いい加減なチェックインだ。巨大なホテルだけど、個人でやっているのかもしれない。少なくとも先ほど説明されたホテルのコンセプトからビジネス的な目もく論ろ見みは全然感じられない。

「……ちょっと下僕～？　何この声～。貸切って話じゃなかったの？」

「さぁ、どうやら何か手違いがあったみたいだな」

「手違い～？　フフッ、ちょっとお仕置きされたいみたいねプロデューサーさん。後で下僕の自覚を刻みなおしてあげる……。フム、それはそうとどんな客やら？　ど～れどれ」

　ロビーの奥にある階段から、人が降りてくる物音と、何やら会話が聞こえてきた。

　おかしいな、何しろ毒マムシ学園の生徒がまとめて宿泊するのだ。くれぐれも他の客は泊めないように貸切でよろしくと頼んでいるはずなのに。

　何かの手違いかな？

　それに、どこかで聞いたことのある声のような……？

　ロビーの様子をうかがうように、女性が階段を降りてきた――足から順番にその姿があらわになる。

　少しずつ現れたのは、すごくスタイルの良い身体からだ。思わず目がくぎづけになる。

　続いてその女性の顔が現れた瞬間、ロビーの空気が一変した。

　とんでもない美少女がそこにいた。清せい楚そさとお茶目さを併せ持った微笑。しかし笑っているにもかかわらずサディスティックな威圧感も放っている。ホテルのものであろう浴衣とドテラを着ているにもかかわらず、安っぽさとは無縁の高貴なオーラ、いわばセレブ感があった。しかし年とし頃ごろはぼくたちと同じぐらいか、少し年上ぐらいだろう。

　……ぼくはその少女を、テレビで見たことがあった。

　とつぜんヤクザたちの一部が奇声を発して、餌えさを前にした飢えた獣のようにその少女に飛び掛かった。暴走だ！

　だけどぼくや凛りんちゃんが止めに入る間も無かった。間に合わない。

　少女にヤクザが迫る――にもかかわらず、彼女は平然としている。涼しげな表情で、片手で髪を払った。さらさらの長髪が流れる。余裕あふれる仕草。そして――、

「アメンボ、アカイナ、アイウエオッ！」

　――発声練習みたいなことを叫んだ。

　パリーン、と窓ガラスが割れた。

　その場に居合わせた人間全員が「鼓膜がーっ！　鼓膜がーっ!!」と耳を押さえてうずくまった。まるで巨大なハンマーで鼓膜をぶったたかれたみたいな大声！

「ちょっと、困ります。いきなりそんな風に近寄られては……。まぁ……この人にボディガードは不必要ですがね……」

　少女の後を追って、男が階段を降りてきた。彼は手て馴なれた風に耳を両手で押さえていた。

「い……今の声は……まさかこの人は、ちーちゃんと同じ事務所の先輩で、すでに伝説的アイドルの……」

　ようやくぼくも気がついた――その少女の正体に。

　そんな声をもらしたぼくに対して、彼女はギロリと切れ長の目を向ける。

　こ……怖い！　だけどこの人ににらまれると怖いけれど胸をくすぐる甘美な何かがあるッ……！　まるで同じ年頃の女の子とは思えない！

　彼女のそばに控える男が誇らしげに笑った。

「ふふふ……どうやら彼女の正体に勘付かれたようですね。そう、この方こそ今をトキめくスーパーアイドル。容姿端麗はもちろんのこと歌唱力においても本格シンガー顔負けの超本格派。その声量は発声練習をするだけで暴漢を気絶させるほどのガードマン要らず、そのレパートリーは胸キュン電波ソングからド演歌までどんとこい、問答無用にして空前絶後、現在進行形の伝説のアイドル。今売り出し中の天あま海み千ち早はやも彼女と比べればヒヨッコ同然……しかし！　彼女は今、プライベートなのです！　どうかご遠慮を……」

「いいえ」少女が男の言葉を遮さえぎった。

　少女はサディスティックな笑顔を一変させて、天使のような笑顔をぼくたちに向けた。見るものの心をわしづかみせずにはいられない魅惑的なメタモルフォーゼ。

　そして声までも変えて、言った。

「一人でも私を見る人間がいるなら、そこはすでに私のステージ！　というわけで、私の名前は夢ゆめ乃の響ひび希きですっ！　よろしくっ☆」

　凄すさまじい破壊力の『よろしく』だった。

『よろしく』されたヤクザたちは、バタバタバタっと失神した。
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　ふと、何気なくあたりを見回すと、ぼくはイチローの姿がどこにも無いのに気がついた。

　とはいえ、全生徒がロビーに集まっているのだから、彼の姿が見つからないのは不自然なことではない。

　だからぼくはすぐに、眼前のアイドルに意識を戻した。



　イチローは、バスから降りた際に、吹雪ふぶきの向こうに見覚えのある人影を見た気がした。

　ひどく懐かしく、そして胸騒ぎが迫る幻影だった。

　イチローは吸い寄せられるようにして人影を追った。

　次から次へとホテルに飛び込んでいく生徒たちの群れから、ひそかに外れていく。

　激しい吹雪が人々の視界を乱し、イチローの行動に気がついた生徒はいなかった。

　ホテルの後方には小さな峠があった。裸の木々が広がり、その合間を縫って登り階段が続いている。しかしその段差が雪で埋まり、凍りつき、ただの氷の斜面となっていた。慎重にそれを登ると、木々が途絶えて、風景が開けた。

　吹雪は激しいが、耐えられないほどではない。

　眼前に断だん崖がいがあった。真下は海だ。波が崖がけにぶつかり、砕け散る音がかすかに響いた。海から強い風が吹いてくる。遠くでカラカラと風車の音がした。

　激しい吹雪と水しぶきの先に――まるで世界の果てのような津つ軽がる海かい峡きようがあった。

　冬景色を背景に、人影が背中を向けている。

　懐かしい背中がそこにあった。

「……番長……どうしてここに……？」

　どうしてこの男がいるのだろう。

　もしも偶ぐう然ぜんだとしたら、なんというタイミングだろう……。

　目の前の、かつて慣れ親しんだ背中は、『おまえの選択は正しかったか？』と答えを迫っているように思えた。

　あのとき、学園の革命が始まったとき、自分は権ごん田だ原わら組に与くみした。巨大な地獄校舎ロボが人々に立ちふさがって、自分は無心で魔球を投げた。あのときから――自分はいったい何を成し遂げただろう？

　後悔をしているわけではない。ただ自分が不ふ甲が斐いなくて――そんなときにこの背中に遭遇するなんて。

　胸の慄おののきの正体が、自分でもよくわからない。

　ゆっくりと――男が、イチローの声に振り返った。

「……イチローか？　奇遇だな……？」

　いや、奇遇ではないのかもしれない。ここは袋小路に追いやられた人間が集まる、本州の袋小路……。

　番長の表情は以前よりも柔らかくなっているようだった。

　イチローは口を開くことができず、しばしの間、呆ぼう然ぜんと波が砕ける音を聞いた。単調なその音は、運命の歯車が軋きしむ音に似ていた。
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　夢ゆめ乃の響ひび希き――今年で十八歳になるアイドル。しかし天才的な歌唱力と音楽センスから、年齢不相応の存在感を芸能界で発揮。若くして大御所として扱われている。

　ただ歌って踊るだけではなく、作詞作曲もこなすなどその才能は多彩を極め、近ちか頃ごろでは大人気アニメで声優デビューまで果たした。

　ヤクザたちが大好きな天あま海み千ち早はやと同じ事務所で、二人は師弟に近い先輩後輩の間柄であるらしい。大ヒット曲『白いまな板』は昨年のレコード大賞にも選ばれた。彼女がテレビに映らない日は無い。ちなみに胸は薄い。

　ぼくたち毒マムシ学園の生徒たちとほとんど同じ年齢にして、すでに――日本の頂点に立っていると言える収入と名声を得ている少女だった。

　……その輝かしい経歴を裏付ける努力と才能はいかほどのものか。それを想像するだけで背筋が寒くなる。

　そういう人間が目の前にいた。

「……なるほど、地方巡業であっちこっちでシークレットライブをしてらっしゃる、と」

　同宿のよしみで自己紹介してきた夢乃響希さんに相あい槌づちをうつと、彼女は天使の笑顔でうなずいた。

　おいおい、ぼく、トップアイドルと会話しちゃってるよ。

　ちなみに他のヤクザたちはそんな勇気をもてず、ぼくと彼女を遠巻きに眺めている。

「東京でライブをやると、どうしても聴きたくても聴きに来られないファンがいらっしゃいますから！　私、自分の歌を聴きたいって思ってくれている人に出来る限り生の歌声を届けたいんです」

　まるで天使みたいな発言だ。

　だけど、どうしてかぼくは違和感を抱いた。響ひび希きさんの表情がかげった。

「……それにちょっとしたスランプ中で。東京から出たかったっていうのも……」

「響希、そういうことは」

　とっさに男――恐らくプロデューサーかマネージャーであろう男が響希さんの肩をつかんで言葉を制止した。響希さんは小さく舌打ちしてその手を払った。……天使の仮面の下から覗のぞいた素顔には、苛いら立だちの色が濃い。

　スランプに苦しんで、この最果ての地に流れ着いた、というのが正解であるようだ。

　こんなトップアイドルにでも、そういう生々しい苦しみがあるんだな……。

　なぜか胸がちくりと痛んだ。

　響希さんは気を取り直したように、今度はこちら側の事情をたずねた。

「みなさんはどうしてここに？　何だか学校の旅行みたいですけど？」

「とりあえず初日は林間学校です」

「は？　初日？」

「具体的にはハイキング」

　響希さんがちらりと窓の外に目をやった。超☆吹雪ふぶきである。大絶賛で吹ふ雪ぶいている。

「……ハイキングというより雪中行軍じゃ」

　響希さんのつぶやきは、しかし凛りんちゃんの声にかき消された。

「シンくん！　世間話はそれぐらいで……時間がおしてる！　みんな荷物を持ったままでいいからバスに戻って！」

　旅行は綿密なスケジュールで進行しているのだった。責任感あふれる組長の声が、ぼくたちの会話を中断させた。

　ヤクザたちが楽しげな歓声をあげた。

「わあーい！　ハイキングだあー！」

「早く行きやしょうぜ！」

「ハイキングイエーイ！」

「イエーイ！」

　凛ちゃんと生徒たちがいっせいにバスに戻っていく。ぼくは慌てて響希さんに頭を下げた。「それじゃあ、そういうわけで」

　何な故ぜかお菊きくだけがその場に立ち残った。……じっと、まるでにらむような目で、響希さんのことを見ている。

「お菊、ほら、行こう」ぼくは彼女の手をとって、バスに向かうように促した。



　毒マムシ学園の生徒を見送って、響希はぽつりとつぶやいた。

「何だか楽しそう……ついてっちゃおうかなぁ？　ねえプロデューサー？」

「おい……今のきみにそんなヒマは……」

　響ひび希きはのどの奥で「ぬぐぅ」とうめいた。

　右手で髪の毛をかきむしった。

「……わかってるわよ～。他のお膳ぜん立だては全部そろっていて、あとはこの私の作詞だけなんでしょ。でも、思いつかないんだから仕方ないじゃない。大丈夫、ここに滞在してる間にちゃんと考え付くから。……ついていきたいなんて冗談に決まってるじゃない。こんな吹雪ふぶきでハイキングなんて、バッカじゃないの」



　お菊きくはぼくに手を引かれるまま、無言でついてくる。

　ろうそくの火を吹き消したみたいに、その表情にいつもの明るさが無い。だけど瞳ひとみだけがぎらぎらとした光を放っている。

「……どうしたの？」

　彼女らしくもない様子に、ぼくは心配になって声をかける。

「あの女、見たことある」

「そりゃあ見たことぐらいあるでしょ、テレビで」

「テレビじゃない。……オーディションのとき」

「えっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あいつ、審査員席でボクのこと見てた。品定めするみたいな目で……」

　そしてお菊きくは暗い声でつぶやいた。

　彼女がこんな陰惨な声を出すのを、ぼくは初めて聞いた。

「あいつが、ボクを落としたんだ」



　　　＊



　イチローは番長からこれまでの経緯を聞いた。

　別にイチローからたずねたわけではなかった。番長自身が、誰だれかに話を聞いてもらいたかったのかもしれない。

　その表情や声こわ色いろに以前のような猛たけ々だけしさは無く、どこか大人びて落ち着いていた。

　学園が猛烈な勢いで変革している間に、この男も人知れず変革していたのだ……。

　……あの事件の後、敗北を感じた番長はひと気を避けるようにして北を目指したのだという。なぜ北かといえば、傷心した人間が南に行くのは格好がつかないからだ。やはり傷心には北国が似合う。

　そうして、この本州の袋小路にやってきた……。

「俺おれはどうしてもわからなかった。あの体育館に権ごん田だ原わら凛りん子こがやってきたとき、俺はみんなに彼女をつまみ出すように命令した。だけど、それに従う奴やつはひとりもいなかった。俺はあの瞬間すでに彼女に敗北していた。その後の殴り合いは、形だけのものだった。だけど俺には理由がわからなかった。王座から転がり落ちた自分が恥ずかしくて、ただひたすら逃げ出した」

　番長はひと気を避け、人里から距離をとり、そして山に入った。晩秋の山は寒く、厳しかった。それでもたくましく狩猟採集生活をしていたある日、番長は、冬眠前で気がたった熊くまに襲われたのだという。

『クマーッ！』

『うおおおおっ！』

　激しい攻防の末、番長は熊の眉み間けんに得意の右ストレートをキメて撃退した。

「……熊を、倒したんですか……？」

「大したことじゃない。空手やボクシングを志す人間なら誰もが経験することだ」

「……そんなわけねー……」

「俺はボクシングに絶望していた。あのジムの連中が俺を受け入れてくれなかったからって……だけど土壇場で俺を助けてくれたのは、ボクシングだった。ボクシングそのものは、最初から俺を裏切ったりはしていなかった……」

　だが番長は熊の爪つめによって傷を負い、その場で倒れてしまった。俺はこのまま死ぬのか……そう思ったとき、番長は、偶ぐう然ぜん通りがかった猟師に助けられたのだという。番長は山小屋に運ばれて、傷の手当てを受けた。

　最初、番長はその優しさを素直に受け入れられなかったのだという。

『どうして野垂れ死にがお似合いの俺おれなんかを助けた……俺なんぞ猟師らしく鍋なべにして食えばよかろうに……』

『その発想はなかった』

　番長のひねくれた反発に呆あきれながらも、猟師は朴ぼく訥とつで、優しかったのだという。

　猟師の親父おやじに傷の手当てをされ、高熱にうなされるのを猟師の娘に看病されるうちに、番長は〈優しさ〉を取り戻したのだという。それから番長は、その猟師の娘がいかに心優しく、そして美しかったかを、静かに、しかし熱く、原稿用紙百枚分ぐらい語ったが――イチローは思わずテキトウに聞き流したのでよく憶おぼえていない。

「そのときわかったんだ……人に暴力をふるえば暴力しか返ってこない。だけど優しさには、優しさが返ってくる。俺は猟師の親子に恩返しがしたくなったんだ。だけど俺には何もできることがなかった。俺の手には何も残っていなかった。どうしていいのかわからなかった。……権ごん田だ原わら凛りん子こがやろうとしていたことが、そのときわかったような気がした。人と人がもっと優しさで結び合えば、世の中はもっと良くなるって……」

「……」

　理想論に過ぎるとイチローは思った。素直に頷うなずけないのは、自分の人生が上う手まくいっていないからだろうか？

　しかし黙るイチローに、番長はさらに話を続けた。

　恩返しの仕方に番長が悩んでいると、彼が肌身離さずもっていたボクシンググローブに、猟師は気がついた。そして番長に津つ軽がるで唯一のボクシングジムを紹介したのだという。

　今はそのボクシングジムにやっかいになっているのだそうだ。

　あらゆるしがらみから解放された極寒の地で、見知らぬ人々に囲まれて、番長は再起を決意した。やり直して、一人前になって、やがて世界チャンピオンになって……猟師の親子やジムに恩返しができるような、〈人間〉になると……。

　少しばかり腕っ節の強い猿ではなく、他人と優しさを与え合える一人前の人間になると心に決めた。

「ちょうど来週、プロテストがあるんだ。こんな時期におまえと再会したのは何かの巡り合わせかもしれない。きっと俺は合格すると思う。今も……人を殴り殺してしまったときの感触を覚えている。顔面の骨が陥没する嫌な感触……何度も悪夢にうなされたんだ。だけど、今の自分がふるっている拳こぶしはあのときのものとは違う。今の俺の拳は暴力じゃないって確信ができる。だから……俺は、人間に戻れるよ」

　番長は憑つき物ものが落ちたような顔をしていた。そんな彼を、イチローはまぶしげに見つめた。そもそも彼がこんなに多弁になっているのを初めて見た。自分は四天王の中でも番長の側近として、もっともそばにいた人間なのに……。

「……あれから学園は変わったか？」

　声は出せなかった。イチローは頷うなずいて答えた。

「そうか、きっと良い変化なんだろうな」

　番長は笑った。やけに透明で、穏やかな笑顔だった。

　ドラえもんでいうところの『キレイなジャイアン』級の変わりようだ……。

　……もしも彼が自分の近くにいた頃ころにこんな笑顔を浮かべていたならば、自分はきっと彼から離れることができなくなっていただろう。

　それから――、

「おまえは、変わったか？」

　――番長はそう聞いた。

　……三年の自分は、もうすぐ卒業する。

　返事ができずにいると、イチローの背後、峠の麓ふもとからエンジンの音がした。

「おい、今のはおまえが乗ってきたバスの音じゃないか？　置いてかれるぞ！」

　慌てた番長が背中を押してくれた。この優しさは、いったいどうしたことだろう。

　イチローは返事をうやむやにしたまま、急いでバスに戻った。



    

  
    
      


　三章　初日・林間学校





　誰だれだよ真冬の青あお森もりでハイキングしようなんて言い出したのは……。

　ぼくはウンザリとそう思った。

　誰かっていえば、凛りんちゃんなんだけどさ……。

　青森だって冬の間ずっと吹ふ雪ぶいている秘境ではないので、せめて天気さえよければ無茶な企画ではなかったのだと思う。

　だけどこの日は吹雪いていたので、ハイキングは悲惨なものになった。

　顔面に打ち付ける雪のせいで目を開けるのも困難である。

　春だったらハイキングコースは鬱うつ蒼そうとした森や草原の道を進み、いくつかの湖や渓けい流りゆうを通過するものだったが、冬は何もかもが雪に埋もれてしまい、一面が銀世界だ。せっかくの風景もまったく代わり映えしなかった。おまけに吹雪ふぶきのせいで普通に歩くことさえおぼつかない。

　体力自慢のヤクザたちも次第にへばりはじめて、ハイキングというより、決死の雪中行軍みたいになってきた。

　ズボっと雪に足が埋うずまり、それを引き上げ、また前方の雪に足を埋める。その単純作業の繰り返しが、見る見るうちに体力を消耗させていく。

　誰だれしも口数が減り、吹雪ふぶきの世界に雪を踏みしめる足音だけが響く。

「秀ヒデ彦ヒコ……オレはもう駄だ目めだ……」

　不意にヤクザが言った。

「しっかりしろ、数カズ房フサ！　寝るな、寝たら死ぬぞ！　そうだ、こいつを食え！」

　今にも倒れそうなヤクザを支えながら、もう一人のヤクザが懐からチョコレートを差し出した。それを半分に割り、片方を差し出す。

「これは……おまえの最後のお菓子、ブラックサンダーじゃないか！　これを食べてしまったらおまえは……！」

「いいさ、みんなで生きて帰るんだ」

　ヤクザはキラーンと瞳ひとみを輝かせた。

「おまえって奴やつは……秀彦ーッ！」

「数房ーッ！」

　二人はキラキラと瞳に涙を輝かせて抱き合った。

　しかし、ぼくは見逃さなかった。

「こらっ、お菓子は三百円以内ってしおりに書いておいただろ！　おまえ、バスの中でブラックサンダーとロールちゃんをばくばく食ってたじゃないか！　没収だ！」

　ブラックサンダーとロールちゃんは二つ合わせてちょうど二百円だから計算しやすいのだ。

　ていうかロールちゃんみたいな生菓子を旅行に持ってきちゃ駄目じゃないか。

「そ、そんな!?　ちゃんと見ていたんですか！　ああっ！」

「鬼ーッ！　悪魔ーッ！」

　二人が泣きついてくるが、ぼくは心を鬼にして言った。

「諦あきらめろ……『悪法も法なり』って奴だ」

　世の中は理不尽だらけなのである。

「うわぁあああん！　先生が文学者だか哲学者だかみたいなことを言っていじめる！」

「偉そうなことを言うけど、〈そんな格好〉してるくせに！」

　ギクリとぼくは〈我が身〉が少しだけ恥ずかしくなる。

「し、仕方ないだろう!?　足が攣つっちゃったんだから!!」

「先生、あんまり暴れねーでくれよー……」

　ぼくは鈴すずの音ねにオンブしてもらっているのだった。

　あり余るインテリジェンスと引き換えに体力がからっきしなぼくに、この道のりは過酷すぎたのだ。ぼくの可愛かわいい足はすぐに悲鳴をあげてしまった。

　うわーん、先生のいけずーっ！とヤクザたちは走っていってしまった。

　なんだ、元気じゃないか。

　そんなぼくに、ベスが近寄ってきた。

　……ちなみに恐ろしいことにこの吹雪ふぶきの中でコイツはミニスカメイド服のままである。信念などと言っていた。バカなんじゃないだろうか。

「シンちゃんシンちゃん、オンブなら私がしてさしあげますってば」

「やだ！　おまえより鈴すずの音ねがいい！」

「……」鈴音が黙り込む。

　む、鈴音の顔がなんだか赤い。オンブをしてもらっているから、ぼくと鈴音の顔の距離は触れそうなぐらいに近かった。

　さては風雪が顔に直接当たってるせいだな。彼女は色白だから見るからに寒々そうに見えるぞ。凍傷になってしまうかもしれない。

「鈴音、何か顔が赤いよ？　寒いの？」

　ぼくはポケットから虎とらの子のカイロを出して、鈴音の顔に当ててあげた。

「ひゃっ!?　だ、大丈夫だよ！　……それより、じっとしてろ」

　消え入るような声で鈴音が言う。大丈夫かな？

　ベスは肩をすくめて去っていった。今度は江え碕ざきさんとお志し津づさんがやってきた。

　恐ろしいことに、お志津さんもくのいち装しよう束ぞくのままだ。この種の人々はコスチュームに命をかけなきゃいけない事情でもあるのだろうか？

　江碕さんとお志津さんが順々に言った。

「天才のこの私が近所に生えてた草を使って科学的に調合した薬を飲めば不自然なぐらいに元気になれますよ」

「いえ、私のこの伊い賀が秘伝の丸薬を飲めば不自然なテンションで三日三晩走り続けられますよ」

「やだ！　おまえらなんだか不気味だからやだ！　鈴音の背中じゃなきゃやだい！」

「先生、暴れねーでくれ……」

　鈴音が人格的にもパワーや持久力的にも、もっとも信頼性があるのだ。凛りんちゃんだと潰つぶれちゃいそうで心もとないし、流りゆう一いち……人格的にムリ。イチロー……何だか頼みづらい。

　それにしても鈴音の背中って奴やつはどうしてこんなに頼りがいがあるのだろう。惚ほれ惚ぼれしてしまう。百ゆ合り地じ獄ごく団の気持ちが少しわかるな。

　ふふふ、さすがぼくの担当だ。でもこの恩返しはいつかしなくちゃな……。

　いきなり流一がぼくたちの方に走ってきた。

　銀色のスーツは雪景色で見ると保護色みたいで、身体からだが背景に溶け込んで見える。

　つまり生首がこちらに飛んでくるみたいでえらく不気味だった。

　そんな流りゆう一いちがわざとらしく足をおさえて、叫んだ。

「うおおおおーっと!?　足が攣つってしまったァー!?　これは負ぶってもらう必要があるッ！　くのいち……具体的にはくのいちの背中が今必要とされているッ！　負ぶさりたァーいッ!!」

　今こっちに走って来てたよね？

　しかもくのいちに限定する理由がまったく謎なぞだよね？

「ち、近寄るな！　伊い賀が忍法リバイアサン！」

　お志し津づさんは顔を赤らめて叫んだ。彼女は流一が苦手（？）であるらしい。

　そして二十一世紀の伊賀忍者は水すい遁とんの術をリバイアサンと呼ぶようだ。

　彼女は懐から水筒を取り出すと、中身の水を流一にぶっかけた。

　……しょぼい。忍法リバイアサン超しょぼい……。

「グワァーっ！　顔が凍るーッ!!」

　しかし水をかけられた流一は、顔をおさえてもがき苦しんだ。

　……つえー。忍法リバイアサン超つえー……。

　ぼくは流一にカイロを手渡してやる。ひーひー言いながら流一はそれを顔に当てた。

　ひときわ強い風が吹いて、鈴すずの音ねの髪の毛がさらさらとぼくの顔にかかった。

　……おや？

「鈴音の髪の毛、良い匂においがするな。前からこんなだったっけ？」

　何だか妙に胸をくすぐる匂いだ。だけど香水とはちょっと違う気がする。もうちょっと女の子って感じな匂いだ。

　ぼくは確かめるように、鈴音の後頭部、髪の中に顔を埋うずめてクンカクンカとした。

　それが完全にセクハラ的行為であるのに気づいたのは、その一瞬後だった。

　でもまぁ、ぼくと鈴音の仲だったら何も問題ないよね……？

「う……うわあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　とつぜん鈴音が叫んだ。赤かった顔がさらに赤い。

「と……とつぜん何すんだああああああっ!?」

　顔を真まっ赤かにして、暴走機関車のように走り出した。

「ご、ごめん、そんなに嫌がるとは思わなかった！」

　くすぐったかったのかな。ちょっと汗の匂いもしたけど。

　今にも振り落とされそうになって、ぼくは懸命に鈴音にしがみついた。

「べ、別に嫌ってわけじゃねーけど……そ、そんなにしがみつくなあああああ！」

「えええ!?　落ちちゃうよ!?　だったら止まってよーっ！」

　ずんずんずんずん、鈴音は止まらない。すごいパワーだ。まるでロデオだよ！

　彼女はあっという間に先頭集団を追い抜いてしまった。

　先頭でみんなを導いていた凛りんちゃんが、ぼくたちの爆走に目を丸くしていた。

「むー……」



　昼食は飯はん盒ごう炊すい爨さんである。学園行事で山に来たなら飯盒炊爨でカレーを食べる。たぶんこれは常識のはずだ。たとえ冬山であったとしてもだ。

　ご飯を作って食べる。そんな当たり前で簡単なことを、ひとたび文明から切り離されて自分の力でやらなければならなくなったとき、それがどんなに困難か。自分という人間は、自然の中でいかにちっぽけか――若者たちは飯盒炊爨からそんな人生の摂理を学ぶのである。たぶん。

　ぼくたちはまず、力を合わせて雪原にカマクラをつくった。

　雪の中でハイキングなんてとウンザリしていたが、これはなかなか心が躍る趣向だ。なにしろカマクラ作りなんて初めての経験である。

　カマクラ作りは大変だけどけっこう楽しく、雪原にいくつものカマクラが並んだ。

　カマクラを作ると、次にそのすぐ脇わきでカマドを作り、そこにマキをくべて火おこしをした。この際、専用のアウトドア器具は使わない。そんな予算は無かった。湿り気の少ない木を探し出してそれを使うのだが、大変に手間がかかった。

　だけど凛ちゃんはこう号令した。

「いいか、火のおこし方を憶おぼえておけばホームレスになっても安心だからな！」

　その号令に生徒たちはやる気を燃やした。……嫌なモチベーションだった。

　無数のグループに分かれて、生徒たちは飯盒という簡易な炊飯器でのご飯づくりを学ぶ。どいつもこいつも日ひ頃ごろから料理もしたことがないという奴やつが多い。

「先生！　できやした!!」

　やがてぼくの元に、わざわざ成功報告しにヤクザが来た。

　ふふふ、微笑ほほえましい奴だ。

「できやした……フランスパンが!!」

「外はカリカリ、中はフワフワじゃないか!?」

　あの材料と設備でどうしてフランスパンが!?

　見るとそのヤクザは〈極道コース〉で料理の勉強をしている〈料理科〉の生徒だった。

　すごく褒めてもらいたそうな顔をしている。……しかしぼくの胸には対抗意識が燃え上がった。

「ふんっ、このぼくが本物のパン作りというものを教えてやるっ！」

「えええ、褒めてくれねえんですか!?」

「見せてやる……至高のパンというものをな!!」

　ぼくは美食倶く楽ら部ぶの主あるじみたいな声で言った。

　ぼくは持参したコック帽をかぶって気分を高めてから調理にはいる。

　くっ……パンを作るには致命的に材料が不足している。設備も色々とおかしい。あいつどうやってフランスパンなんて作ったんだ……!?

　材料は……米……米しかない……そうだ、米粉パンだ！

　米百％のパンは従来不可能とされていたが、ぼくはプラスチック発泡成形の考え方を応用してそれを可能にした。細かいことは気にしないで欲しい。

「だがこれだけじゃフランスパンのインパクトには劣る……そうだ！」

　ぼくはポケットからチョコレートを取り出した。

「せ、先生、それはオレから没収したブラックサンダーじゃ!?」

　どこからともなくヤクザがやってきた。

「うるさい、没収したものはぼくのものだ！」

「権力って最低だ！」

　世の中は理不尽だらけなのである。

　ぼくはブラックサンダーと米粉を駆使し……チョココロネを焼き上げた！

「こいつでどうだ!!」

　ヤクザたちは「おおっ」と歓声をあげた。

「どうでしょうか、審査員の鈴すずの音ね姐ねえさん」

　ヤクザの一人がたずねた。

「えっ、あたしが審査員なのかよ。えっとあたしは……どっちもこの設備じゃ不可能だと思うし……正直得体が知れないから食べたくねーんだけど……」

　まったく鈴音はマジメだなぁ。

　勝負の後で、ぼくたちは和気あいあいと笑い声をあげた。

「シンくん……飯はん盒ごう炊すい爨さんのおかずはカレーだから、勝手にパン作られると困るんだけど」

　怒気をはらんだ声に振り向くと、凛りんちゃんがいた。

　彼女は責任者の立場からぷんぷん怒っていた。

　いや、この怒りはそれだけじゃない……？

「シンくんはそれにカレーをかけて食べるのっ!?」

「……食べるとも」

　素直にゴメンが言えないぼくだった。



　ハイキングを終えるとバスでホテルに戻り、生徒たちを風ふ呂ろに入らせて、その間にぼくたち幹部会はその日の反省会を開いた。

「シンくん、ハシャギすぎ」

　怒られた。
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　ぼくたちは反省会が終わってから、風ふ呂ろに入ることになった。

　他の生徒たちは反省会の間に済ませている。

　ちなみに流りゆう一いちとイチローは、「反省なんて後ろ向きなことはしない、明日って今さ！」という感じで反省会に参加せず、生徒たちといっしょに風呂に入ってしまっていた。

　よって、男風呂はぼく一人である。

　露天の大浴場を独り占め、である。

　ぶっちゃけ、優雅というよりも寂しい。学校旅行の風呂で独りなんて……。

　服を脱いだぼくは公衆浴場ではいつもそうするように腰にタオルを巻きつけた。

　それから、

「やめろよー、タオル脱がそうとするなよー」

　とひとしきり身もだえしてみた（エア友達とじゃれるの図）。

「……アホかぼくは」

　巻きつけたタオルをひっぺがえして、つぶやいた。虚むなしかった。

　見る者などどうせいないのでタオルを巻くのをやめ、男らしい姿で脱衣場を後にする。

「……おおっ」思わず声がもれ出た。

　露天風呂は、雪の降り積もる岩風呂である。屋外なので寒いが、温泉からは白い湯気がほかほかと立っている。温泉独特の匂においが鼻をくすぐった。嫌な匂いではない。

　なかなか風ふ情ぜいのあるすごい風呂じゃないか、と、誰だれかに言いたかったが言う相手がいなかった。ぼくは股またにタオルをスパーン！とやって、とりあえず身体からだを洗うことにした。

　しばらく間が開いて、女湯の方からキャイキャイと声がした。

　男湯と女湯は、竹を組んだ垣根で隔てられている。

　女の子たちは、凛りんちゃん、鈴すずの音ね、お菊きく、江え碕ざきさん、ベス、鉄てつ子こさん、お志し津づさんといったメンツで風呂に入っているはずだ。

　垣根越しに女の子のはしゃぐ声が聞こえてくる。

　……別に寂しくなんて無いぞ。ぼくは寂しくなんて無い……。



「おおっ、なかなか風情のあるすごい風呂じゃねーか！」

　鈴音は浴場に入るなり、意識して浮かれたような声を出した。

　凛りん子こに元気がないからだ。凛子だけではない、いつもだったら誰よりもはしゃぎそうなお菊もどこか表情が暗い。

　彼女たちのような中心的な人物が暗いと、旅行全体が暗くなってしまいかねない。鈴すずの音ねはそんな風に気を揉もんでいた。

　鈴音は、凛りん子こが気を落としている理由は何となく想像できた。……もっと真しん太た郎ろうと凛子がいっしょにいられる機会を作ってあげないといけない。凛子のためにそう思った。忙しい彼女を、何とかフォローしてあげないと。

　何だか胸にしこりのような、納得いかないような、妙な気持ちもあるけれど……旅行自体を盛り上げるためにそうしないといけない。鈴音はそう思った。

　しかし、お菊きくが暗いのはどうしてだろう……？

「うっひょーい！　岩！　岩いわ風ぶ呂ろですよ私初めてですよー！」

　レオナは一声叫んで脱衣所からダッシュで浴場に入り、岩の上に身を投げ打ってゴロゴロと転がった。「痛い！　岩すげえ痛いッス！　岩風呂すげーっ！」

　……レオナも鈴音と同様に、落ち込んでいる空気を明るくしようと考えていた。

　同時に垣根の向こうの真太郎が寂しくしていることも予想して、こっちは盛り上がってるゾという風を演出しようとしていた。嫌がらせの一環である。

　ただしそのためにやったことは売れない芸人みたいだった。

　――一方で凛子はしょんぼりしていた。表に出さないようにニコニコ笑顔を装っていたが、自然と口数が少なくなる。

　鈴音がらしく無いはしゃぎ方をしているのを見て、気を使われてしまっているかもしれないと勘付くと、自分が情けなくって、内心でさらに気を落とした。

　自分は組長としての責務を全うしている。この旅行でも、今のところこれといった問題は起こっていない。

　……シンくんといっしょにいる時間がほとんど無いのも、予定通りのことだ。

　気を落とすような要素は何も無い……。

　シンくんとの胸キュンで不可抗力なアクシデントが起こらないかと期待していたけれど、それはやっぱり無茶だった。

　そんなものが都合よく起これば誰だれだって片思いに悩んだりはしない。

　それは仕方ないことなのだ……。

「どうした？　なんか元気が無いが？」

　鉄てつ子こがそう声をかけてきた。

「そ、そんなことねえよ、元気……だ、ぜ……」

　振り向いた凛子は、何気なく鉄子の裸を見てギョっとした。

「げ、元気……なんじゃこりゃあ……なんじゃこりゃあ……」

　思わず変な声が出た。

　上体をやや屈かがませて、凛子の表情を覗のぞき込こむ鉄子の、顔の下の方でメロンが二つ揺れていたのである。この重量感はどうだ。美食倶く楽ら部ぶも思わず唸うなるに違いない。

　ハッとして、凛りん子こは鈴すずの音ねの方を見た。彼女はさっそく身体からだを洗い始めているが、その身体つきは鉄てつ子こほどでないにしても豊かである。かといって余分な肉づきはない。ポンキュッポンとメリハリがついている。

　えっちな身体つきだ……同性にもかかわらず凛子は息を呑のんだ。

　凛子は自分の胸を見下ろしてみる。

　並乳である。

「……どうしたんだ？」

　鉄子が首を傾かしげる。メロンがぷるるんと揺れる。凛子は思わず自分の身体に隠すようにタオルを押し当てた。

　鉄子は不思議そうにしたまま、シャワーの方に歩いていった。後ろ姿まで良い尻しりをしている。「ううう……」と凛子は唸った。

「あ、そうだ、鈴音。シャンプー貸してくれ」

「ダ、ダメだっ！　そのシャンプーはダメだ！」

「……ん？　これ、巷ちまたで話題になってるすごい高いシャンプーじゃないか。どうしてこんなの使ってるんだ？」

　鉄子と鈴音がキャイキャイ何かを話している。その仲のいい後ろ姿を、凛子は悩ましく見つめる。

　シンくんもやっぱりああいうのが好きなのだろうか……。

「乳など飾りですよ。偉い人にはそれがわからんのです」

　声に振り向くと、今度はベスがいた。自分の裸体を誇るかのように、タオルで隠そうともしない彼女の体つきは、まさしくスレンダーだ。

「……乳なんて飾り？」

「今は空前の貧乳ブームです。貧乳は品がよろしい。その慎つつましやかな美しさは日本人の美意識にもっともマッチします。見て御覧なさい、今や業界はどこを見回しても貧乳だらけ、ぺったんこだらけです！」

　業界とは、どこの業界を指しているのだろう……。だが凛子は説得力を感じた。

　ベスと真しん太た郎ろうも仲が良い。真太郎は口では否定するものの、彼は子供っぽいところもあるから、たぶん素直になれてないだけではないか。

　その仲の秘密に貧乳がある……？

　それにベスの身体つきは単に貧乳というだけではなくて、きゅっと引き締まってカッコイイ。身長こそ高くないもののモデル系の鍛えられたスレンダーさだ。

　お志し津づも忍者だけあって似たようなタイプだ。

「……ベスさん、その身体の秘ひ訣けつはなんですか？　普段のトレーニングとか……」

「毎朝ランニングを６５５３６キロ、腕立て伏せを６５５３６回、腹筋を……」

「それ数字バグってません!?」

　凛りん子こはふと思い出した。そういえば――今朝見かけたトップアイドル。彼女の胸もまっ平らだった！　それが時代の要請なのか！

　凛子は自分の胸を見下ろしてみる。

　ものすごく並乳である。

　レオナに目線を向けた。まっ平らだ。幼さからくる柔らかなおもむきがある。

「わ、私は貧乳とちゃいますよ！　これから成長するんですから!!」

「そういえばレオナちゃんって何歳？」

「じゅうさんさい」

　うーん、と凛子は頭を悩ませた。彼女も真しん太た郎ろうとは仲が良い。

　かたわらで、ベスが笑う。

「貧乳だけでなくて、人体改造かってぐらいの巨乳も根強いニーズがありますね。あとはロリも。要は極端なのが大事。デフォルメ的な強調が個性になります。業界では半端が一番いけません」

　ベスがしたり顔で言うと、凛子は「うっ」と息をつまらせた。まさに自分がそうではないか。

　そういえばお菊きくはどうだろうと思い、凛子は彼女を探して視線をめぐらせた。

　お菊は、男湯と女湯を隔てる垣根の前にいた。

「……どうしたの？」

「これの向こうに、シンタローいるんだよね」

「うん、それがどうしたの？」

「……登る！」

「えええ!?」

　ずっと元気が無いと思ったら、とんでもないことを言い出した。そして言葉どおりに、彼女は竹の垣根に器用に指や足をひっかけて登っていく。

「す、すごい……」

　凛子は素っ裸で垣根を登るお菊の姿に感動を抱いた。

　彼女のアプローチの大胆さに比べて、勇気の無さを並乳のせいにしてぐじぐじしている自分のなんと情けないことだろう。

　忙しくて彼といっしょにいる時間は、たしかに少ない。だけどお菊のような大胆さがあれば、その少ない時間で何かを成し遂げられるはずではないか。

　凛子は自分から行動することを諦あきらめて、都合のいいアクシデントを期待していた自分を恥じた。

　そして自分を奮い立たせた。

　制限された少ない自由でも、できることはきっとある。たとえば……そう……もう仕事が何も無い夜。彼の部屋に侵入してみるとか！

　お菊きくの大胆さを見習って、自分も夜よ這ばいにチャレンジしてみよう！

「おい、ゴン……あれ放ほうっておいていいのか……？」

　鈴すずの音ねの呆あきれた声に、凛りん子こは我に返った。

「覗のぞきイベントは旅行の定番ですね！　ラノベやギャルゲー的に！」

　ベスまでお菊に続いて垣根を登り出していた。

　定番は定番だけど、普通は逆だろうと凛子は内心でツッコんだ。

「みなさんなってないですよ！　こういうのを登るときはもっと……こうですよ！」

　お志し津づは鉤かぎ縄なわをぐるんぐるん振り回してから垣根の上に引っ掛け、忍者ならではのスピードでよじ登り出した。別に男湯に興味があるわけではなさそうだが、忍者として対抗意識が芽生えたようだった。

「すげー壮観ですね……ほぅ」

　江え碕ざきさんがそれを下から見上げてため息をつく。たしかにすごい。何しろみんな素っ裸なのだ。マニアックすぎて誰だれが買うのかよくわからないアダルトビデオみたいだ。

「ちょ……ちょっとみんな！　そんなことしたら垣根が壊れる！　そ、それにシンくんを覗のぞくなんて、しちゃだめーっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　凛りん子こが叫んだちょうどその瞬間、風が吹いた。お菊きくやベスたちが風に揺られて悲鳴をあげる。そして垣根が「みしみしっ」と破滅の響きをあげた。

「あ……危ない!!」

　凛子は大慌てで垣根へと駆け出した。

　が、足元に転がっていた石せつ鹸けんを踏んづけてコケた。

　並大抵のコケ方ではなかった。焦っていただけあってそれは盛大だった。

　ちょうど凛子が足を踏み出したそこに石鹸があり、凛子の足がヌルっと思いっきり後方にスベる。それによって全身が前方向に跳ね飛ぶ――垣根に向かって。

　格闘ゲームに出てくるものすごい相撲取りみたいに飛んでいった。

「にゃあああああ!?」

　みしみしと揺れる垣根に向かって、凛子は人間ミサイルと化したのである。

　凛子の脳天が直撃して、垣根がへし折れた。



「……何騒いでるんだ？」

　ぼくは湯船につかりながら垣根の向こうの会話に耳をそばだてる。巨乳……とか貧乳……とか聞き捨てならない単語がかすかに聞こえてくる。

　いったい何の話をしているのだろう。もしかしたら巨乳と貧乳の集団に並乳の凛りんちゃんがイジメられているのかもしれない。……許せないな！

　ぼくは湯船から立ち上がり、垣根の方に歩み寄った。

　垣根に耳を寄せようとした瞬間――、

「にゃあああああ!?」

　奇声とともに、垣根が真ん中からへし折れた。

　垣根をへし折って飛んできた、ミサイルのような何かがぼくの腹を打った。

「げふっ！」

　ぼくは吹っ飛びつつ尻しり餅もちをつく。

〈ぼくの腹に飛び込んできた何か〉も勢いを失って自然落下、尻餅をつくぼくの下半身あたりに落下した。下半身というか、両足の付け根にスポッと収まる感じだ。

「いたた……何だコレ？」

　エドモンド本ほん田だか？　いやこれは……。

　凛ちゃんだった。

「……」

　ふむ……唐突な状況だが冷静に分析してみよう。

　凛ちゃんが、ぼくの股こ間かんに顔面を埋うずめている。

　両者の間にタオルのような遮しや断だん物ぶつは無い。生である。

「……」

　何が何だかわからない……。

　というか、理解したくない……。この現実に直面したくない……。

　凛りんちゃんから目を背けるように顔をあげた。裸の女の子たちが遠巻きにいた。

　……湯気の向こうに、うっすらとみんなの身体からだのラインが浮かぶ。

　ちなみにぼくの大切な部分はみんなには見えていないはずだ。

　なぜなら凛ちゃんの顔面が隠しているからだ。

　やったね！

　そんなわけあるか……。

「……うう……何だコレ……顔に、口元に……ふにゃふにゃしてやんわりして、だけどコリコリしてて……象さん……ぱおーん」

　凛ちゃんがゆっくりと顔をあげて〈それ〉を見た。

「ひにゃああああああああああああ!?」

　眼球をぐるりと回して、白目を剥むいて気絶した。

　うわぁ……このリアクション……。

　どうしていいのかわからなくなって、混乱の極地に致ったぼくは、助けを求めるように女の子たちを見回した。鈴すずの音ねが悲鳴をあげて身体を隠した。

　え!?　ああ……うん、当然のリアクションだよね？　慌てて目を背けた。

　でも何かおかしくない!?

　次の瞬間、誰だれが投げたのか、手て桶おけが飛んで来てぼくの頭にスカーンと当たった。

　頭に血が上っていたぼくは、その衝撃で意識を失った。
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　……現実の世界で、何かひどく悲しいことがあった気がする……。

　だからぼくは夢から目覚めたくなかった。だけどユサユサと振動がぼくの意識を現実へと引き戻そうとしている。

　それにひどく寒かった。まるで屋外で全裸で寝ているみたいな……。

　――抵抗むなしく、ぼくの意識は覚かく醒せいした。

　白いジャージ姿の鈴音が心配そうにぼくの顔を覗のぞき込こんでいた。女の子のジャージ姿というのは、何となく身体つきを強調して、野暮ったさと同時に独特の色っぽさがある。

　そんな格好の彼女が、ぼくの上半身を抱くようにして揺さぶっていた。

「やっと起きたか……」

「……鈴すずの音ね……うーん、そのジャージは寝巻きかい？」

「いいから、身体からだを拭ふけ。いや、お湯に入った方がいーよ」

　うん？　とぼくは違和感を覚えて自分の姿を見た。ぼくは仰あお向むきに寝ているようだった。顔をぐいと持ち上げて全身を見下ろす。

　体にバスタオルをかけられただけの全裸だった。その上に雪が降り積もっている。

　ここは露天浴場だ。寒いわけだ。

　鈴音がちょっと赤い顔をして目を逸そらしているのも道理である。

　……いや、なんでぼくは浴場で全裸で寝ているんだ……。

　何か悲しい出来事があったような気がするけれど、思い出せない。思い出すことを深層心理が絶対拒否している感じがする。

「と、とにかく風ふ呂ろに入ってあったまれ！　あ、あたしは出て行くからな！」

　鈴音はダッシュで浴場を出て行った。

　ぼくは大慌てでタオルをひっぺがえして、湯船につかった。





　女子たちは入浴後、部屋で〈第一回女の子会議〉を開いた。

　風呂にいっしょに入った連中が、全員勢ぞろいしている。

「……気絶したシンタローを放置してみんなで逃げたのは良くなかったよ。鈴音が先陣きって逃げ出すから、みんな釣られて逃げ出したんだから」

　お菊きくが責任を押し付けるように言うと、鈴音はしゅんとうな垂れた。錯乱して手て桶おけを投げたのも鈴音だった。

　両者の間を鉄てつ子こが「まぁまぁ」と仲裁した。

「あのまま放置してたら死にかねなかった真しん太た郎ろうを連れ戻しにいかないとって気づいたのも鈴音だから、まぁプラスマイナスゼロみたいなもんだろう。責任の押し付け合いはよそうじゃないか」

　鉄子は青い顔でハッハッハと笑った。教師である彼女も真太郎を放置して逃げ出した手前、責任の押し付け合いになる流れはヤバイのだった。

「……ゴン、そろそろ元気だせよ」

　凛りん子こは部屋の隅すみでうつ伏せに倒れていた。時おり「象さん……象さんぱおーん」と呟つぶやく。

「象さんぐらいでヘコむなんて、フフフ……凛りんちゃんは子供がどうやって出来るかご存知ないのですか？」

　レオナが意地悪く笑うと、凛子は「コウノトリ！　コウノトリ！」と首を振って連呼した。

「あたしが読んでた少女漫画にはあんなグロいのついてなかった！　ひーん！」

　そんなにグロかったのか……と内心で恐怖しつつ、鈴すずの音ねがよしよしと凛りん子こを慰なぐさめる。

　凛子の脳裏に、〈夜よ這ばい〉という密ひそかにたてた計画がよぎる。しかし今やそれを思うと、同時にあの生々しい象さんがフラッシュバックするのだった。

　ムリだった。耐えられそうも無かった。かくして計画は早くも頓とん挫ざした。

　まわりまわって、けっきょく挫ざ折せつ。

「もう、これからシンくんとどんな顔して会えばいいのかわかんねえよう……」

　そのつぶやきを聞いて、お菊きくが考え深げな顔をする。

「それよりそろそろ夕食の時間だから、生徒たちに指示を出さねーと」

　鈴音にそう促されて、そうだ、組長としての責務を果たさなければ……と、凛子は気丈に立ち上がった。満まん身しん創そう痍いの兵士みたいに、フラフラと部屋を出て行った。



　　　＊



　気絶から目覚めてからというもの妙に寒気がするので、ぼくは身体からだを芯しんから温めるために長なが風ぶ呂ろをすると、上がったころに夕食となった。

　旅行の醍だい醐ご味みといえばご飯である。その土地ならではの郷土料理や名物料理、特産物……これらにこそ旅情は宿るというものだ。

　観光などしょせん、昼ご飯と晩ご飯の間のおまけみたいなものである。

　青あお森もりに来るのは初めての経験だ。さて、はたしてどんな美味珍味がぼくを待ち受けているだろう……。もちろんエリートであるぼくに好き嫌いは無い。

　さあ、どんな料理でもドンと来い。そんな気持ちで大広間のドアを開けた。

「先生！　すげえ、すげえ料理ですよ！」

　ドアを開けた瞬間、わっとヤクザたちが押し寄せて、ぼくに告げた。

　ふふふ、微笑ほほえましい奴やつらだ。

　だけどそんなに群がられると、料理がよく見えないぞ。

「すげえ豪華な……中華料理ですよ！」

　――ぼくはズゴーッとした。

　テーブルには中華の大皿料理が山と並べられていたのである。北京ぺきんダックにでもするのだろう、巨大な鳥の丸焼きみたいなのもある。

　昼は飯はん盒ごう炊すい爨さんでフランスパンで、夜になったら中華料理だなんて！　こんなことが許されるはずがない！

　大慌てでぼくはホテルマンの姿を探し求め、彼を呼び止めた。

「何か用アルか!?」

　昼間はゾンビみたいだったホテルマンが、今はキョンシーになっていた。

「どうして青あお森もりなのに中華料理なんですか！　郷土料理とかは!?」

　ぼくこと五十嵐いがらし真しん太た郎ろうは、そういうご当地的なものにこだわる男だった。

　ホテルマンは両手を前に掲げてぴょんぴょんと縦に飛び跳ねつつ応えた。

「……そんなこと言われても青森たいした料理ないアル」

「ちょ、あなたなんてこと言いやがる！　問題発言ですよ!?　……あのね、無いってことは無いでしょう。青森だって伝統ある土地ですよ。長い月日が生んだ名物料理ってものが何かしらあるでしょう」

　ぼくは青森の名誉のために念を押してたずねる。

　ホテルマンは首を傾かしげて、考え込んだ。

「うーん、ないある」

「あるのか無いのかハッキリしろ！」

　ここぞとばかりに表記をひらがなにしやがって！

　青森にだってちゃんと美お味いしい料理はあるはずだぞ。

　ぼくが知ってる限りでも、じゃっぱ汁とか……けの汁とか……せんべい汁とか……いちご汁とか……汁ばっかだなぁ。

「それじゃあ今からワタシがオリジナル青森料理を作るから、それでガマンするアル。近所の山で捕まえたイノシシをワタシの中華の技で北京ぺきんダック風にして……津つ軽がるピッグ！　……あ、でも今イノシシ肉は在庫切れアルね。てへっ、トエプチー！☆」

　すごくイライラさせられた。

「コレでもやるからガマンして欲しいアル。さあ座った座った」

　ポンとリンゴを手渡されて、ぼくは席の方に押しやられた。くそ、しょうがないな。

　……せっかくだから、凛りんちゃんといっしょに食べよう。

　食事中ぐらいは組長としての仕事も無いはずだ。

　彼女といっしょにいられるチャンスは、今しかない！

　今日一日、ほとんど彼女といっしょにいられなくて、ぼくの中の凛ちゃんゲージはもう危険域まで低下しきっている。このまま底をついてしまったら、ぼくは大変なことになってしまう。未み曾ぞ有うの危機だ……。

　ぼくは凛ちゃんの姿を探し求めた――一瞬で見つけた。ぼくというエリートは凛ちゃんを探すことに関してはグーグルもビックリのサーチ力を誇るのだ。

　凛ちゃんと目があった。すると、どういうことだろう。凛ちゃんは何気ない素振りで目を逸そらして、ぼくから遠ざかった。

　どうしたのだろう？　今は組長としての仕事をしていないようだけど。……ぼくは凛ちゃんを追う。凛ちゃんはさりげなくぼくから逃げる。ぼくは追った。凛ちゃんはさりげなくぼくから逃げた。ぼくはダッシュで追った。凛ちゃんはさりげなくダッシュで逃げた。

　ぐるりと大広間を三周ぐらいした。ちっともさりげなくなかった。彼女は明確にはっきりとぼくを避けている。それとも……バターにでもなりたいのだろうか。

「シンタロー！」

　回転運動の途中で、ぼくはお菊きくからキレの良いタックルを受けて倒された。……そしてぼくは右手にお菊、左手に鈴すずの音ねという陣営で晩ご飯を食べることになった。



　テーブルにはすでにいくつもの大皿料理が湯気をたてていたが、その前に前菜らしきものがそれぞれ生徒の前に運ばれた。フタつきの丸っぽい陶器だった。

　見慣れない中華料理を、キョンシー状態のホテルマンが恭しく解説した。

「こちらは仏跳牆フアツチユーチヨン、英語で言うとブッダ・ジャンプス・オーバー・ウォール。坊ぼうさんもガマンできないというほどの意味アル。美お味いしんぼにも究極のスープとして紹介されました。それはどうでもよろし。本当は超高級料理ですが、材料と手間次第ではそこそこのお値段で作れます。当ホテルでお客様に必ずお出しすると決めている料理アルね。まずはフタをお開けください」

　生徒たちがいっせいにフタを開けると、湯気とともに変わった匂においが立ちこめた。

　ちょっと嗅かぎなれない匂いだ――たぶん中華の干物なんかも材料にしているのだろう。

「仏跳牆は作り手によって決まった形を持たない料理で、ぶっちゃけ高級素材のごった煮であることが多いのですが、ワタシの作る仏跳牆はご覧の通り透明で澄んでいます。半日以上の手間と時間をかけて、優しく調理するからです。無数の材料を煮ています。酸っぱいものも甘いものもいっしょくたに。人生に似ていますね。それでは、どうぞ召し上がってくださいアル」

　鼻から入って直接胃袋をくすぐるような芳香に食欲をかきたてられて、焦るような手つきでスープをすくった。

　一口目を味わうと、ぼくは全身の動きを止めた。ぼくだけではない――飢えているはずの生徒たちは、しかし誰だれもがすぐに二口目を味わうことを躊躇ためらった。後味に酔いしれるように、目前のスープの量が減ってしまうことを恐れるように、人々はスプーンを止めた。

　その反応を想定していたように、ホテルマンは言葉を続けた。

「このホテルとその裏の峠はぶっちゃけ自殺の名所ですが、ワタシたちはそれを止めません。ただひとつだけ、願いを込めます。あなたが死ぬその瞬間、自分の人生を振り返ったとき、あなたの人生にこの仏跳牆のような味わいが感じられますようにと。そうでない人には、ワタシたちのもてなしでそうあるための活力を与えられますようにと。これまで多くのお客様に振舞ってまいりました。皆様方のような若い学生様にも、スランプ中の歌手様にもね。この味はワタクシどもの誇りアル」

　ちらりとあらぬ方向を向いたホテルマンの視線を追うと、大広間の隅すみに、何な故ぜか響ひび希きさんとプロデューサーみたいな男も同席していた。ホテルマンの言葉を受けて、彼女は気まずげに顔を背けた。……スランプ中、か。

「どうですか？　優しい味でしょう」

　ホテルマンの言葉に促されるように、人々は二口目を味わいだした。

「美お味いしい……」

　隣からの声に振り向くと、お菊きくは泣きながらスープを飲んでいた。

「何も泣くことないじゃない」

「だって……だってボク、こんな美味しいもの、食べさせてもらったこと無かった……」

　お菊と会話しながらも、ぼくは時折チラリと凛りんちゃんの様子をうかがった。すると彼女と目が合う――彼女もぼくを気にしている――のだけど、慌てたような素振りでそっぽを向かれてしまう。

　生徒たちは二口目を味わうと、ガマンが決壊したように猛烈な勢いでむさぼり食った。さほど量のないスープはあっという間にカラッポになった。

　すると、いっせいにグーっという腹の音が響いた。

「な、何な故ぜだ!?　スープを飲んだのにかえって腹が減った!?」

「壊れた!?　俺おれの身体からだは壊れちまったのか!?　おかーさーんっ！」

　ヤクザたちは混乱の声をあげた。

「この仏跳牆フアツチユーチヨンには漢方の材料もたくさん入っています。飲むと身体が元気になって、かえって食欲が湧わくのです。なんたって中華は医食同源、料理は娯楽である以上に生きる力の源アルね。そういうわけで前菜は終了、それでは料理は他にも山と用意しております。せがれが世話になってる学校ということなので出血大サービス、満まん漢かん全ぜん席せきを用意させていただきました！　これからはワタシのクソ長い口上など抜きにしてどうぞお楽しみください！」

　やたらと演出上手なホテルマンの挨あい拶さつを受けて、生徒たちは大歓声をあげた。宴の始まりだった。

　妙なホテルマンだと思ったら、そうか、誰だれか生徒の父親だったのか。

　そう思うと、過剰な演出やサービスが嬉うれしい。

　料理はどれも美味しく、豪華でありながら同時に優しかった。まるで優しい両親が子供の祝い事のために作る料理のようだった。

　そういう気持ちを、赤の他人への料理にも込められるような人間こそ、真の料理人なのかもしれない。

　しかし料理は美味しかったけれど、凛ちゃんの様子が気になった。



    

  
    
      


　四章　二日目・スキー教室





　ぼくはいつもの習慣で、朝の五時に目が覚めた。

　夜明け前の部屋を見回すと、ルームメイトの流りゆう一いちが前衛芸術風な寝相を見せていた。

　すごいな……ウンコ座りの姿勢で眠れるなんて……。

　習慣で目覚めたが、寝足りない。身体からだはもっと睡眠を欲している。だけど旅行だからといっていつもの生活リズムを崩したくなかったので、顔を洗い、歯を磨いた。

　そして特にすることもないので、散歩でもしようと廊下に出た。身体が重たかったが、ぼくは時間を無駄にするのが嫌いだ。

　そうだ、夜明けの海にでも行こうか。ホテルの裏手はすぐに切り立った崖がけになっていて海がみえると聞く。寒さは厳しいだろうが、たぶん景色は最高だろう。

　スケジュールがみっちり決まった集団旅行の中で、ひとときの自由を謳おう歌かするのだ。なんとも素敵なアイデアじゃないか――そんなことを思ったとたん、廊下の途中で足元がふらついた。

　壁にすがるようにしながら、膝ひざをついた。

　おかしいな？　寝ぼけているのだろうか、四肢に力が入らず、バランスがとれない。

　ちょっとこのまま壁によりかかって休むことにしよう。

　こんな姿を誰だれかに見られたら気まずいなと思っていたら、廊下の向こう側からジャージ姿の鈴すずの音ねがやってきた。一番心配させたくない相手というか、見み栄えを張りたい相手のひとりだ。立ち上がって元気な姿を見せようと思うけれど、身体に力が入らない。鈴音は慌てた様子でこちらにやってきてしまった。ぼくはちゃうねん、ちゃうねん、と力なく手を振るけれど。

「お、おい！　先生どーしたんだよ!?」

「鈴音、やけに早起きだね？　どうしたの？」

「ん、ああ……何か目が覚めちゃって、ヒマだったけど先生だったら起きてるかもしれねーって思って部屋に行こうと……って、いやそんなのはどーでもよくて！」

　ぼくのへなへな身体を支えるようにして、鈴音が身を寄せてきた。心配そうな顔が接近して、ぴとっと額と額が当たる。

　こうして顔が間近に迫るといつも思うのだけれど、鈴音って日ひ頃ごろはあんまり女の子って意識させないから忘れがちだけど、アップに耐える綺き麗れいな顔をしてるよな……。

　旅行中は眼鏡をかけてないけど、その方がいいと思う。

　可愛かわいいって感じなのは凛りんちゃんだけど、年をとるほどに魅力を増すのは、綺き麗れいな鈴すずの音ねの方かもしれない。……そんなわけのわからないことを朦もう朧ろうとしながら考えた。

「あー……鈴音のおでこ冷たくって気持ちいいなー」

　でもおかしいな、間近にくっつく鈴音の顔も、赤らんで体温が高そうなのに。

「……熱いよ。やっぱり熱があるんじゃねーか！」

　やっぱりそういうことかー。



　ぼくはまたも鈴音の背中にオンブしてもらい、自分の部屋へと連れて行かれた。

　鈴音の背中は頼れるというより、何かもう、お母さんって感じだな。

　部屋に入るなり鈴音は悲鳴をあげた。

「さ、寒っ！　何だこの部屋!?」

「……流りゆう一いちとイチローが暑いの苦手っていうから」

　流一とイチローはパンツ一丁で布団ふとんも被かぶらずに寝ている。イチローの奴やつ、旅行前には「卒業までに何も出来なくて申し訳ない」などと涙さえ見せていたくせに、ずいぶんと呑のん気きそうな寝顔じゃないか。

「暖房つけてねーのかよ!?　廊下よりも寒いじゃねーか。バカなんじゃねーのか!?」

「何を今さら」

　バカに決まってるじゃないか。

「こんなバカな部屋に先生は置いておけねー……。かといってあたしたちの部屋に連れ込むわけにはいかねーし」

「ぼくは別にそこでもかまわないけど」

「あたしたちがかまうんだよ！　えーっと、そうだ保健室！　鉄てつ子こ叔お母ばさんの部屋に行こう。あの人、ずうずうしくも一人部屋だから」

　同行している教師の中で女性は彼女だけなのだった。存在感が全然ないけどちゃんといるのだ。毒マムシ学園の教師はそのデンジャラスな伝統から男性が多い。

「鉄子先生か……部屋にあの人の生活臭が満みち溢あふれてたら、かなり嫌なんだけど」

「そこらへんは大丈夫だろー、たぶん」

　食いカスとか飛び散ってそうだよね。ポテチの袋とか。すごく異臭がしそうだ。

　鉄子先生の部屋の前まで行くと、もう目覚めているらしく何か声が聞こえてきた。

「せ……先生、俺おれはもう……」

「何を言っているんだ。まだまだこれからだろう？」

「もう限界だ……先生、本当に、もう勘弁してくれ……」

「残念だが私はマゾの言葉は信じない主義だ。そーらそらそら」

「そ、そんな……俺そんなのじゃなかったのに先生が開発……ひぎぃいいいいい！」

　……一人部屋のはずじゃなかったのか？

　ガチャリと鈴すずの音ねがドアを開けた。

「鉄てつ子こ叔お母ばさん……朝から何やってんだ……？」

　ガムテープで目隠しをされ、上半身を拘束されたブリーフ男子が、汗みずくに息を荒げて横たわり、鉄子先生にひたすら電気アンマをされていた。

「……その声は鈴音か。早朝から先生の部屋に忍び込んだ不届きな生徒に、ちょっと教育的指導に励んでいたところだ」

「だ……だって鉄子先生がせくしぃだから……ハァハァ」

「嬉うれしいこと言ってくれるじゃないか。だがあと数年ぐらい成熟しないと駄だ目めだな。そーれそれそれ」

「あああああんっ！　ひぃん！」

　食いカスなんかよりもよっぽどひどいカスだ……。

　しかし鉄子先生はちらりとこちらを向くと、大慌てで生徒を放ほうり出した。生徒が「あふん！」と気味悪い声をあげる。

　鉄子先生は声を荒げた。「病人か！　どうしたんだ!?」



　今日はグループごとにインストラクターさんに教わりながらスキーをする予定だった。

　さほど一般的ではないと思うが、凛りんちゃんの通っていた中学校にはスキー教室という行事があり、このたびの毒マムシ学園の旅行行事にも採用したのだそうな。

　ぼくはスキーが未経験である。だけど生徒たちの大多数が同様に初心者であり、見み栄えっ張りなぼくでも楽な気持ちで初体験ができる……そう思って少なからず期待していたのだけれど。この学園の生徒たちは、たとえぼくがスキーに失敗しても笑わないと思うから。

　……しかしピピピピという安っぽい電子音が、非情の判決を下した。

「三十八度。……無理だな。今日は休んでろ」

　部屋にひとつ余っていたベッドに寝かされたぼくに、鉄子さんはそう告げた。

「そんな！　トレーナー、自分まだまだやれますよ！　まだまだこれからじゃないですか！」

「……そんなボクサーみたいな変なセリフを吐くのが熱の証拠だ」

　確かに意識が多少朦もう朧ろうとしているけれど……。

「ぼくは見栄っ張りだから勘違いされがちですけど、けっこう変な男ですよ。変な男選手権があったら流りゆう一いちにだってひけはとりません。いつだってかなり変なことを考えてますよ。エリートだけに変へんさ値ちが高め。なーんちゃって。変なことを口にするのはむしろ絶好調のあらわれです」

　鉄子先生の横に控えた鈴音が呆あきれたようなため息をついた。

「見み栄えっ張りの先生が素直に自分の変さを認めるなんて、やっぱり熱がある証拠だろーがよー」

　さすが担当編集、ぼくのことをよくわかっている。

　くそ、無駄にぼくの人間性が丸裸にされた気分だ。

　知られちゃってるううう、鈴すずの音ねにぼくの恥ずかしい内面知られちゃってるうううう！　らめええええええええ、そこはぼくの大事なところなのおおおお！

　鈴音のエッチ！

　……やっぱり熱があるんだな。思考がかなりおかしくなってる。

「……しかし真しん太た郎ろうを一人でここに置いて行くわけにはいかないな。どうするか……」

　鉄てつ子こ先生に下の名前で呼ばれるとなんだかこそばゆいね。どうでもいいけど。

　熱で倒れたぼくをどうするかという問題であるらしい。

　ただでさえ人数不足の教師に、看病をさせる余裕などない。特に応急処置に長けた鉄子先生はなおさらだ。だからといって行事を楽しむべき生徒にホテルへ居残りをさせるのはいかがなものか。彼女の逡しゆん巡じゆんはそんなところだろう。

「……ぼくにかまわずみんな先に行ってくれ！　足手まといになるのはごめんだ!!」

　一度言ってみたかったセリフを吐いてみるぼくだった。

「ぼくは必ずみんなを追う！　こんなところで死んだりはしない！　だから……！」

　両手をぶるぶる震わせて前に突き出しながら叫んでみた。

「……先生、本当に熱があるんだな」

　鈴音が戦せん慄りつしていた。

　ドタドタドタっと物音がした。気だるく顔をそちらに向けると、凛りんちゃん、お菊きく、江え碕ざきさん、それにベスやらお志し津づさんがやってきていた。

　おお、幹部やその他主要メンバーが勢ぞろいじゃないか。

　あ、いや、流りゆう一いちとイチローはいない。あいつらは……きっとまだ寝てるんだろうな。

　ふと、凛ちゃんに看病されたいなーという気持ちが芽生えて、彼女に視線をやった。しかし彼女は気まずそうに目をそむけた。

　考えてみれば、組長の彼女がゲレンデに行かないわけにはいかないか。

　だけど、寂しいな……。

　何だかすごく寂しい……。

「話は聞かせてもらった！」

　お菊がはしゃいだ声をあげた。「ボクが看病するよ!!」

　ぼくはヨーヨーがゴロゴロと転がったおかゆをあーんさせられる図を想像して青ざめた。いや、ヨーヨーをそのまま食わそうとしてくるかもしれない。そのほかヨーヨーセラピーとかヨーヨーストレッチとか、よくわからないヨーヨー医療がぼくを待ち受けている。

　はしゃぐお菊きくを制して江え碕ざきさんが不敵に笑った。

「フフフ、お菊さんに看病は役不足ですよ。悪化してしまいます。ちなみにここでいっている役不足は誤用です。ここは天才の私に任せてもらいましょうか！　まぁ天才の私には取るに足らない役不足の仕事ですが！　ちなみにここでの役不足は正しい用法です。なあに、私の作ったクスリを飲めばパツイチですよ！」

　ものすごい副作用がありそうだ。しかもその副作用は間違いなく狙ねらってやったもので確信犯である。頭がラリって江碕さん好みの変態になるとかそういうの。ちなみにここで言っている確信犯は誤用である。

　よくわからない対抗意識を燃やして、今度はお志し津づさんが言った。

「いえ、私の持つ伊い賀が秘伝の丸薬の方が効果的ですよ！」

　ハイキングでも思ったけど、なんか伊賀秘伝って言葉の響きが冗談みたいで嫌だ。

　ベスが、プリプリとアニメ的に身を揺らしながらアニメ声で自己主張した。

「いやいや、ここはやはりメイドの私が看病するべきですよっ！」

　おまえという人間が純粋に嫌だ。

　看病ぐらいちゃんとできるのは、知ってるけれど。

「……おい、顔色が余計に悪くなったぞ。大丈夫か」

　鉄てつ子こ先生が苦笑する。おかしいな、鉄子先生が常識人に見えてきた……。女の子がよってたかって看病しようとその座を争っているのに、ちっとも嬉うれしくない……。

　鈴すずの音ねがポリポリと頭をかいて、控えめな声で言った。

「じゃあ、あたしが残って看病しよーか……？」

　声は控えめだったけれど、ぼくはその言葉を逃さない。

「それがいい……そうしてくれ……」

　ぼくは震える手で、鈴音にすがった。他の奴やつには可愛かわいいぼくを任せてなんておけない。

　他の連中がブーイングをしたが、ぼくは断固として鈴音にすがって放さなかった。

「どれぐらい鈴音がいいかっていうと……『ハートキャッチ鈴音！』っていうぐらい鈴音がいい」

　ぼくの胸をつかんで放さないのだ。

「……一刻も早く熱を下げねーと……そうとう脳がやられてる……」

　鈴音はドン引きしていた。

　こ、これは鈴音にぼくの病状を心配させて看病をさせるための作戦なんだからね！

　本気で変なことを言ってるわけじゃないんだから！

「鈴音もスキー、楽しみにしてたんじゃないのか？」

　気遣わしげに鉄子先生が言った。

　……楽しみにしていなかったはずは無いだろう。

「ごめん」ぼくも謝った。

「別にいーよ。あたしはまだ一年だし、スキーぐらいまた行く機会あるだろ」

「でも……」

「……そんなに申し訳ないんだったら、この埋め合わせ、いつかしてくれよ」

　冗談めかして鈴すずの音ねが笑った。

「埋め合わせは……必ずする。絶対にいっしょにスキーしよう」

　朦もう朧ろうとした意識でそう言うと、鈴音は頬ほおを朱に染めて「お、おう」と言った。鈴音も熱があるんじゃないか？　さっきから顔が赤いけど。というか最近は常に赤いな。

　ふと妙な視線を感じて、ぼくは目をさまよわせた。お菊きくが「う～」と獣のようにうなっている。その横で、凛りんちゃんも何だか寂しげな目でぼくを見ていた。

　凛ちゃん……？

　鈴音と遊びの約束をしたぐらいで、何かまずいことを言ったようには思えないけど……だめだ、意識が朦朧として深く考えることができない。

　どうして凛ちゃんは寂しげなんだろう？　昨晩は、彼女の方から避けていたのに。

　ぼくも寂しいのに。

「まぁ、鈴音も自業自得みたいなもんだからな！　なんたって昨晩手て桶おけを……」

　ケタケタと笑いながら鉄てつ子こさんが何かを言いかけ、鈴音は慌てたそぶりでその口を塞ふさいだ。うん？　……手桶？

　なんだろう、記憶の鍵かぎを開く重要ワードな気がするけれど何かが思い出せない。

「よーし、話は済んだからおまえらはとっとと私の部屋から出てけ。そろそろ朝食の時間だろ。ああ、鈴音。朝食はバイキング形式だから、何か消化が良さそうなもんみつくろってこの部屋に運んで来いな。それじゃあ解散！　解散！　みんな出てけ！」

　鉄子先生が部屋に集まる生徒たちを追い出した。

　それからぼくと鈴音を振り向いて、何な故ぜかバチコンっとウインクをした。意味不明だった。鈴音がうつむいた。



　　　＊



　バスのエンジン音が聞こえてきて、すぐに遠ざかっていった。みんながスキーへと出発した音だった。鉄子さんの部屋で、ぼくはそれを見送った。

　鈴音まで巻き込んでしまった以上、スキーに行けなかったことをいつまでも気落ちしていられない。ぼくも災難だけど、巻き添えを食った鈴音も災難だ。

　幸いにして微熱だ。一刻も早く風か邪ぜを治して、明日以降のスケジュールに備えないと。

　鉄子さんにあてがわれていた部屋は、ベッドが二つ置かれてそれで空間のほぼすべてが埋まったコンパクトなものだった。

　ぼくのベッドのすぐそばに椅い子すを寄せて、鈴すずの音ねは座っている。服装はさきほどまでのジャージではなく、そのまま外に出れそうな格好だった。わざわざ着替えたのだろうか。

「ところで鈴音……この部屋、ちょっと暑すぎない……？」

　鈴音に暖かくしていろときつく言われて、ぼくは布団ふとんをしっかりとかぶっている。しかし寒気と熱の拮きつ抗こうはやがて熱の方に傾き出し、じんわりと汗をかき始めていた。

　脇わきの下がべとつきはじめている。

　どうも布団の暖かさだけではない、部屋自体の温度がかなり高いようなのだ。

「何言ってんだ。風か邪ぜなんだから暖かくしなきゃ駄だ目めだろー」

　鈴音はピコピコとリモコンをいじくりまわしながら答えた。

「……さっきから何やってるの？」

「このエアコンの最大の暖房効果を発揮する手段を模索してる」

「そんなゲームの裏技探しみたいなことしないでよ。……今、設定温度どれぐらいなの？」

「四十七℃」

「それ表示バグってない!?」

　裏技駆使しすぎだよ！

　どんなリモコンだよ!!

「大丈夫だぜ……もっともっと暖かくしてみせる……！」

　鈴音の目には執念が宿っていた。エアコンは「ズババガギャーッ」と大変な駆動音をもらしている。あんまり無茶しない方がいいと思うけど……。

　というかどこのバカなメーカーが作りやがったこのエアコン……。

「だけど不思議だ……どうしてぼくは風邪なんてひいたんだろう」

　思い当たることはある。ハイキングという名の雪中行軍は寒かったし、ぼくの体力をゴソっと奪った。もともと身体からだは弱い方なのだ。

　しかしそれだけで風邪なんてひいてしまうだろうか。何だか決め手にかける気がする。もっと致命的な原因がありそうだ。

「……どうしてぼくは昨日の夜、浴場で裸になって寝てたんだろう？」

　そう呟つぶやいたとたん、鈴音がビクリと震えた。

　おや？　何か心当たりがあるのだろうか。そういえば彼女はぼくの第一発見者だ。

「そ、そそそそそそそそんなことよりも！　先生の風邪はあたしが絶対に治すから！　だだだだだから安心しろよな!!」

「なんかセリフがメチャクチャなことになってるけどどうしたの？」

　彼女は「絶対治す」「責任もって治すから」とわけのわからないことを呟きながら、鬼気迫る表情でリモコンをいじくった。エアコンが「バキバキ……メキメキ……」と鳴り出した。鈴すずの音ね、そのリモコンはもういじらない方がいい気がするよ。

　それにしても……本当に暑いな。暑いというか熱いな。これじゃあサウナだよ。

「……先生？　なんかずいぶんと汗をかいたんじゃねーか？」

　ぼくの額に流れる汗に気づいて、言った。

「うん、そうだね。ちょっと気持ち悪い」

「着替えねーと！　替えの服は部屋にあんのか!?」

　鈴音はリモコンを放ほうり投げて立ち上がった。

　ぼくはギョッとした。着替えを取りに行くって、ぼくの旅行カバンを漁あさってぼくのパンツを掴つかみ取ろうというのか、なんとワイルドな。ハレンチだよ。

　さすがにそれはちょっとどうかと思うぞ。

「いや、自分で部屋にもどって着替えてくるよ」

「駄だ目めだ！　絶対に駄目！　あたしが取りに行く！」

「……はい、わかりました」

「絶対に布団ふとんから出るなよ、暖かくしてろよ！」

「わ、わかりました」

　あまりの剣幕に、ぼくは思わず腰が引けた。「よし行ってくる！」と宣言して、彼女は部屋を駆け去って行く。全力疾走だ。

「よくわからないけど、ぼくの風か邪ぜを治そうと躍やつ起きになってくれてるんだよな」

　なんて優しいやつだろう。まさに心の友だ。

　そうだ、ぼくと鈴音は性別さえ超えた友情で結ばれているのだ。今さらカバンの中身を見られようと、パンツを手に取られようと、何を恥ずかしがることがあるだろう。

「心の友の申し立てを遠慮してしまうなんて、かえって恥ずかしいことだ」

　ぼくはそう呟つぶやきつつ、リモコンを手にとって部屋の温度を調整した。熱帯気候が亜熱帯気候程度まで安定し、安あん堵どのため息をつく。そしてリモコンを枕まくらの下に隠した。友情にも色々な形がある。

　やがて盛大な足音をたてて、鈴音が戻ってきた。

　間違えて流りゆう一いちのカバンを漁って、銀色のパンツと服を持ってきたらどうしようかと思ったが、ちゃんとぼくの服を持ってきていた。

　ぼくの旅行カバンがどれかまで把握してくれていたんだな、さすが心の友だ。

「ありがとう、それじゃあ着替えるから鈴音は……」

　ちょっと廊下に出ていてくれ、と言いかけて、しかし鈴音に遮さえぎられた。

「脱げ」

「えっ？」

　聞き間違いだろうか？　聞き間違いだとぼくは信じた。

　しかしそれはすぐに裏切られた。

「脱げ」

「なんと」

「早く脱げ！　一刻も早くそのびしょびしょの服を着替えねーと身体からだが冷えちまう！　大丈夫、ちゃんとタオルも持って来たから拭ふいてやるっ！」

「す、鈴すずの音ね！」

「な、何だ？」

「さすがのぼくも、その、恥ずかしいんだけど」

　それはちょっと心の友の範はん疇ちゆうを超えてるよ……。

　大長編映画版のジャイアンとのび太だって、お互いの身体を拭きあうようなことはしないと思う……。そんなことしたら一部の女性ファンが大騒ぎだよ……。

　鈴音は顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

　その反応をみて、わかってくれたかと、ぼくは期待した。

「……あたしだって恥ずかしーよ。だから先生もガマンしてくれ」

「そうくるか!?」

　タオルを持った鈴音がゆらりとこちらに迫る。メラメラと炎のような鬼気を放っていた。

「鈴音！　そのガマンはする必要のないガマンだと思うんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「いーから脱げーっ！」

「鈴すずの音ねのエッチーっ！」



「パンツは自分で替えさせてください」「パンツの中身は自分で拭ふかせてください」

　ぼくはこの二点だけは譲れなかった。明らかに男性の尊厳に関わる部分だった。それらは必死に頭を下げて懇願し、ようやく認められた。

　鈴音が後ろを向いているすぐそばでそれらをするのも、十分恥ずかしかったけれど。



　　　＊　←これって肛こう門もんに似てるよね、尻しりを拭きながらそう思うぼくだった。



　冷たいおしぼりが、優しい手つきでぼくの額に乗せられる。ようやく気分が落ち着いた。思考も澄んできたように思う。

「すごい目にあった……」

「仕方ねーだろ、風か邪ぜを治すためなんだから……」

　そう言う鈴音の顔は今も赤い。さっきからずっと染まりっぱなしだ。そんなに刺激的だったのだろうか。恥ずかしいならやらなきゃいいのに。

　裸にひんむかれたぼくは全身をタオルで拭かれたわけだが、最初の恥ずかしさを越えるとそれは快感だった。別に自分でやればすむことをわざわざ女の子にやってもらう。王様気分である。そしてどれぐらい力を込めていいのか戸惑うような手つきが、柔らかく身体からだをこする……くせになってしまうかもしれない。将来大金持ちになったらそれ専門の人を雇いたいぐらいだ。

　それにやっぱり汗を拭いてもらえて、すっきりした。

　暖める・汗をかく・汗を拭く・水分を摂とる――色々と極端ではあったけれど、彼女のやってくれたことはいちいち的確だ。

　全部ぼくのためを思ってしてくれたことなのだ。

　起きぬけよりもだいぶ体調を取り戻せた感じがする……。

「いつもすまないねぇ、鈴音」

　ぼくはゲホゲホと咳せき込こみながら言う。

「それは言わねー約束だろ、先生」

　お約束のやりとりをしてから、ぼくはため息をつく。

「なんだか自分が情けなくなってくるな……」

「どーした先生。弱気だな。いつもみたいに『ぼくは頭が良いからその分身体が弱くても仕方ないんだ。エリートのぼくのために身を犠牲にするといい！』みたいなことを言ってふんぞり返ってればいーじゃねーか。あたしは気にしねーぞ」

　そんなことを言うイメージなのか、ぼくは。

「ぼくはそこまで無神経な男じゃないよ」

「でも、先生は胸を張っていてくれねーと、先生に感謝してるあたしたちが安心できねーじゃねーか」

　ぼくの額の上ですっかりぬるくなったおしぼりを濡ぬらしなおしながら言った。

「そういうのは違うよ。感謝してもらう必要はない。鈴すずの音ねや学園のみんなは、ぼくのライバルだ。ぼくはみんなよりも、鈴音よりも先に夢を叶かなえてやるって常々思ってる」

「そか。負けず嫌いの先生らしーな」

「ライバルだけど、戦友だとも思ってる……でも、あの夢ゆめ乃の響ひび希きさんに会ったとき、ぼくは情けなくなった」

「夢乃響希？」

　予想外の名前が出てきたという風に鈴音は眉まゆ根ねをあげた。

「あの、テレビに出ない日が無いっていうぐらいの天才アイドルが、だけど昨日、スランプだって言ってた。あの人も自分と同じぐらいの年齢の、普通の生身の人間なんだって思うと、自分が情けなくなった……」

　熱のうわ言のようにぼくは本音をもらす。

　世の中にはああいうすごい人がたくさんいるのだ。テレビをつけるだけで、そういう人はすぐに見つかる。自分と同い年ぐらいで作家としてデビューしている人間だっている。

　どこかでぼくはそういう人間を別の次元の人間だと見なしていた。特別な才能、環境に恵まれた、自分とは違う人種なのだと思っていた。日本人と黒人の身体能力の差みたいに。

　その幻想に、昨日、響希さんと会ったとき、ゆっくりとヒビが入ったのだ。

　彼女はきっと死に物狂いの努力で頂点に立ったのだ。ぼくにはその努力を、想像することさえできない。

　たぶんぼくは――まだ自分の夢を、自分の現実的な未来として、見ることができていなかった。だから平気だったのだ。

「どうしてぼくは、彼女たちに負けっぱなしで平気に思っていたんだろう。悔しいと思うことさえ放棄していた自分が、恥ずかしい」

　きっとそういうことなのだ。

「それは夢を放棄するってことなんじゃないのか。ライバルを無視して、無邪気に、自分が楽しい程度に努力して、コロっと成功が転がり込むなんてこと、本当にあるのか？」

　小説の新人賞だって、数百人が競い合っている〈競争〉なのだ。

「熱を出してるときぐれーは、焦るのをやめろよ」

　鈴音がぼくの唇をむにっとつまんだ。しゃべることを遮さえぎられてぼくは「むー、むにゅー」と声をもらす。

　落ち着けと促されて、ぼくは深呼吸した（鼻で）。

「先生、この学園が変わってすぐの頃ころにこう言ってたじゃねーか。気持ちを伝えてわかりあえて一つになれるのが嬉うれしいって。それができるのが小説だって。だったら原稿を書きすすめて新人賞をとってプロとしてデビューするってのが必ずしも唯一の正解じゃねーだろ。そう思うから、あたし今まで原稿の催促とかしてこなかったんだぜ。なのに、ここにきて急に焦ったりしねーでくれよ」

　途中でぼくが何か言おうとして唇を動かすと、鈴すずの音ねはぐいっと強めにつまんだ。痛い。

「先生がやってたことは、作家志望として恥ずかしいことじゃなかったよ。たぶんだけど。だって……」

　彼女の手が離れて、ようやく口が自由になった。

　だけどぼくは何も言わずに、彼女の次の言葉を待った。

「いつだって先生のペンは剣よりも強かったじゃねーか。そのことを誇ってくれよ」

　ぼくは枕まくらに横顔を埋うずめてため息をついた。

「……熱が出てちょっと弱気になってたみたいだ」

　そうだ、考えがあって選んだ自分のペースなんだ。焦っちゃいけない。

「ありがとう、鈴音」

「……何しろあたしは担当だからな」

　そう言って嬉しそうに笑った。



　昼食はルームサービスのおかゆになった。朝食を想定して用意されているメニューに違いないが、病人にもちょうどいい。

「あーん」と、鈴音が言った。

「鈴音……いくら病人だっつったって、スプーンでおかゆを食べるぐらいできるつもりなんだけど……」

「駄だ目めだ。病人にムリさせるわけにはいかねー。じっと安静にしてろ。ほれ、あーん」

　鈴音はにやにやと笑いながらぐいっとスプーンを迫らせた。

　さては鈴音の奴やつ、楽しみだしたな。もともと世話好きに定評のある彼女だ。動物の餌えさやりみたいな感覚でぼくの世話を楽しみだしているに違いない。

　悔しさを感じて、せめてもの抵抗にぷいっとそっぽを向いた。

　ガシ！とアゴをつかまれて、無理やり前を向かされた。

「はい、あーん♡」

　抵抗など不可能だった。

　くそ、仕方ないな……。

「待て、その前にふーふーを要求する！　ぼくは猫舌なんだ」

「ふーふー？　こんな感じか？」

　彼女は口をすぼめて、スプーンにとったおかゆに息を吹きかけた。ちゃんと冷めるようにと念入りに繰り返す。

　む、これは、彼女の吐息がかかったおかゆ……間接キスまではいかないけれど、いわば間接人工呼吸じゃないか！

　うわぁ、何だろう妙に気恥ずかしくなってきたぞ。火傷やけどを避けたつもりが、変な感じにディープなプレイになっちゃったな……。

「あーん」

　鈴すずの音ねが期待に目を輝かせて寄って来る。くそ、仕方ないな……。

「うめーか、うめーだろ？　あたしが食べさせたんだからな！」

「……美お味いしいのはホテルの手柄だろ」

　ちなみに中華がゆだった。



「ところで先生、プロになるってことを意識しだしたってことは投稿作のネタみたいなのはぼちぼち考え始めたのか？」

　食後の一休みといったひとときに、鈴音が言った。退屈しのぎといったところだろう。

「いくつかネタみたいなのはあるけど……これならっていうのはまだ無いなぁ」

　きちんとどこの出版社に送るのか、そこで本を出すとどんな読者が買って読むのか、そういうのを考えた上で、商品価値のあるものを書かなくちゃいけない。

　そんな風に杓しやく子し定じよう規ぎに考えると、なかなかアイデアというものも出なくなってくる。

　しかしプロになりたいと思って書くのだ。なんとなく書いたものが運良く相手の求めるものとマッチして受賞……なんて巡り合わせを待ってなんていられない。

　ぼくがリングの上でヤンキーたちに呼びかけたときだって、彼らの気持ちになって言葉を発したからみんなに伝わったのだ。

　自分の言いたいことを好き勝手に吐き出すのは、ぼくの目指す理想じゃない。

　自分のこだわりや書きたいもの、それらをあえてガマンすることも、作家なら、エンターテイナーとしてのラノベ作家なら、必要なはずだ。

「ふうん……でもネタがねーわけじゃねーんだな。ちょっとどんなのか教えてくれよ」

「いや、でもコレはたぶん面白くないよ、投稿作にするにはちょっとなーって思ってたものだし」

「いいじゃねーか、原稿に書けっつってるわけじゃねーんだから。別につまんなくたってあたしは笑ったりしねーって」

「……しょ、しょうがないな」

　恥ずかしいけれど、たぶんコレはイマイチなんじゃないかなーと思っているんだけど、だけどやっぱり他人に聞かせることにはちょっとこそばゆいような嬉うれしさがある。ぼくはそわそわと落ち着かない気持ちで、頭の中にあった物語の一つを紐ひも解といた――。



『湖コ南ナン学園の事件簿』

　Ｓ賀県湖南市にある高校、湖南学園……それは文科省から存在を隠いん匿とくされた、呪のろわれた高校だった。

　そこには無数のワケアリの生徒たち――爆弾魔、スナイパー、殺人中毒者――が自らの素性を隠しながら通っている。

　……そして、休み時間のたびに必ず――誰だれかが殺される。

　やたらと殺人事件に遭遇する、呪われた学園なのである。

　日常茶飯事のごとく起こる謎なぞだらけの殺人事件に、学園の風紀委員〈金きん曜よう日び一いち郎ろう〉が立ち上がる！

　愛用のコルトガバメントを片手に一郎は駆ける！　常に時間は無い。休み時間の十分のうちに事件を解決しなければ、さらなる事件が積み重なってしまう！

　主人公、金曜日一郎の口癖――「推理なんて悠長な真ま似ねしてるヒマは無ねえ！」「早く犯人を殺さないとまた誰かが死んじまう！」……穏便に事件を解決する気は無いのだ。

「これから先十人ぐらい殺すであろう犯人の容疑者が五人！　よし！　皆殺しだ!!」

「密室殺人だと！　……入った方法なんて知るか!!　動機がある奴やつが犯人なので殺害する!!」

「犯人の卑劣な罠わなで身体からだが子供に!?　好都合だぜ！　これで狭いところに入り込んで犯人を追跡できる!!」

「助手のワトソン（女の子）がさらわれた！　タイムリミットは昼休みの三十分！」

「犯人はおまえだなズギューン！　間違えたゴメン！　くそ……急がないと!!」

　やられる前にやれ！　ミステリ要素を完全にかなぐり捨てたジェットコースター風味のハイスピードスリラーサスペンスアクション！

　犯人はドンデン返しで助手のワトソン。ただし同情を誘う動機があったので、ラストで主人公に許される。

　だけど性懲りも無く二巻の犯人も助手のワトソン。三巻の犯人もワトソンだ。

　そんな感じ。



　鈴すずの音ねに殴られた。

「そんなもん新人賞に応募できるわけねーだろ!!　しかもなんですでにシリーズ化が前提なんだよ!?」

「だからぼくだってコレは送れるようなものじゃないってあらかじめ言ったじゃないか！　これは面白くないネタだからって！」

「だって先生の見み栄えっ張りな性格からいって、口ではまだ面白いネタが浮かんでないと予防線を張りつつ、すでにちゃんとしたネタが考えてあるって思うじゃねーか！　まさか本当にこんなひでーネタが出てくるとは思わねーよ!!」

「そ、そこまで言うことないだろ!?　口では謙けん遜そんしつつもちょっとは自信あったんだぞ！　江え碕ざきさんに話したら大爆笑の大絶賛だったし！」

「そもそもこの出オチみたいなネタで原稿用紙二百枚や三百枚も書けるのかよ!?」

「ぶっちゃけ全然自信ない!!」



　　　＊



　そのころ凛りん子こはゲレンデにいた。

　この日のために新調した、ピンク色のウェアを身にまとっていた。

　青い空の下と白い雪の、鮮やかに二色に切り分けられた世界。インストラクターの指示に従って、同じグループの生徒たちが順番に滑りをみてもらっている。初心者の集まりなのでみんなボーゲンである。

　……シンくんと鈴すずの音ねは今ごろどうしてるかな。

　ちょっと時間が空くと、すぐにそんなことを考えてしまう。

　どうしてそこで看病するのが自分ではないのかと、憤りさえ覚える。

　しかし次の瞬間には脳裏に巨大な象さんが去来して、憤りもすべて打ち砕いてしまうのだった。真しん太た郎ろうの股こ間かんに住まう象さん……それは凛子の心に大きな傷を残した。

「次ーはリンコサーンの番デース!!　カマーン！　早くカマーン!?」

　カナダ人のインストラクターが斜面の下から声をあげた。

　聞いていてイライラしてくる中途半端な日本語力だった。

　大好きな組長の番が来て、生徒たちも歓声をあげた。

　凛子は慌てて体勢を整えて滑り出した。

　ボーゲンはもはやお手のものである。ゆっくりと大きな弧を描いて斜面を降りていく。

　スピードとスリルに欠けるボーゲンは、慣れてしまえば単調な作業の繰り返しだ。

　そうして凛子は再び思いを巡らす。

　……シンくんは今ごろどうしてるかなぁ……象さん!!

　パオーン!!

　象さん――そう思った瞬間、ボーゲンの体勢をつくる下半身がビクリと震えて、雪との摩擦に敗北した。ガリっという硬い感触とともにスキー板の角度がパラレルになる。抑えられたスピードが解放されてしまう。

「あれ!?　あう!?」

　板を暴走させながら、凛りん子こは雪煙をあげてコケた。ただコケるだけでは収まらずゴロゴロと回転する。回転することで全身に雪をくっつけて雪ダルマ状に膨れ上がる。

「んにゃあああああああ!?」

　丸っこくなったがためにいっそう回転が止まらず、ゴロゴロと斜面の下まで一気に転がっていった。回転によって巨大な雪玉となっていく。

「オオウ!?」

　人々は驚きの声をあげた。

　誰だれにも止めることができず、凛子ダルマは麓ふもとのロッジに激突した。

「すげえ！　さすが俺おれたちのゴン姐ねえさん！　一味違うぜ！」

「こんな漫画みてえな芸当、現実に見るのは初めてだぜ！」

　派手なことが大好きなヤクザたちが大歓声をあげる。

「オゥフ……今ーのは伝説のスノウジャイアント・ターン……！　カナダでも滅多にお目にかかれない、ジャイアント・スラロームの大技デース……。もしかするとワターシはとんでもないイツザーイを見つけてしまったのかーもしれまセーン！」

　カナダから来たインストラクターも歓喜の声をあげた。

　巨大な雪玉からズボッと顔だけ露出させて、凛子はちょっぴり涙ぐんだ。

　……シンくんは今ごろどうしているだろう。



　　　＊



　ぼくはいつの間にか眠っていたみたいだった。

　浅い眠りから醒さめて、首を横に向けてみると鈴すずの音ねも、椅い子すに座ったままうたた寝していた。気持ちのいい昼下がりだ。

　いや、よく見ると鈴音の肩がかすかに震えている。彼女はぼくみたいに布団ふとんをかぶっているわけではない。暖房はついているけれど、もしかすると寒いのかもしれない。

　このままじゃ鈴音も風か邪ぜをひいてしまうかもしれない……寝ぼけ気味の思考でぼくはそう危ぶんだ。

　布団からすぐそばの彼女へと手を伸ばして、彼女をベッドの上へ、布団の中へと引きずり込んだ。けっこう眠りが深いのか、目覚める気配は無い。

　これで暖かいはずだ。ぼくはひと安心した。

　シングルベッドに、ぼくと鈴音が一組の布団の中で、二人並んでいる格好である。女の子の香りがふわりとあたりに満ちた感じがした。鈴音は普段は男おとこ勝まさりだけど、寝顔はかわいい女の子だな。

　寝顔を見せてもらえるっていうのは、信頼の証あかしという感じがして悪くないね……。

　……ちょっと待て。ぼくは何しているんだ。

　次第に冴さえていく思考の中で、ぼくは自分の行動に恐怖した。

　えらいことになってしまったぞ。これはもうセクハラとかそういうレベルじゃない。鈴すずの音ねの寝顔がまたかわいいのもヤバイ。ぼくの賢者レベルが急激に低下していくのが感じられる。鈴音が小さく声をあげて寝返りを打つ。ぼくの方にコロッと身体からだを寄せてくる。わっと悲鳴をあげたくなった。彼女のさらさらの髪の毛がぼくの鼻先をくすぐる。……何だろう、妙に良い匂においがする……。さてはシャンプーか何かに秘密があるとみた。何だって寝ている鈴音はこんなに女の子っぽいんだ！　いつもは男友達みたいなノリのくせに！

　いや、最近はそうでもないか……？

　事態を何とかしたくても、しかし引きずり込むのは簡単だが隣のベッドまで運ぶのは大変だ。風か邪ぜをひいたぼくにできる作業ではない。「ううう」とぼくは唸うなった。

　こんなところを誰だれかに見られたらとんでもない誤解をされるぞ。

　つっても、生徒たちがみんなゲレンデに行ってる以上、ここに来る人なんているわけないけどね！

　と思っていたら、ガチャリとドアが開いた。

「風邪でダウンしているかわいそうな人がいると聞いて！　スーパーアイドルが癒いやしの歌を届けに来ました！　アイドルですよ、アイドル！」

　首から提げたギターをジャンジャンジャーンと鳴らしながら、何な故ぜか響ひび希きさんがいた。そしてぼくと鈴音の様子を見て、テレビでは絶対に見られないすさまじい表情をした。

「……お邪魔しましたっ！　それではＣＭの後で続きをどうぞ！」

　ジャンジャンジャーンと鳴らして去って行った。

　ぼくは頭を抱えた。

「……なんで常識的に考えて一番来るはずのない人がやって来るんだよ……」

　そういえば昨晩の夕食にも何故かいたし、もしかしてうちの学校に興味でもあるのかな。

　あるいは人恋しい気分なのかもしれない。

「んう……寝ちまったか……？　なんかあったけー……」

　しまった、どうすることも出来ないうちに鈴音が起きてしまった。

　どうする!?　コマンド!?

「おはよう。鈴音」

　できる限りのイケメンボイスで言ってみた。

　それは逆効果なんじゃないかと、一瞬後に思った。

　鈴音の顔色が夕日に染まったあの日の丘みたいになった（ぼくも混乱しているのだ）。

「な、ななななななんでっ!?」

「何でと聞かれるとぼくにも理由がよくわからないのだけどっ！」

「ぎゃあああああああああっ！」

「な、何も悲鳴をあげることは無いんじゃないかな!?」

　悲鳴をあげた鈴すずの音ねはベッドから飛び出すと。

「そして逃げ出すことも無いんじゃないかな!?」

　ぽつんとぼくはベッドに取り残された。まぁぼくが悪いんだけれど。

　……厚い友情で結ばれていたら、気づいたらいっしょに寝ていたぐらいのことで悲鳴をあげて逃げたりはしないのではないだろうか。

　もしかすると鈴音はぼくのことを大した友達とは思っていないのかもしれない……。

　これは……ショックな事実だ……。

　いや、でも、鈴音がぼくのことを嫌いだなんてことはあり得るだろうか。

　でも嫌っていないのだとすると、それじゃあ今回とか、以前の保健室のときとか……まるで異性に対して意識しているかのようなリアクションじゃないか。

　ははは、あの鈴音がそんなことあるわけない。

　……あるわけ、ないのか……？

「……あれ？　もしかしたらそういう可能性があるのか？」

　まさか、自うぬ惚ぼれじゃなくて？

「しかしだな……こういうのは誤解すると痛々しいことになるぞ……」

　でももしそうだとしたら、ここ最近のぼくの行動って……。

　落ち着け、ぼく。こういうのは熱のある状態で悶もん々もんと考えるべきことじゃない。

　担当である彼女とは、長く付き合いたい関係だ。本当に大事な人だ。頼ってもいるし、感謝もしている。変な勘違いでこの関係を壊してしまったら、たぶんぼくは一生後悔する。

　よし、とりあえず寝よう。全力で風か邪ぜを治そう。

　これは現実逃避じゃないぞ。



　　　＊



　部屋から抜け出した鈴音は、行くあてもなく廊下をフラフラと歩いた。顔が煮え立つマグマのように熱い。どうかしている。

　どうしよう、真しん太た郎ろう先生を責任もって看病しなきゃいけないのに、こんな顔じゃあ戻れない……。

「あら～……名前は知らないけど毒マムシ学園の生徒さん」

　廊下には誰だれもいないだろうと思っていた鈴音は、とつぜん声をかけられてギョっとした。

　うつむいていた自分は気づかなかったが、行く手にバッタリと、アイドルの夢ゆめ乃の響ひび希きさんがいた。首からギターなんぞを提げている。

　何も言えずにいる自分に彼女はにんまりと――テレビでは見たことがないような、下世話でいやらしい笑みを浮かべた。

「へへへ、先ほどはお楽しみだったようですな～？」

「なっ!?」

　彼女は自分が寝ている間にあの部屋を訪れていた!?

「そんなんじゃねーぞ!?」

　鈴すずの音ねは反射的に叫んだ。誤解をされたところでどうという相手ではないが、誤解を晴らさずにはおけなかった。

　それは存在することさえ許しちゃいけない誤解だ。

「あれは、その、あんたが想像しているようなことじゃねー！　たぶん何かのアクシデントでそうなったんだ！　あの先生が、あたしに手を出すようなマネするもんか！」

　響ひび希きはしつこく疑うようなことはせず「あらそうなん～？」ときょとんとした。

　テレビとはキャラが違う。テレビではいつも敬語で折り目正しく、清せい廉れんな印象の彼女なのに。……フランクだけど、ちょっと毒がある。

「そ～いう関係じゃないんだ。……でも残念」

「残念って、何でだよ」

　いきなり会った相手に残念がられる筋合いはない。

「だってお似合いだって思ったもの」

〈お似合い〉という単語が、ぐさりと鈴音の心臓に刺さったような気がした。

「そんなの、あたしとあの人の相性だなんて、あたしたちを知らない人間が一目見ただけでわかるようなもんじゃねーだろ」

　いやいやいや～と言って、響希はオバさんくさい仕草で手を振った。

「一目見てもわかるよぉ～。毒マムシ学園ってヤンキー学校って聞いたけど、二人とも全然そんな感じじゃないし。知的な感じがする。二人とも落ち着いた性格でえ、周りよりも大人な感じ。そんでそんできっと世話好き！　似たもの同士。ね、そうでしょ!?」

　きゃぴきゃぴと身を乗り出しながら聞いてくる。

　似たもの同士と言われて鈴音はそれが嬉うれしくて、だけどそんな自分が恥ずかしくて焦った。そんな鈴音をまじまじと、響希は心のうちまで覗のぞき込こむように見た。

「毒マムシ学園にもいろんな生徒がいるんだねえ～！　……でもそうか、残念。二人ともまだくっついてるわけじゃないんだ」

「まだ、じゃねーよ。くっつく予定なんかねーよ」

　響希はその言葉を受けて――少しだけ嘲あざけるような笑みをした。

「ふふっ、二人とも理屈っぽそうよね～。……それって恋愛じゃ悲劇だわ」

　何気なく言われたその言葉が、その一瞬、鈴すずの音ねには凶器のように感じられた。心が引き裂かれたような感触がした。

「あ、歌ができそぉ～な気がする」そんな鈴音をよそに、彼女は電球がピコーンと光りだしたような無邪気な物言いをした。「閃ひらめいた！　あなたのおかげで!!」

　ジャーンジャジャーンとギターをかき鳴らしてから、

「それじゃまた！　あんまり考えない方がいいと思うよ！」と、彼女は去って行った。

「……変な奴やつ」

　響ひび希きの背中を見送ってから、鈴音は恨めしげに呟つぶやいた。しかし、一流の人間というのは伊だ達てじゃないという感じもした。……テレビでの姿と全然違う。

「でも、だからって、どうしてあたしやあたしたちのことがわかるんだってんだよ」

　変な場面を見られたせいで、変なことを勘ぐられてしまった。

　……しかしそもそもどうしてあんな事態になっていたのだろう。彼が自分をあそこに引きずり込んだ？　どうして？　先生がいやらしいこと目的でそんなことをするとは思えない。

　……そういえば起き抜けに自分が感じたことは、暖かいということだった。

　きっと彼は、自分が寒がっているのを見て自分の布団ふとんに引きずり込んだのだ。もっと他にやりようがあるだろうとも思うが、たぶん寝ぼけていたのだろう。

　自分に手を出すだなんて仮説よりも、よっぽど彼らしく、説得力があった。

　けっきょくただのアクシデントだったのだ。

　起き抜けに妙なイケメンボイスを出すものだから、余計に誤解をしてしまっていた。

「まったく……ハイキングのときのオンブといい、どうしてこう、あたしと先生が変にくっつくようなアクシデントにばかり遭遇するんだよ。あたしは、別に先生に気があるとかってわけじゃねーのに」

　……自分と先生が妙なアクシデントで接近している間にも、凛りん子こは組長としての勤めに振り回されているのだ。

　不意に感じた罪悪感に、鈴音はうめいた。

「このまま旅行が終わったら、ゴンの奴またしょんぼりするだろーな……」

　やはり自分に出来ることがあるなら、自分が肩代わりしよう。そうしないといけない。本当は組長の責任は組長にしか負えないものだろうが……たとえば明日一日だけなら。

　明日は修学旅行というテーマで青あお森もり市内の観光施設を巡る。

　決まったスケジュールで決まった場所を巡るだけだ。

　自分にだって何とかできる。もともと大人数の世話を見るのは得意だし、地獄団の連中も協力してくれるはずだ。

　妙なところでドジな凛子よりも、むしろよっぽど上う手まくやれるだろう。

　その間、先生と凛りん子こがいっしょにいて、何か――今までよりももっと仲良くなるようなことが起きればいい。

　グッドアイデアだった。どうして自分はもっと早くそういう風に動けなかったのだろう。

「そうさ、あたしは別にそんなつもりじゃねーんだから、先生とゴンがいっしょにいられればいーんだ」

　すべてが丸く収まるはずの考えだった。

　だけどどうしてだろう……胸が痛い。

　口元に浮かべる笑みが薄っぺらで、今にも剥はがれ落ちそうだ。理由もなく拳こぶしを固くにぎってしまい、震えているのはどうしてだ。指が痛い。子供のように泣きわめいて地面を思いっきり踏み鳴らしたい、こんな馬ば鹿かげた気持ちはどうしてだ。まるで嫉しつ妬とみたいな暗い感情が、胸に満ちる理由がわからない。自分が凛子に嫉妬なんて、していいはずが無い。

「……なんでだよ」

　あの事件以来、自分の心は自由になった。

　真しん太た郎ろうの言葉を借りれば〈人間になれた〉。

　だけど自分や学園が変われたのは真太郎だけのおかげではない。

　何よりも根底にあるのは凛子の優しさだったはずだ。今も自分自身以外の人々のために必死になっている彼女の、優しさがあったからだ。

　自分が手に入れた心の自由が、自分を変えてくれた恩人の心を踏みにじる自由であっていいはずが無い。

　自分が自分で選んで凛子を悲しませるような行為をしたら、それは自分の変化さえも汚す行為だ。今の自分の完全な否定だ。

　第三者に理屈っぽいと言われようと知ったことか。

「あたしが自分でゴンを悲しませるようなことをするなんて……そんなことをしたら、あたしはあたしを一生許せねー……」

　彼と彼女は、そのままにしておくのが一番幸せなのだ。自分の介在する余地など無く。

　そう思いながら、何な故ぜか瞳ひとみに涙が浮かんで、誰だれもいない廊下で鈴すずの音ねは泣いた。

　ありがとう鈴音と、そう言ってくれる彼の顔が浮かぶ。自分は彼のことを、大体なんでも知っている。すぐそばで見ていたから。だから彼に必要な言葉が言える。

　そして自分は、あたしは担当だからなと、笑い返すのだ。

　そこまでなのだ。

　どんなに自分が彼を理解しても、そこで打ち止めだ。

　どうしてだ。ほんの短い時間だったのに――どうしてこんな気持ちを育ててしまった。

「どうして、どうして……」

　どうしようもなかった。そのまま子供のようにうずくまって、嗚お咽えつをもらした。
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　ゲレンデには驚嘆と賛辞の声が満ちていた。

　ロッジに巨大な雪玉がぶつかって、転がっていた。建物のように巨大な雪玉だ。直径十メートルはくだらないだろう。

　それが一人の少女によるものと聞いて、人々は驚嘆し、賛辞し、あるいは戦せん慄りつしているのだった。

　ヤクザがつぶやいた。

「すげえ……さすがゴン姐ねえさんだ。インストラクターに言われるままリフトで山のてっぺんまで登り……インストラクターに言われるまま、その挑戦を受け、上級者コースの大斜面からゴロゴロゴロゴロ麓ふもとまで転がって降りてくるなんて……」

「でっけえ……ゴン姐さんってお人はなんて巨大なんだ……！」

「すげえよ姐さん！　姐さーんっ！　あれ、聞こえてるかな？　姐さーんっ!!」

　生徒たちはもちろん、その巨大な雪玉の中心に女の子がいると聞いて、その場にいた一般客も「ブラボーッ！」と賛辞した。よくわからないが、雪で作ったものすごい前衛芸術のような気がしたのだ。止まない拍手が起こった。

　カナダ人のインストラクターも泣きながら賛辞した。

「ファンタスティーック……百年に一度のスキーの天才でーす！　ワタワターシは開けてはいけないパンドーラを開けてしまったのかーもしれませーん……オゥフッ……」

　カナダ人は興奮しすぎて倒れた。

　窒息してしまいそうな巨大な雪玉の中心で、酸欠で意識が朦もう朧ろうとし、衝撃でボロ雑ぞう巾きんみたいになりながら、凛りん子こは助けを求めるでもなくただ一つのことだけを思った。

　……シンくんは今ごろどうしているだろう。



　　　＊



「アイドルですよ、ア・イ・ド・ル！」

　ぼくはとつぜん部屋に踊りこんできたアイドルと対たい峙じしていた。

　ここでいう〈踊りこむ〉というのは言葉どおりの意味だ。彼女は首からギターを提げて爪つま弾びきつつ、軽快なステップを踏んでやってきたのである。ちなみにこのときの動きはトップアイドルだけに無駄にカッコイイステップだった。

　寝ようと思った矢先に、眠気を飛ばされてしまった。

「あれ？　目の前にアイドルがいるのに感動が薄い？」

「なんかもう、一周まわってどうでもよくなってきた」

「……そう思われたらアイドルおしまいだわ～」

　ジャンジャンジャーンとギターを爪つま弾びいた。

　アイドルは幻想の世界の住人だけど、遠い存在になりすぎてもいけない。ある程度の親しみやすさが必要で、しかし近すぎてもロマンを失わせる。その間合いの取り方が、アイドルの仕事の大部分を実は占めるのだ……と響ひび希きは語った。

「ちなみにその距離感を的確に言葉にすると〈アイドルはウンコしない〉になるの！」

「百パーセント幻想の世界の住人じゃないですか！」

「ハハハ、バカクセー、でも……あのアイドルなら、もしかすると……。そんな感じよ！　理屈ではわかっているんだけどウンコしてる姿がどうしても想像できない。そういうのドキドキでしょ!?」

「……アイドルがウンコウンコ連呼しないでくれます？」

　でもそのバランスの取り方は、小説とも似ているかもしれないな……。

「……ていうかなんでウンコウンコ連呼してるんですか。一般人のぼくが見てる前なのにテレビとキャラ違いすぎじゃないですか」

「スランプが極まって、散歩してるの。キャラなんて作ってられない。ねえ、毒マムシ学園に興味があるの。話してよ」

　アイドルは身を乗り出してきた。

「以前、私が特別審査員として参加したオーディションで、毒マムシ学園の子だからって落ちた子がいたわ。あの子のことが気になってる」

　思わずぼくは息がつまった。

『あいつ、審査員席でボクのこと見てた。品定めするみたいな目で……』

『あいつが、ボクを落としたんだ』

　昨日の、お菊きくの暗い顔が脳裏に蘇よみがえる。

「あの子ね……」響希さんは意味ありげにうつむいた。

「……響希さんは、彼女に見込みがありそうって思ったんですか!?」

「あの子……私より胸が小さかったのッ!!」

　ベッドから身を乗り出していたぼくは、危うく転げ落ちそうになった。

「それは……自分より胸が小さいから気になっただけ……？」

「何バカ言ってるの!?　貧乳はステータスだよ!?　才能なんだよ!?　歌は練習すれば上う手まくなるけど、乳を小さくするのは手術でもしないと無理なんだからっ！」

　本当に努力でどうにもならない才能なんてもの、この世には少ないんだから。

　真剣な面おも持もちで、そう続けた。

　……よくわからないけれど、お菊のことを悪く言っているわけではないようだ。

　貧乳のありがたみなんてよくわからないけれど……もしかしたら、彼女がお菊きくに目をかけてくれたら、彼女のデビューのキッカケになるかもしれない。

　毒マムシ学園の生徒だからって……悪名高いヤンキー学校の生徒だからオーディションを落とされたっていうなら、今ここでぼくが毒マムシ学園が変わったってことを響ひび希きさんに伝えれば、お菊の道は開けるんじゃないか。

　ぼくは現在の毒マムシ学園について話した。それは例のごとく誤解なく話すのは難しいことだったが、細心の注意と努力をもってぼくは正確に伝えた。

　それを聞いた響希さんは――、

「いいと思う！　立派！　あなたたち立派だよ！」

　――べた褒めしてきた。

「実際、学歴にこだわりすぎるのは愚かだって風潮になってきてるもんね、世の中。知り合いのマスコミの人もクリエイティブ資本主義で個性がなんちゃら……」

「じゃあやっぱり響希さんはお菊に見込みがあるって思いますか!?」

　ぼくはつい興奮して、彼女の言葉を遮さえぎってしまった。

「お菊？　ああ……あのときの子ね。そうね」

　響希さんは一瞬考え込んでから言った。

「ヨーヨーが邪魔かな」

「……え？」

「ヨーヨーを捨てないと。そしたら話になるかな。容姿は可愛かわいいし、流行の貧乳だし、個性キヤラクターも面白そうだから。歌や踊りもちょっとは練習してるんでしょう？」

　言葉を区切ってから、念を押すように、彼女は告げた。

「でもヨーヨーが邪魔。それは要らない。彼女は夢のために、それを捨ててくれるかな？」

　お菊の笑顔が頭に浮かぶ。彼女のそばにはいつだって、ヨーヨーがあった。彼女の世界はヨーヨーを中心に回っていた。それはコンプレックスではあるけれど。

「それは、できないと思う、だけど……」

　だけど、それ以外の努力はきっと惜しまない。どこまででも頑張れるはずだ。

　ぼくが最後まで言う前に、響希さんは肩をすくめてしまった。

「なーんだ。そうか。残念。私好みの子だったのに。でもまぁ、何も失わずに夢を叶かなえようなんて甘い奴やつの居場所は、ステージには存在しないから。エンターテイナーってそういうものよね、作家志望のあなたにならわかるんじゃない？」

　彼女は話に終止符を打つように、最後にそう告げた。表情から興味が消えていた。

「他の審査員が落とした理由は『毒マムシ学園の生徒』だったからであの子自身をろくに見ていなかったけど、だから彼女のヨーヨー実演に無邪気に大爆笑してたんだけどね。私が落とした理由は『ヨーヨー誰だれ得とく？』だったから。……興きよう醒ざめしちゃった。じゃあね」

「そんな！」

『あいつが、ボクを落としたんだ』

　最後にさらりと、お菊きくのすべてを否定してから、響ひび希きさんは部屋を出て行った。すがるように彼女の背中に手を伸ばしても、彼女は止まってはくれない。

　部屋に一人になってから気づいた――いつの間にか窓の外が吹雪ふぶきに変わっている。

　風の音が轟ごう々ごうと鳴っていた。
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「……あたしにはスキーの才能があるんだろーか」

　カナダ人から渡された名刺を見て凛りん子こはひそやかなため息をついた。

　興奮したカナダ人に何度も雪ダルマにさせられたため、全身がバキボキと痛かった。スキーというか、転んで雪ダルマになる才能なんて見み出いだされても困るのだけれど……。窒息して死んでしまう……。

　ゲレンデから戻ってきた生徒たちは、三年生から順番に風ふ呂ろに入るスケジュールだ。組長とはいえ一年生の凛子は最後にまわされる。

　とりあえずスキーウェアのまま、彼女は自分たちの部屋に戻ろうとしていた。途中で真しん太た郎ろうが寝ているはずの鉄てつ子こ先生の部屋に寄ろうとして、しかし「パオーン！」と象さんのイメージがフラッシュバックして、やめた。

　すると、行く手から小走りしてきた鈴すずの音ねとばったりと出くわした。

「ゴン、探してたんだ」と彼女は落ち着かない素振りで言った。

「えっ？　シンくんといっしょじゃなかったの？」

　凛子は首を傾かしげた。責任感のある彼女が、看病をすると言ったのだからそれはもう真剣に、べったりとそばを離れず看病をしていることだろう、凛子はそう想像していたから、真太郎の容態は心配じゃなかったが別の意味で心配だったのだ。

　なのに鈴音は病人をほっぽりだして、自分にいったい何の用だろう。そんなことでは怒っていいのか安心していいのかわからない。

「看病ったって、先生はほとんど寝てたし……そんなにつきっきりでいる必要なんてなかったよ」

　ちらりと目をそむけて言う。凛子は「そうなの？」と相あい槌づちを打つ。

「それよりもゴン、明日の観光だけど、責任者の立場、あたしに代われ」

　目をそむけながら――しかし断固とした口調で言った。

「……へ？」

「明日は決められたスケジュールで観光施設をめぐるだけだろ。それならあたしにも出来っから。妹分たちも手伝ってくれると思うし」

「えーっと、つまり鈴すずの音ねが引率を手伝ってくれるってこと？　別にそういうのはあたしが一人でやれば済むことだと思うけど……」

「そーじゃなくて！」

　苛いら立だったように鈴音が声を荒げた。こんな様子は珍しい。

「手伝うんじゃなくて、代われ！　責任者の立場をあたしに代われっつってんだ！　明日、ゴンは普通の生徒をやってりゃいいっ！」

「ええっ、そ、それはつまり……」

　鈴音の剣幕に怯おびえて、凛りん子こは困惑の声をあげた。

「ク、クーデターだっ!?　あたしの別に大して惜しくもない組長の立場が危うい!?」

「……そんなに深く考えねーでいいーから」

　鈴音が頭をかきむしる。……何だか平静の彼女ではない。

　何かあったのだろうか。――シンくんと二人きりで何かあった？

「とにかく！」鈴音は指を突きつけた。つられて思わず「はいっ」と言ってしまう。

「めんどくせーことの一切は全部あたしが請け負う！　明日、ゴンは真しん太た郎ろうとずっといっしょにいろ！　わかったかっ!!　わかったな!?」

「は、はいっ！　わかりましたっ!!　……ええ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　鈴すずの音ねはパンパンと自分の頬ほおを叩たたいた。「よく伝えたぞあたし、よく頑張った！　明日は余計なこと考えずに頑張るぞ！　……じゃあな！　それじゃあ先生の様子を見てくる!!」

　一方的に言い捨てて、鈴音は大おお股また歩きで去っていってしまった。

「えええええ……」

　取り残された凛りん子こが困惑きわまる声をもらす。

「シンくんのそばにいろったって……そ、そそそんなこと言われてもーっ」

　以前の自分だったら、小躍りして喜んだだろう。だけど……。

　だけどパオ――――ンッ！と脳内で象さんが凄すさまじい唸うなり声をあげて、凛子はピシリと石になった。今の自分は、怖くてシンくんに近づけないのに……。
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　何だか怒ど濤とうの展開が続くな……。

　鈴音に逃げられて、次にとつぜんアイドルに急襲されたぼくは、気を取り直すようにため息をついた。この二つの事件の恐ろしいところは、どちらの事件も本質的に何の解決もしていないところだ。保留にせざるを得ない状況の連続。だから気疲れだけが積み重なる。

　ベッドから一歩も動いていないのに、すっかり疲れてしまった。

　ふと気が向いて熱を測ってみる――三十六度。すっかり平熱だ。明日からはスケジュール通りの行動がとれるだろう。何だかんだ言って、鈴音の看病のおかげだ。

　ぼくは全身を泥沼に浸すようにベッドに脱力した。そろそろ眠れるだろうか。

　――心を静かにしていたら、階下からかすかな物音が聞こえた気がした。スキーに行っていた生徒たちがホテルに帰ってきたのかもしれない。

　眠ろうと思っていた気持ちが、かすかに覚かく醒せいへとかたむく。もしかすると、凛りんちゃんやお菊きくあたりが、ぼくの様子を見に来るかもしれない。

　ぼくのことを心配してくれて、彼女たちはイの一番にこの部屋にやってくる――この可能性はけっして低くないだろう。

　そこで死んだように眠るぼくを見たら、どんな気持ちになるだろう。

　ここは一発、もう風か邪ぜなんて吹っ飛んだよ！と元気な姿を見せたいところだ。

　ぼくは布団ふとんをひっぺがした。こいつはもう必要ない。服も脱いだ方が元気さをアピールできるだろうか？　相手は女の子なので一応やめておこう。

　よし、この自制心こそ熱が下がった証あかしだ。

　ぼくの鋭敏な聴覚が、ホテルの防音設備にいささかの不備も無いにもかかわらず、この部屋へと接近する者の足音を伝えてくる。足音はひとつ――エリートのぼくにはわかる。この足音は凛ちゃんに違いない。

　勝負は出会い頭の一瞬で決まる。ぼくはドアが開いた瞬間、ちょうど来訪者と対面できる真正面にウンコ座りでスタンバイした。この位置からぼくの元気さを余すことなく伝えるパフォーマンスへと繋つなげる。全身から、決して風か邪ぜによるものではない、別種の熱がみなぎってくる。ほとばしるほどのリポビタンを感じる……いける！　今のぼくなら時代を塗り替えることができる！

　ドアが開いた――今だ！

「イヤッホオオオオオオウ！　風邪なんて一気にどっかへ吹っ飛んじゃったぜえイエエエエエエエエエエイッ!!」

　ぼくは叫びながら流りゆう一いちのようにウンコ座りから一気に跳躍しようとした！

　しかしスタンバイ中に足がしびれてしまい、つんのめってコケた！

　しかしぼくは前方へ華麗に受身を取ってから、その身の情熱を持て余すようにゴロゴロゴロっと床を転がってみせた！　このスピンにはパトスが感じられる！

「ウオオオオオオン！　凛りんちゃん、今のぼくはまるで人間火力発電機だ!!」

　凛ちゃんのまろやかな笑みを期待して、ぼくは顔をあげた！

「……見舞いに来ました」

　イチローがいた。

　ぼくは死んだ（社会的な意味で）。

　ゆっくりと起き上がり、ベッドの布団ふとんを整えて、ぼくは無言で横たわった。

　こほんと咳せきをひとつした。

「……ありがとう」

「……いえ、だいぶ元気そうですね」

　面白くもなんともないヒゲづらでイチローが言った。

　何で凛ちゃんでもお菊きくでもなくて、流一でさえなくイチローなんだよ……。恥ずかしくって顔が熱いよ……今のぼくたぶん三十九度ぐらい熱あるよ……何がスピンにパトスだよ。死ねよ、一分前のぼく。

「組長といっしょのときは今のノリが普通なんですか？」

「うるさいよほっとけよ！」

　ぼくはガチで泣いた。

　熱のせいだよ！　やっぱりまだ完治してなかったんだよ!!

「そもそもなんできみが見舞いに来るんだよ……三年から順番に風ふ呂ろのはずだろ？」

　自分でそう言ってから、ああ、お菊は今、風呂に入ってるんだなと気づく。見舞いになんて来るはずがない。

　しかし、それにしたってイチローというのは一番意外な来訪者だ。お菊と同じ三年というのもあるけれど……。

　敬語で口をきくのをみてもわかるとおり、イチローはぼくに対して他人行儀な四天王である。ぼくだけでなく、凛りんちゃんに対しても遠慮がある。

　かといってぼくたちと意見を異にしているということもなく、学園の活動には惜しみない協力をしてくれている。

　はっきり言って、流りゆう一いちやお菊きくよりよっぽど真面目まじめな人柄である。

　たぶん想像するに……イチローは、四天王の中でも番長の側近という立場だったから、ぼくや凛ちゃんに対して気まずさがあるのだろう。

　それも含めてどうにかしたいとも思うが――彼も三年で、もう卒業だ。

「それが……一刻も早く先生に伝えようと思って、来ました」

「伝えたいこと？　ゲレンデで何か問題でも起きたの？」

「いえ……本当は先生に伝えるべきか迷っていたのですが、しかしゲレンデで巨大な雪玉になった組長を見て、やはりお話しするべきだと心に決めました」

「ゲレンデで巨大な雪玉!?」

　凛ちゃんの身にいったい何が!?

「実は……この津つ軽がるに、番長がいます」

「え……？」

　信じがたい事実に、ぼくは全身の血がさっと引くのを感じた。

　でも、ちょっと待て。

「いや、その前にまず……どうして凛ちゃんが巨大な雪玉になったことがその告白に繋つながるの？」

「え？　あ、いや……実は俺おれはこの事実を昨日、この宿に到着してすぐに知ったのですが、この事実を知ったら先生は怒るかもしれないと思ったんです」

「怒る？」

「先生は、番長を恨んでいるのではないかと思って……」

　ぼくは黙り込んだ。番長――ぼくをリングの上で、ひたすらに嬲なぶった男。

　あのときの痛みはまだ、記憶の中で生々しく傷跡になっている。

「それで黙っていたのですが……しかし組長が雪玉になって改めて、思ったのです。この人は、器の大きい人だと。人間的に大きいというか……組長が大人物なら先生も大人物だろうと、そう思って改めてお話ししようと思いました」

「……意味がわからない」

〈ゲレンデで巨大な雪玉になる〉＝〈大人物、器がでかい〉って……。

　それは凛ちゃんがコロコロ丸っこくって転がりやすいってだけなんじゃないのか？

　あー、でもこういうのはノリというかフィーリング重視なんだろうな。

　いつになってもヤンキー・ヤクザたちのこういうところはわかりやすいようでわかりづらいというか……。

　とにかくゲレンデで大きな雪玉になった凛りんちゃんを見て、その器のでかさに感服したイチローは、ぼくに話すべきか迷っていた話を伝える決意をしたのだという。

「番長は、変わっていました。こういう言い方は何ですが……成長したのだと思います」

　かつて番長の側近だった男は、硬い無表情でそう語った。そして、

「先生は、まだ番長を恨んでいますか？」

　たずねてきた。

　恨んでいた頃ころもあった。

　死んだ方がマシなんじゃないかというぐらいの苦しみを理不尽に与えられたのだ。恨まずにいる方こそ無理がある。

　だけど学園のことで駆けずり回っているうちに、別の気持ちが胸に芽生えてもいた。

　はっきり自覚したのは、イチローに問われた今、この瞬間のことだけれど。

　それはぼくが器の大きい人間だからだなんて、そんなことは無いけれど。

「……今の毒マムシ学園を、彼に見てもらいたい」

　形はどうあれ、ぼくたちはこの学園を彼から引き継いだ。

「変わった学園を彼に示して、どうだって胸を張ることも、ぼくたちの責任だと思う」

　それができたなら、ぼくはこれから先、もっと自信を持って前に進めると思う。

　番長が変わったというのなら、なおのことに。

　嫌味には、ならないと思う。

「……わかりました」

　イチローは驚きもせず、喜びもせず、ただ静かに頷うなずいた。

　それからアッサリと背中を向けた。

　……見舞いに来たとか言いつつ、自分の用件を済ませたらさっさと帰りやがるなコイツ。

　……あれ？　わかりましたってどういうことだ？

「……ところで先生」

　そのまま部屋を立ち去りかけて、寸前でイチローはこちらを向いた。

「先生も、何だかだいぶ毒マムシ学園の生徒っぽくなりましたね」

「え？　どういうこと？」

「影響を受けて、その、バカっぽくなったというか……」

「熱だよ！　熱のせいだよ!!」

　ぼくは再び赤面した。



    

  
    
      


　五章　三日目・修学旅行





「朝食はバイキング方式なんだな」

　料理に群がる生徒たちを眺めて、ぼくはため息をついた。サラダ、パン、スープ、その他いろいろ、いかにもモーニングといったメニューが並ぶ。生徒たち、とくに粗暴なヤクザたちはまるで飢えた獣みたいな勢いで料理を取りに行く。

　病み上がりのぼくにそこに加わる力は無い。

　そんな混乱のさなか、せめて順番に並ぶよう鈴すずの音ねが怒鳴り声をあげている――おや？　それは凛りんちゃんの仕事ではないのかな。

　怒られたヤクザたちも、予想外の人物からの声にキョトンとしている。彼らは大好きなゴン姐ねえさんに叱しかられたくてわざと大騒ぎしている面もある。だけど幹部である鈴音の言うことを聞かないということもなく、そそくさと料理に対して整然と行列を作り始めた。

　凛ちゃんは甘やかすから、鈴音の方がこういうのは向いてるかもしれないな。

　混雑が収まるのを待つぼくのそばに、江え碕ざきさんが子猫のようにすり寄ってきた。

　今日はヒョウ柄ではなかった。

「先生、フルーツポンチですよ、フルーツポンチ。ポンチがあるとバイキングという気分がしませんか？」

　彼女は料理の一番奥まったところにあるデザートコーナーを指差して言った。透明な液体に入った色とりどりのフルーツや寒天は見た目にも華やかだ。

　そんなに言うほど定番じゃないと思う。しかしフルーツポンチに興奮するなんて、子供だなぁ。

「……そういえば江碕さんって何歳だっけ？」

「じゅうさんさい」

「うおっ」と声をあげてぼくはのけぞった。

　中学一年生に相当する年じゃないか。飛び級だとは知ってたけど、そんなにちっちゃかったのか。いや、ちっちゃいのは見ればわかるのだけれど！

　思いのほかに幼いな……。

「おにいちゃーん☆」

　あっけにとられているぼくの不意を突いて、江碕さんは胸に飛び込んできた。

「えへへ、おにいちゃんのお胸おっきい」

　ぼくの胸板にごしごしと頬ほお擦ずりしながら、うっとりとつぶやいた。

「な、なななななんだ急に!?」

　幼いぬくもりが危険で危ない！　一気に目が覚めてしまったような思いだ。

　あわわ……こんな年齢の女の子に抱きつかれるなんて、法に問われてしまいそうだ。

　おはようじょ。

「いや、こういうの嬉うれしいかなーっと思いまして」

　彼女はそう答えて、わりとあっさりとぼくから離れた。

「ううう嬉しないわ！」

　大いに動揺しながらかぶりを振る。しかし江え碕ざきさんはニヤリと笑う。

「先生ロリコンですね！　ブームの最先端に立ってますね！」

　そんなブーム起きてないし、そんなブームの最先端に立つ勇気なんて無いよ！

　ぼくはロリコンじゃない！

「と、とにかくそんなことされても嬉しくなんてないっ」

「そうですか？　いや嬉しいかなーっていうのは私自身の気持ちについての疑問のつもりでしたけれど。……私は嬉しかったですよ？　また機会があったらしたいものです」

「なななんだそりゃ!?　もうしなくていいよ……ん？」

　ふと視線を感じて顔をめぐらせると、凛りんちゃんがぼくと江碕さんの様子を見ていた。ぼくが声をかけようとすると、彼女はふいっと顔を背けてしまう。

　ぼくは声をかけることを躊躇ためらった。

「凛ちゃん！」

　ぼくより先に江碕さんが声をかけて、トテトテと凛ちゃんに向かっていった。

「凛ちゃん、ポンチと繰り返し言ってみてください」

「えええっ!?　そんなこと……言えねえよ……！」

「フハハ……ひっかかりましたね！　ポンチは何度繰り返してもチンポにはなりませんよ！」

「え？　ポンチポンチポンチポンチ……チポンチポン、チポン。あ、本当だ」

　いや、ひっかける側がチンポってはっきり言ってどうするよ。

　もっと恥らえ。

「では、そんな感じで今度はコッチンって繰り返し言ってみてください」

「え……ええと」

　凛ちゃんは不安げに躊躇った。

「大丈夫ですよ」

「そう？　コッチンコッチンコ……チンコッチンコ、チンコ！　あうう!?」

　凛ちゃんはたちまち顔を真まっ赤かにして「あわわ」と唇をふるわせた。

「あわわ……象さんパオーン！　うわーん!!」

　彼女はわけのわからないことを言って、江え碕ざきさんから逃げるように駆け去った。

「……まだ気にしてるみたいですね。意気地なし」

　江碕さんがよくわからないことをつぶやいた。

　しかし、いつの間に〈凛りんちゃん〉なんて呼ぶほど仲良しになったのだろう。

　ますますなんだか寂しいぞ。

「あんなん放ほうっておいてご飯食べましょう。だいぶ空すきましたよ」

　江碕さんが戻ってきて、ぼくの袖そでを引っぱった。

「う、うん」

　ちょっと凛ちゃんが気になるけれど……。

　飢えた生徒たちが通過したあとの料理は、さぞかしひどいことになっているに違いない。

　――と思ったら、料理は意外なぐらい綺き麗れいに減っていた。バカとバイキングなんて最低の組み合わせだと思ったのに。どうやら鈴すずの音ねがかなり厳しく注意をしてまわったようだ。

　やっぱり彼女は凛ちゃんよりもスパルタだな。……たぶん良い母親になる。

　変なことを言うようだけど……鈴音ってぼくの死んだ母さんに似ているような気がするんだよな。

　最近はちょっと様子が変だけど。

　ぼくはサラダばかりを選んで皿に盛った。言うまでもなくぼくは草食男子である。

「おう先生、野菜ばっか食ってんじゃねーよ。肉食え、肉」

「わ、何をする、こらっ」

　いきなり鈴音がぼくに寄ってきたかと思うと、ぼくの手持ちの皿にハムやらウインナーやらを入れまくった。傍若無人を働いてから、ぼくに向かってにかっと笑う。

　――あれ、なんかすごい自然体だ。

「いっしょに食おうぜ、席とっとくから」

　彼女の方からぼくに寄ってきて、肩をポンポンと叩たたく。距離が近い。だけど無理をしている感じがしない。何だか一昔前の距離感だ。

「え、あ、うん」

「私もごいっしょしてよろしいですかね？」

　江碕さんが口を挟んだ。

「じゃ、三人分の席とっとくな」

　パシンとぼくの背中を叩くと、鈴音は軽やかな足取りで去っていく。

　し、自然だ……。

　驚くようなことじゃないのかもしれないけれど。

　これこそまさしく心の友って感じじゃないか。

「吹っ切れたんですかねえ」

　ぽつりと江え碕ざきさんがつぶやいた。

「ああ、そんな感じ……いやでも、吹っ切れたって、いったい何から？」

「フフフ、これは鈍感な男にはわからない、女の子にしかわからないアレですよ」

　江碕さんが薄く笑った。

「女の子にしかわからない……まさか、あの日か……」

　すかさず江碕さんがぼくを殴った。彼女の方からのツッコミはすごく珍しい。ぺちって感じで痛くもなんともなかったけれど。

「さいきん先生、自制心がなくなってアホになってきてませんか？」

「実はぼくもそう思う……」

　要反省だった。

「初潮前の女の子の前でそんなこと言うなんてデリカシーがなさすぎです！」

「そんな事情は知らないよ!!」

　デリカシー云うん々ぬん言うならそういうこと自分からバラすなよ！

「嬉うれしそうな顔しちゃって、もう、先生は本当にロリコン無双ですね」

「絶対今のぼく嬉しそうな顔してないよね!?　内心でツッコミいれてたのに！」

「おにいちゃーん」

「抱きつくなっ！」

　江碕さんはぼくの腰にしがみつきながら、ぼそっとつぶやいた。

「フフフ、先生の本音がどんなものであれ、じゅうさんさいの私にとって先生の社会的信用を失墜させることなど容易たやすい……」

「性タ質チ悪っ！」

　ＩＱ３１４の十三歳……なんて恐ろしいんだ……。社会的に最強じゃないか……。

　気のせいかまわりのヤクザたちの視線が痛い……。

「フフフ、私とは仲良くしておくのが賢明ですよ」

「はい……わかりました……」

　なんでこんな話の流れになってるんだ？

「……それでは仲良くご飯を食べましょう。どこぞの意気地なしは放ほうっておいて」

　江碕さんの小さな手が、ぼくの服の袖そでをぐいぐいと引っ張る。

　あれ？　意気地なしって誰だれのことだっけ？

　おーい、早く来いよー、と席を確保した鈴すずの音ねがこちらに手を振った。



　　　＊



　毒マムシ学園のアツイ冬――学生らしい楽しみを何ひとつ知らない生徒たちのために凛りんちゃんが企画したこの旅行は、林間学校・スキー教室・修学旅行・卒業旅行といった代表的な学校旅行の要素をすべて併せ持ったものである。

　いわば七英雄が全員合体してラスボスになったようなスペシャル感を持っている。

　初日は林間学校であり、二日目は参加していなかったけれど、スキー教室だった。

　そして三日目は修学旅行として、青あお森もりの観光施設を巡ることになる。

〈修学〉旅行だけあって、それはただの観光というよりも、学術的な要素を色濃く含めたものになる。

　まずは縄文時代の知識を深められるテーマパーク見学からだった。

　青森と縄文時代は縁が深い。それは三さん内ない丸まる山やま遺跡だとか歴史の教科書にも出てくるような遺跡がいくつもあり、研究が進められているからだ。

　ぼくたちはまず縄文時代テーマパーク『土器☆ドキ！　縄文パーク　～あなたの縄目を私の心に刻み込んで～』へと向かった。

　サブタイトルにすごくツッコミを入れたかったが、我慢した。



　ぼくはバスに乗る際、凛りんちゃんの隣をスナイパーのごとく狙ねらった。

　さりげなく凛ちゃんの隣になる。

　こういった小移動のバスでは、彼女はわざわざ先頭座席に座らない。しかし真っ向から一緒に座ろうと誘うと、断られるような悪い予感がした。

　悪い予感――しかし断られる理由にはさっぱり心当たりが無い。マジで嫌われたのだろうか……。

　接近できないことには、気持ちを確認することさえできない。正直かなり不安で弱気でもあるのだが、ぼくはそれらを押し殺し、背水の陣で凛ちゃんの隣を狙う。

　一弾に命運を賭とす、スナイパーのように。

　生徒たちがバスに乗り込んでいく。みんないちいち隣だとかは気にしていない。流れに従って順番に乗った前後の相手と隣り合わせになっていく。だからぼくはステルス戦闘機のごときフットワークで生徒たちの混雑をさばき（はた迷惑である）、凛ちゃんの背後に接近する。

　凛ちゃんには気付かれず背後をキープ。いざ座る段になってようやく気付くというのが望ましい。……何だかストーカーじみてきたな。だが……。

　凛ちゃんは動物じみた第六感で背後を振り返った！

「にゃあああああ!?」

　彼女は悲鳴をあげて、前に並ぶヤクザを無理やり掻かき分わけた。「ゴ、ゴン姐ねえさん割り込みは悪いことですぜ……アウチ！」「アウチ！」「アウチ！」「アウチ！」暴走する組長を止めることは誰だれにも出来なかった。ぼくは取り残されてしまった。その背中はあっという間に手の届かないところに……。

　これは、旅行初日の「組長としての責任感からぼくを避ける」という態度ではない。

　明らかに別の理由からの態度だ。

　ううう……マジで何なんだろう……。

　本当にヘコみたくなってきた。



　広大な公園に竪たて穴あな式住居が点々としている。その中には縄文時代の生活を伝える展示品や資料なんかが陳列されている。

　縄文人の生活を仮想体験しながらその知識を深めよう――それが『土器☆ドキ！　縄文パーク』のコンセプトである。

　こういった観光施設の、『さあ学びなさい』というあからさまなオーラは、多くの場合、人々の興ざめを招くものだ。しかしバカではあっても好奇心旺おう盛せいな毒マムシ学園の生徒たちは、無邪気な歓声をあげて住居を巡った。素直な連中なのだった。

　ぼくも生徒たちの後に続く――凛りんちゃんの姿を探しながら。

「もはや土器と石器の作り方は完全にマスターしたぜ！」

「いつでも縄文人になれるぜ!!」

　いくつかの住居を巡ったヤクザたちが胸をはった。こいつら満喫してるな……。

　飯はん盒ごう炊すい爨さんのときもそうだったが、社会的弱者として将来ホームレスになりかねないというリアルな恐怖感を抱いている彼らは、こういう原始的で自給自足に近いライフスタイルに並々ならぬ興味があるらしかった。逃避の一種かもしれない。

「あっちで実際に作ったりできるらしいぞ」

　ぼくがコーナーの一角を指で示すと、彼らは「よっしゃーっ！」と駆けていく。元気な連中だ。せっかくなのでぼくもついていくことにしよう。

「ああああああ、破けて穴が開いちまった!!」

「俺おれの石いし槍やり、ささらねえぜ!?」

　――数刻前まで自信満々だったヤクザたちは、体験コーナーの住居の中で出来損ないの土器や石器を片手にしゅんとうなだれた。

「俺たちじゃ自力で縄文人レベルの生活もできねえのか……」

「昔の人たちは大変だったんだなぁ」

　彼らは、もうすぐ卒業する三年のヤクザたちだった。

　竪穴式住居の奥から、くぐもった声がした。

「……昔の人も今の人も生きていくのが大変なのは変わらねえべよ。俺だってちょい前まではちゃんとした勤め人だったのに、リストラに遭って今じゃしがない係員……まぁ能天気な学生さんに世の中の厳しさなんてわかんねえだろうけど……ぶつぶつ」

　係員のオッサンだった。

　オッサンは、すぐそばに座っていた別の兄ちゃんに耳を引っ張られた。

「コラ、お客さんに何を愚痴ってやがる！　あんたはうちに再就職決まっただけマシじゃないか！　青あお森もりの失業率なめんなよ！」

「そ、そうは言っても最低賃金に各種保険もろもろ無しって待遇はあんまりじゃ……」

「そんなワガママ言える立場かよ。なんなら今日から路頭に迷うか？　ああん？」

「ひぃ!?　お助け！」

　……この人たちは客の前で何を生々しい会話しているのだろう。ぼくとヤクザたちはウンザリと顔を見合わせた。

　はからずもこの施設の嫌な舞台裏を覗のぞき見てしまった。

　そそくさと竪たて穴あな式住居から這はい出た。

「そんなことより凛りんちゃんはどこだろう……」

　外に出てきたぼくはキョロキョロとあたりを見回す。ちょうどすぐ近くの別の竪穴式住居から、にょきっと凛ちゃんが出てきた。

「凛ちゃん！」

　ぼくがそう声をあげると、彼女は逃げ出した。

「どうして逃げるの!?」

　ぼくは慌てて追いかける。凛ちゃんは全力で逃げた。広い公園をぐるぐると駆け巡った。その様子を見てヤクザたちが「先生、狩りの時間でござんすか!?」「うおおおお、血がたぎってきたぜ！」革張りのタイコでドンドコと野生のリズムを刻んだ。ちょっと待て、どうして縄文時代にそんなものがある。

「はい、弓ですよ、弓。狩りのおともに」

　ぼくの横に並走してきた江え碕ざきさんが弓を渡してきた。

「よしきた」

　反射的に、ぼくはついつい凛ちゃんに向けて矢を放った。

「にゃっ!?」

　逃げる彼女に矢がよぎり、凛ちゃんは悲鳴をあげた。

「む、当たらないぞ」

「当たったら大変ですがな」

「ワンモアチャンス！」

「狙ねらいは足ですよ！」

　二本目の矢は正確に凛ちゃんの足に飛んだが、「にゃっ!?」彼女はぴょんと飛び跳ねて矢をかわした。なんてこった。この獲物できる!?

「ちょっと待て、この矢めっちゃ先が尖とがってるんだが、当たったら大おお怪け我がしないか？」

　ちょっと冷静になって江え碕ざきさんにたずねてみる。

「そこに気付くとはさすがです」

「しゃれになってないぞ」

「まさか本当に凛りんちゃんに矢を飛ばすとは思わないじゃないか。軽い冗談だったのに」

「ぼくはこう見えて意外にノリがいいんだ」

「うわぁあああああん！　狙ねらわれてるよーっ!?」

　凛ちゃんが悲鳴をあげて逃げていく。

　あ、待ってよ、となおも追いかけようとしたぼくだが、背後から冷たい殺気を浴びせかけられて振り向いた。

「先生……展示品を勝手に使って何ハシャいでんだ……？」

　鈴すずの音ねがいた。超怒っていた。

　ぼくは狩るものから狩られるものへと立場が変わったことを自覚した。
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　青あお森もりは船と縁が深い街でもある。ぼくらが泊まっている津つ軽がる海かい峡きようのあたりも漁村だし、青森市だって港町だ。水揚げ量日本一の八はちの戸へだってある。

　青森のいたるところに生鮮市場があり、ぼくたちはいくつかの市場にバラけてそこで昼ご飯を食べることになった。

　青森では市場の中で丼どんぶり飯めしを買って、丼飯を片手に市場をめぐり、オバハンから刺身を買ってオリジナル海かい鮮せん丼どんを作るという、通称のっけ丼というものが流は行やっているのだ。大体千円ぐらいで立派な海鮮丼ができあがる。安いってほど安くないが、そこいらの寿す司し屋やで同じものを注文したら二、三千円ぐらいはぼったくられるだろう。

「先生、俺おれだって知ってるぜ！　こいつは寿司って言うんだぜ！」

「海鮮丼だよ」

「うめえ！　ジャパニーズ寿司すげえ！　ヒューッ！」

「海鮮丼だよ」

　そして昼食を終えたぼくたちは漁船博物館『みちのく☆メモリアルシップミュージアム～あなたのハートも一本釣り。そのまま定住して！～』へと向かった。サブタイトルの趣旨がおかしくなっていた。どれだけ過疎やねん。



　広々とした館内には青森における漁業の歴史についての展示や、様々な種類の漁船・北海道への連絡船の模型などが展示されている、

　特に生徒たちの興味をひいたのは、『体験・海の男』コーナーだった。

　そこには海の男たちの漁の様子がエキサイティングに解説されていたのである。一本釣りや置き網漁などいくつかの種類に分かれ、それぞれ実際に体験しているかのような臨場感あふれる写真や詳細な説明があった。

　ひと通り観み終おえると、海から陸に戻ってきたような錯覚があった。

「俺おれ、海の男になる！」

　三年生のヤクザが鼻息を荒くして言った。

「海賊王に、俺はなる！」

「そ、それはやめておいた方が……」

　海の男は海の男だけど、ちょっと意味が違うような……。

　そんなぼくらの背後から「ドワッハッハ！」と豪快な笑い声がした。振り向くと、筋骨隆々としたタフガイたちがいた。たくましい……。彼らは一様に『俺は海の男だぜ』と書かれたおそろいのピチピチなＴシャツを着ている。冬なのに半はん袖そでである。冬なのに日焼けして真っ黒である。

　そして――でかい。彼らは凄すさまじくでかかった。どいつもこいつもプロレスラー、もしくは北ほく斗との拳けんのボスキャラみたいな巨漢だった。

　こいつらが――津つ軽がるの海の男か……！

「オメエラみてえなナマッチョロイ都会っ子じゃあ、マグロとはとてもじゃねえが闘えねえよ！」

「金魚すくいがお似合いだなァ！　ドワッハッハッハ！」

　海の男たちは声をそろえて笑った。

　気の短いヤクザ二人はたちどころにいろめきだった。

「てめえ、国くに定さだの権ごん田だ原わら組をナメんじゃねえぞ！　ヤクザキーック！」

　ヤクザの一人がとび蹴げりをした。しかし海の男は大地に根を張った巨木のように、ビクリともしない。

「ヤクザキック！　ヤクザキック！　ヤクザチョップ！　ヤクザチョップ！　ウオオオオオオッ！　コブラツイスト！　ハァハァ、なかなかやるじゃねえか……」

　ヤクザの猛攻をすべて受けきった海の男は、余裕の笑い声をあげた。

「グワッハッハッハ、くすぐったいわい！　まるでドクターフィッシュにかまれたみたいだなァ!!」

「ハ……ハイソな趣味してんじゃねえか!?」

「グワッハッハッハ！　……マグロパンチ！」

「ぎゃおおおおおん!?」

　丸太のような太い腕が、一撃でヤクザを吹っ飛ばした。

「マグロキック！」

「どわあああああん!?」

　もう一人のヤクザもたちどころに吹っ飛ばされた。

「グワッハッハッハ！　オメエラみてえな半端モノは海じゃ生き残れねえ！　都会に帰って『ですくわーく』でもするんだなァ！　ドワッハッハッハ!!」

　ドシンドシンと海の男たちは去っていく。ヤクザたちは這はい蹲つくばったままその背中を見送ることしかできなかった。

　様子を見ていた鈴すずの音ねが、倒れるヤクザたちに駆け寄った。

「バカ、三年でもうすぐ卒業だからって鍛えもしねーからそーなるんだ。情けねーサマさらしやがって」

　いや、あれは相手が悪すぎたと思うけど……。

「ウウウ……俺おれはやっぱり半端モノだったのか……」

　鈴音にすがりついてヤクザが泣き言をもらした。

「今からだって、頑張れば……」

　鈴音の慰なぐさめの言葉を、しかし悲痛な声がさえぎった。

「したっけ、俺たちはもう卒業じゃねえか！　俺たちは半端モノのまま社会に出て行くしかねえんだっ!!　ウワーン鈴音姐ねえさん、社会が怖いよう！　えぐっえぐっ！」

　鈴音はかける言葉も失って、泣きじゃくる三年生ヤクザの背中を撫なでさすった。ふと彼らの泣き顔が、旅行前のイチローの涙と重なった。……やっぱり三年生たちが心配だな。



　博物館の順路の中程で、ぼくは凛りんちゃんの姿を見つけた。ほぼ同時に、凛ちゃんもぼくを察知してビクリと身を震わせた。

「凛ちゃん！」

「シンくん！」

　叫ぶと同時にぼくは駆け出した。しかし凛ちゃんも逃げるように走り出していた。

「なんで逃げるの!?」

「なんで追うのっ!?」

　質問返しされてしまった。何な故ぜ追うのか――深い質問だ！

　どうしてぼくは凛ちゃんを追うのか……それは、ぼくが凛ちゃんのことを……。

　広い館内をぼくたちがぐるぐると駆け巡る。その様子を見てヤクザたちが「先生、漁の時間でござんすか!?」「うおおおお、血がたぎってきたぜ！」ヤクザたちが大漁旗をぶんぶん振り回した。なんでそんなもんが展示されてるんだ。

「はい、投げ網ですよ、投げ網。漁のおともに」

　ぼくの横に並走してきた江え碕ざきさんが網を渡してきた。

「よしきた」



    

  
    
      



    

  
    
      　反射的に、ぼくはついつい凛りんちゃんに向けて網を投げつけた。

「んにゃ!?」

　投げ網は空中で凛ちゃんに覆い被かぶさるように大きく広がり、落下した。逃げ場はどこにもない。ジタバタとする彼女にからみついて、完全に身動きを封じた。

「ええええ!?　ちょ、ちょっと何これ!?」

　脱け出そうとすればするほど網は絡みつく。にっちもさっちもいかなくなって、凛ちゃんは「うえええええん」と声をあげた。いわばクモの巣にからみ獲とられた美しいバタフライ……。詩的なことを言ってる場合じゃないな。

「ええと、この後はどうすれば……」

「やはり引っ張るのではないでしょうか」

　江え碕ざきさんが横合いからアドバイスをくれたので、ぼくはぐいっと引っ張った。

「や、やだ！　網が食い込んでくるーっ!?」

　む、むう……!?　凛ちゃんの柔らかそうな太ももに網が!?　まるでＳＭだよ！

「え、ええと、じゃあこっちを引っ張ればいいのか」

　ぼくは反対側の網を引っ張った。ぐりっと網が凛ちゃんのスカートを巻き込みつつ持ち上がった。あわわ、柔らかそうな太ももが付け根から！　パンツが見えそうだよ！

「やーん！　ス、スカートがまくれるっ!?」

「な、なんてこった!?」

　何だかいやらしいことになってきたぞ。くそ、どうすればいいんだ。

「こっちか、こっちを引けばええのんか!?」

「ちょ、やだっ、そんなところこすっちゃだめーっ！　やーん！」

「この網の野郎！　いったいどこを擦ってやがる!!」

　自分が操作しておいて思わず網に嫉しつ妬としてしまった。

　不意に、背後から凄すさまじい殺気を浴びせかけられて、振り向いた。

「先生……あたしがみんなを引率して問題が起こらないように努力してるってのに、展示品を勝手に使って、ナニ変なプレイしてやがんだ……？」

　鈴すずの音ねがいた。

　またも鈴音のコワイ表情を見た。愛用の木刀がゆっくりと振りかぶられる。

「ちょ、ちょっと待ってゲブラっ!?」

　弁解も許されず、ぼくは殴り飛ばされた。

「……オメエなら海の男になれるかもしれねえなァ」

　木刀を握る鈴音に、海の男たちが集まってきた。

「あたしは女だっ！」

　そして鈴音は海の男に勧誘をされつつ、凛りんちゃんを網から救出した。
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　真しん太た郎ろうを追い払って、鈴音は凛りん子この救出をはじめた。彼女に絡まる網を丁寧にひっぺがえしていく。

「オラ、てめーらもいつまでもオロオロと眺めてんじゃねー！　組長は無事だから、みんな順路に戻れ!!」

　遠巻きから心配そうに事態を眺めていたヤクザたちは、鈴音に言われて慌てて順路に戻った。鈴音は幹部なのでみんな言うことを聞くのである。

　これで一件落着というべきだろう。鈴音はため息をついた。

「ううう……鈴、おめえにはいつも苦労をかけるな」

　さっきまですごくヘッポコな表情をしていた凛子は、ようやくヤクザの鉄火肌を取り戻して言った。しかし言ってる内容は依然として情けなかった。

　いつものことだよ親分、と鈴音はもう一度ため息をつく。そのため息を見て、凛子は再びしょんぼりとうな垂れる。

「何だか、鈴の方が立派にみんなを引率してくれるような気がしてきた……」

「バカ言ってんじゃねーよ。みんなゴンを慕って集まってるんじゃねーか。あたしじゃ誰だれもついてこねーよ」

「でも、最近のあたしにはあんまり威厳がねえと思うし……」

「ゴンが今までしてた無理がもう必要なくなってきてんだよ。つーかもともとみんなゴンに迫力を感じてついてきてたわけじゃねー」

　鈴すずの音ねはぐりっと凛りん子この頭を撫なでた。凛子は「はうっ」と変な声をあげる。

　ぐりぐり撫でると、髪質が柔らかくてほわほわとした感触の頭だ。この親分という人間は、何から何までほわほわとしている。やるときはやると知っているけれど、間違いなくこっちのほわほわの方が彼女の本質だろうと鈴音は思う。

　無理しないですむなら、それが一番いいのだ。

「む、無理なんてしてねーよ」

「……先生と上う手まく話せそうにねーか？」

　凛子の強がりを無視して、鈴音はたずねる。

　凛子と真しん太た郎ろうを少しでもくっつけようと思って引率の立場を買って出たものの、凛子が真太郎から逃げ回ってばかりいるのを、鈴音はちゃんと見ている。

　凛子は、別に鈴音に引率を頼んだわけじゃないけれど、罪悪感を抱いてしまった。

「ううう……大丈夫、大丈夫だ！　仲直りしてみせる!!」

「別にケンカしてるわけじゃねーだろ……」

「大丈夫ったら大丈夫だ！　あたしの任にん侠きようの誇りにかけて、いつまでも象さんごときにビビってなんていられねえ!!」

　凛子はもろ肌を脱いで背中の刺青いれずみシールを見せようとした。彼女のキメポーズである。

「ゴン、落ち着け。今の格好でもろ肌を脱いでも刺青じゃなくてブラが見えるだけだ」

　ひゃあっと悲鳴をあげて、凛子は慌てて着衣を整えた。

　……いっそこいつを憎めれば気が楽になるのに……だけど本当に憎めねー奴やつだ。

　そう思って鈴音は苦笑した。



　いつまでも象さんごときにビビってなんていられねえ！

　――そう啖たん呵かを切った凛子親分は、しかし博物館からバスへの移動にかけて、またも凛子の隣に座ろうと接近してきた真太郎に対して、つい、悲鳴をあげて逃げ出した。

　凛子は面めん目ぼくも無く、バスの座席でうつむいてしょげた。

　慣れ親しんだはずの真太郎が、しかしあの風ふ呂ろの事件を経へてから一転して、まるで別人のように感じられるのである。怖い。おっかない。

　ただほんの一つだけ、今まで知らなかったことを知っただけだというのに、それだけで何もかもが変わってしまったように感じられた。五十嵐いがらし真太郎が得体の知れないものに変わってしまった。

「……まだ象さんにビビって先生に近づけないんですか？」

　気がつくと、いつの間にか隣に江え碕ざきレオナが座っていた。

「凛りんちゃんは情けない親分ですね」

　彼女は嘲あざけるように鼻で笑った。凛りん子こは慌てて強がった。

「べ、別にビビってなんてねえよっ！」

「ビビってますよ。ビビりまくりです。強がって誤魔化さないでください。あなたは真しん太た郎ろう先生が転校してきた最初から、今までずっとビビりっぱなしじゃないですか。あなたは任にん侠きようとしてヤクザを率いることに勇気を振り絞った。その一方で、真太郎先生との関係では一貫してヘタレでした」

　レオナは遠慮なく言葉を投げつけた。

　凛子はその指摘をすべて事実と認めざるを得ず、しかしもはや強がることもできず「ううう……」とうなって黙りこくった。

「白馬に乗った王子さまを待つばかりで、いったいいつの時代のお姫さまですか、あなたは。組長で忙しいなんて言い訳は、本来なら通じませんよ。事実は動かないんですから」

　頭も口もよくまわる天才は、機関銃のように一方的に罵ののしり続けた。

「気付いていますか？　真太郎先生のことを誰だれより理解しているのは、今やあなたではなく鈴すずの音ねですよ。あなたがヘタレて鈴音を担当編集に据すえたときから差は広がり続けているんです。真太郎先生の『自分は凛ちゃんが一番好き』っていう思い込みが覚めたら」

　レオナは一息をおいて告げた。「あなたはもうお終しまいです」

　凛子は何も答えず、レオナは苛いら立だちをあらわに言葉を続けた。

「あなたは何も言わない、何もしない。夢を見て待っているばかり。ロマンチックな自分を肯定して、妄想の綺き麗れいさで自分を正当化してる。可愛かわいいですね、あなたは。そういうみっともないマネ、もうやめたらどうですか？　私も鈴音も、見ていてイライラしています。バカにしてますよ。あなたの態度は私たちに対しても真太郎先生に対してもバカにしてます。綺麗な部分も生々しい一面もひっくるめて一人の人間でしょうに。綺麗な顔があれば腹の中には内臓も抱えているのが人間でしょう。あなたの妄想でデコレートされた真太郎先生への好意は、そんな事実でひっくり返るような薄っぺらなものですか」

「そ、そんなことはねえっ！」

　凛子は反論に、初めて怒鳴り声をあげた。

「あたしのシンくんが好きって気持ちは、象さんごときにひっくり返されるようなもんじゃねえっ！　ただちょっと……ビビってただけだ!!」

「その、ビビるってのをもうやめろって言ってるんですよ」

「あ、あたぼうよ！　あんな象さんごときもう怖くなんてねえ！　あんなもん……引きちぎってやる！」

「……それはやりすぎです」

「ええい、とにかくよくわかった！　あたしは、象さん、いや……あんなもんチンコだ！　あたしはチンコもひっくるめて、全部もろもろひっくるめてシンくんが好きだ!!」

　凛りん子こは座席から思いっきり立ち上がり、もろ肌を脱ごうとしてシャツを脱いだ。

「ブラが見えてますよ」

「う、うるせえっ！」慌てて着直した。

　狭いバスの中である。あたりの生徒たちは「く、組長がチンコとか言ってるぞ……」「さっきは引きちぎるとも言ってた……」とボソボソ噂うわさしあった。

　バスが目的地に到着して停車した。席から立っていた凛子は体勢を崩して前の座席にゴンと頭をぶつけた。涙目になっておでこを押さえつつ、言う。

「よし！　シンくんのところに行ってくる！」

「行ってらっしゃい」

　凛子はレオナに背中を向けかけて、しかし、すぐに振り返った。

「……レオナちゃんはどうして私にそんなに優しくしてくれるの？」

「優しくなんてしてませんよ。私はあなたのことを罵ののしって罵って罵りまくって、苦痛に歪ゆがんだ顔が見たかっただけです」

「嘘うそだよ。叱しつ咤たして、諭さとして、私の背中を押してくれた。だから私、勇気が湧わいたもん」

「だったらそれは、私の当てが外れただけです。ヘコませてやろうと思ったのに。まったく残念無念です」

　レオナは無表情に肩を竦すくめてから、しっしと手で凛子を追い払った。

「とっとと行かないと決意が鈍りますよ。どうせだったら勢いを大事になさい」

　凛子は「うんっ」と頷うなずいて、バスの降車口に駆けていった――途中列をつくっている生徒を無理やり掻かき分わけながら。「ゴ、ゴン姐ねえさん割り込みは悪いことですぜ……アウチ！」「アウチ！」「アウチ！」「アウチ！」

　レオナはしばらく座席に座ったまま、その暴走する背中を見送った。

「……あなたが優しい人だからですよ。どうして憎むことができますか……」

　自分の胸中の複雑な感情が整理できず、苦渋に歪んだ顔をして呟つぶやいた。

「江え碕ざきレオナじゅうさんさい……自ら望んで捨てた初恋でしたとさ」



　　　＊



　バスは青あお森もり市街の中心にある青森県の物産が集められた観光ビルディングに停まった。ここで生徒たちはこの旅行のお土産を買って帰るのである。三日目修学旅行の最後の締めくくりだった。

　それは巨大な三角形の近未来的な建物で、ちょうどその背中には青あお森もりベイブリッジがそびえている。生徒たちの列に続いて建物に入ろうとしたぼくは、背後から声をかけられた。

　この旅行中は凛りんちゃんといっしょにいるのは諦あきらめた方がいいかもしれない――そう思っていた矢先だった。

「シンくん！」

　猛烈な勢いで走ってきた凛ちゃんが、ぼくの手をとった。

「凛ちゃん!?」

　どうして急に？

「いいから！　お願いだからこっちにいっしょに来て!!」

　ぼくの手をとった凛ちゃんは、生徒たちの流れから逸それて走っていく。何人かのヤクザたちが「なんだなんだ？」とこちらを気にしたが、すかさず鈴すずの音ねが「おめーらはとっとと建物に入ってお土産を買え！　今買わねーともう機会はねーぞ!!」と列の乱れを制した。

　人ごみから離れて、凛ちゃんは建物のすぐ脇わきにある階段へとぼくを導いていく。この階段は――青森ベイブリッジへと続くものだ。

　青森ベイブリッジはその名の通り横よこ浜はまベイブリッジを模して建てられた巨大な橋で、夜間は鮮やかな光でライトアップされる。もちろん車も通行している。

　ベイブリッジには雪が降り積もっていた。ライトアップの青や緑の光が、あるいはカーライトが、雪に反射して幻想的な彩いろどりを見せている。

　横浜ベイブリッジと同様に――カップルがいっしょにいるのがよく似合いそうな、ムーディーでロマンチックな場所だった。

　青森にもこういう場所があるんだなと妙な感心をすると同時に、凛ちゃんはどうしてぼくをこんなところに連れてきたんだろうと考える。

　告白か――そうでなければ恋の終わりが似合いそうなスポットだ。

　にわかに胸が不安になる。

　ぼくたちの脇を車が通り過ぎて、凛ちゃんの髪が風に揺れた。振り向いた凛ちゃんの顔は、綺き麗れいだった。背景には星と雪とライトが輝いている。宝石箱みたいだ。その中心で、凛ちゃんは一番大きな手放したくない宝石みたいだった。

　どうしてぼくはここに連れ出されたのだろう……。

　ぼくが転校してきて始まった何かに、今ここで、終止符が打たれてしまうのだろうか。ずっと凛ちゃんに避けられていた――嫌われた理由を告げられて。

　石弓が悪かったんだろうか……いや、投げ網か……。

「シンくんはさ」凛ちゃんが口を開いた。「前に、ヤクザになったあたしのこと、昔と変わってないって言ってくれたよね」

　憶おぼえている。凛ちゃんが番長を倒した、その直後のことだ。

「嬉うれしかった。ずっとヤクザになった自分を受け入れてもらえるか不安だったから。だけどシンくんは全部まるごと私を受け入れてくれた。あたしは私だって、昔からずっと同じだったって……なのに」

　ライトアップに照らされた凛りんちゃんの表情が悲しげに歪ゆがんだ。対たい峙じしているぼくの気持ちまで悲しくなる。

「ごめんなさい」次に続いたのは、予想外の言葉だった。

「シンくんはずっと私のことを丸ごと受け入れてくれていたのに、私はシンくんの全部を受け入れられていなかった！」

　凛ちゃんは突然ぼくの胸元に飛び込んできた。ぼくの胸にくっついて、上目遣いに見つめる彼女の瞳ひとみは涙でうるんでいた。

「好き！」

　車が通り過ぎる音よりもはるかに大きく、夜空に響き渡るような声で凛ちゃんが言った。

「私はシンくんのことが――グロいチンコも含めて好きっ!!」

　……は？

　……今、このシチュエーションであってはならない単語が交じっていたような……？

「な、何を含めて好きだって……？」

「何度でも言う！　私はグロいチンコも含めてシンくんのことが好き！　昨日今日とずっと逃げ回ってごめんなさいっ!!」

　凛りん子こはごめんなさい、ごめんなさい、と繰り返しながら「うえーん」と泣き出した。

　よくわからないけれど、ぼくはもう彼女から避けられたりしないらしい。そう理解して胸に安あん堵どが湧わく――同時に、封印されていた記憶が甦よみがえった。エドモンド本ほん田だ……スーパー頭突き……あの風ふ呂ろ場ばでの出来事!!

　そのときぼくの脳裏ですべての謎なぞがつながった！

　凛ちゃんはそれをトラウマにしていたのだ。……いや、ぼくのそれはグロいってほど変じゃなくて一般男性として平均的なそれだと思うのだけれど……。

　そういえば……あんな悲しい事件があった……。

　凛ちゃんはぼくのことをぎゅーっと抱きしめながら声を絞り出した。

「わ、私はもうシンくんの全部を受け入れたから……その……私のことも全部好きにしていいっ！」

「え……ええっ!?　好きにって、何を!?」

「じゃあ今夜私から夜よ這ばいに行くっ！」

「こ、今夜はもうホテルに泊まらないよ!?」

　帰りもバスで夜行なのだ。もう今夜にはホテルを出て帰る予定である。

　ぎゅっと抱きしめてくる彼女だけれど、その感触は何だかふわふわしていて柔らかい。

　そうだ、彼女も女の子なのだ。当たり前に距離が近すぎて意識していなかったことを、今さらながらに意識した。ずっと賢者タイムだったということもある。

　凛りんちゃんはこんなに魅力的な女の子だったんだ。

　彼女の頭のてっぺんに頬ほおをのっけて、これ以上はできないというぐらいお互いに身体からだを密着させあいながら、ぼくは彼女の髪と背中を撫なでた。「……えへへ」ぼくの胸のあたりで、ようやく凛ちゃんに笑い声が戻った。

　良かった。

　色々と混乱があったようだけど、ようやくあるべきスタンスに戻れた気がする。いや戻ったというだけじゃない。ぼくは一人の男として、凛ちゃんを異性として……。

　……ふと目線をあげると。

「……」

　ぼくたちが登ってきたのとは逆側の階段に、ぼくと凛ちゃんとは車線を挟んだ向こう側に、お菊きくがベイブリッジを登って来ていた。

　表情を真っ白にさせた彼女は、だけど何も言わずに背中を向けて、転げ落ちるように階段を降りていった。

　ぼくと凛ちゃんは何かが変わった。だから……。

　追いかけることも、声をかけることも、できるはずがなかった。



    

  
    
      


　六章　最終夜・卒業旅行





　しがみついてくる凛ちゃんを撫なでてたら、それがやけに落ち着くものだから、ついうっかり撫ですぎて、ひたすら撫でていたら、お土産を買い損ねてしまった。

　気がつくとバスに戻る時間だったのである。

　とってつけたようなリンゴ味のお菓子、買いたかったな……。

　相室の流りゆう一いちやイチローがまだ戻ってきていない部屋で、ぼくは満足感のあるため息をついた。なんか色々と問題があったような気もするが、すべて帳消しになったような気分だ。

　……階段を降りていくお菊の背中だけが、心にひっかかっているけれど。

　ついいつも子供っぽくあしらっていたけれど、お菊も三年で、ぼくよりも年上なのだ。ぼくにまとわりつく彼女の気持ちというものも、ぼくが想像していたよりも真剣なものであったかもしれない。

「……うーん、やっぱりそういう可能性があるのか」

　まさか、自うぬ惚ぼれじゃなくて？

「しかしだな……こういうのは誤解すると痛々しいことになるぞ……」

　でももしそうだとしたら、お菊きくに対するぼくの行動って……。

　落ち着け、ぼく。こういうのは非日常でテンションが上がっている旅行中に考えることじゃない。

　四天王である彼女とは、穏便に付き合いたい関係だ。腕っ節は頼りになるし、明るい性格の彼女は何だかんだでいっしょにいて楽しいし、怒らせたら命の危険がある。変な勘違いで関係をこじらせたら、ぼくはえらいことになってしまうだろう。

　よし、とりあえず旅行が終わって、落ち着いた日常を取り戻してから考えよう。

　これは現実逃避じゃないぞ。

　などと思っていたら、部屋にイチローがやってきた。

「先生、番長をつれてきました」

「はあ？」

　と、唐突に何を言ってるんだ？

「いや、だって、今の学園を見てもらいたいって言ってたじゃないですか。ロビーで待ってもらってますけど」

「あ、そういえば言ったね」

　あのときの『わかりました』っていうのはこういうことか。やけに手回しが良いな。

　親切だけど、事前に一言欲しいよ……。段取りとかも必要だし。

「それでどういった形で今の学園を番長に伝えるんですか？　会って話すんだったら、ロビーで待っている番長をここに連れてきますけど」

　……なんか素直にロビーで待ってる番長を想像したら、ものすごい違和感だな。ずいぶん可愛かわいげがあるというか。

　……言葉で伝えても薄っぺらになりそうだな。

「そうだ！　とりあえず番長は大広間に連れて行ってくれ！　ぼくは極道コースでボクシングやってる奴やつを集めてくる!!」

「極道コースの連中ですか……？」

　ぼくの思いつきにイチローは首をかしげる。だけどぼくの胸は高鳴った。

　かつて学園最強だった彼に――たぶんこれが、最高の形だ。

「今の学園を身体からだで理解してもらう。スパーリングだ！」



　ぼくが極道コースボクシング科の生徒に集合を呼びかけて各部屋を巡り、大広間にやってくると、そこにはすでに生徒たちが集まっていた。

　ボクシング科の連中は当然のことながらほとんどがヤクザたちだ。

　そのヤクザたちが遠巻きにするようにして、部屋の中央に――その男はいた。

　番長はぼくの姿を見つけると、何か言いたげに顔を歪ゆがませて、それから気まずげに顔を背けた。

　そのやけに人間くさい仕草だけで、不思議なことに恨みつらみがすべて霧のように消えてしまった。気に病んでくれている、それだけでぼくは満足だった。

　イチローが言っていたとおり――彼には彼の、変革があったのだ。

　だから気まずげにしている彼のところに、ぼくの方から歩み寄った。

「ありがとう、スパーリングを受けてくれて」

　番長はもう一度ぼくを見て、すぐに目を逸そらしてしまった。

「礼を言われる筋合いはない。ただ、毒マムシ学園の変化――俺おれにも楽しませてもらう」

　それだけ言って番長は着ていたシャツを脱ぎ捨てた。以前よりも引き締まった、鋼を思わせる肉体があらわになった。次にスパーリング用の大きいボクシンググローブを拳こぶしにつける。仕度を終えると、両手をゆっくりと下げて悠然と身体からだをリラックスさせた。

　その身にまとうものは、もはや暴力の気配ではなかった。

　……ボクシンググローブが、なんて似合う男なんだろう。彼は、彼本来の姿を取り戻したんだ。

　会話はもう必要ないと察せられた。毒マムシ学園の変化と、彼の変化と、それぞれが交わって理解しあえば良い。番長の静せい謐ひつな佇たたずまいからその了解が感じられた。

　これから行われるボクシングは、暴力ではない。

　あのときの体育館でぼくを打ちのめしたものとは違う、本当の番長のボクシングがそこにある。それがこんなに、嬉うれしいなんて。

　ぼくたちの生徒の方を見ると、番長の存在に怯おびえる者もいれば、そうでない者もいた。一人の生徒が、飛び出すように前に出てきた。

「コーチ！　あっしにやらせてくだせえ!!」

「ぼ、ぼくはきみにボクシングなんて教えていないけど……」

「いえ！　先生はあっしたちのコーチです！　先生の言葉は何よりも強くて、ずっとあっしたちのボクシングの目標でござんした!!」

　――あの学園の変化から今までの自分の行いを、ぼくは二度と、たとえ響ひび希きさんのような人間と対たい峙じしたとしても、後悔することは無いだろう。負けたとは、思わない。

　ちょっと、嬉しすぎて泣きそうになった。

「……よし、行って来い！」

　ぼくは大広間の中央から退いた――このスペースが、リングだ。

「ウス！　新しい毒マムシ学園の姿、しめしてきやす!!」

　練習の成果を試したい、新しい自分を試したい、そんな思いで瞳ひとみをきらめかせて、ヤクザの一人が番長の前に立った。かつての学園、かつての番長、かつての彼らの関係では、絶対にありえなかった構図。

　彼らから距離をとって、ぼくはごくりとつばを飲んだ。

「解説は江え碕ざきレオナでお送りします」

　ぼくが座り込むと、ささっと隣に江碕さんがやってきた。逆隣にはちゃっかりイチローがいる。

「何やってんの、江碕さん……」

「まぁそう言わずに。ボクシング科の連中についてはちょっと詳しいですよ」

　番長が構えた。以前、体育館のボクシングリングでとった構えとは違う。ピー・カブー・スタイルのように両手のガードをガチガチに構えた姿勢ではない。もう少し両腕をリラックスさせたオーソドックスなスタイルだ。重心が後ろにかかっていて、受身のスタイルであることがうかがえる。きっとあれから番長は、また新しい自分の姿をさがし求めたのだ。静かな構えだった。

　対たい峙じするヤクザも構えをとる。こちらも基本に忠実なオーソドックススタイル。素人目に見ても様になっている。体格は、こちらの方が小柄だろうか。

「彼はボクシング科で〈ゲルググ〉の異名を持つ男ですよ！」

「知っているのか江碕さん!?」

「ウム、盗撮カメラで見知ったことがあります。ボクシングを始めてからメキメキと実力を伸ばしていって、今では四天王に匹敵するとさえ言われています。〈遅れてやってきた四天王〉、それがあの男、ゲルググです」



    

  
    
      



    

  
    
      「いい加減、生徒のプライバシーを侵害するのやめてよ」

　……何でガンダムで例えるのかよくわからないけれど、ゲルググとは一年戦争（ガンダムの戦争の舞台）の末期にジオン軍によって開発されたモビルスーツだ。

　その性能はガンダムと同等、もしゲルググがもっと早く実戦配備されていれば戦争の勝敗は変わっていたとも言われる――〈遅れてやってきた名機〉。

　ぼくもガンダムは嫌いじゃないというか……ガンダムが嫌いな男なんていないよね!!

　要するに、彼はかなりの実力者だということだ。

　番長とゲルググの二人は、オーソドックスな構えから、中間距離で左ジャブの打ち合いを始めた。お互いにガードとフットワークで相手のジャブを防ぎながら、その間かん隙げきにジャブを打って相手を崩そうとする。隙すきを見て利き腕の右を放つ。基本に忠実な攻防。ジャブを制する者はボクシングを制するとも言われる。

　一見して、両者のパンチのスピードや威力は互角だった。そこにゲルググという男の実力が計り知れる。

「ですが、ボクシングは戦略です。パンチの質を比べ合うものではありません。だから、暴力とは違うのです」

　江え碕ざきさんが横でつぶやいた。

　そう、それは確かに――パンチの質の差ではなく、パンチの使い方の差だったのだろう。ゲルググのジャブは堅けん牢ろうなガードに防がれて番長を崩せない。しかし番長のジャブは、ゲルググのパンチの打ち終わりや、ガードの隙などを狙ねらって、少しずつ、ゲルググのスタイルを崩していく。コンパクトに振られるアッパーが縦の動きでガードを崩す。圧倒的に巧みなのだ。パワー一辺倒というぼくのイメージを覆す、番長の新しい姿だった。

　一発、軽いジャブがゲルググの顔に当たった――そう思った瞬間、番長は一気にゲルググの懐に入っていた。凄すさまじいステップインから、強烈なボディブロー。

　表情を苦く悶もんに歪ゆがめて、ゲルググの意識がとっさに腹に集中する――俗に言う、〈ガードが下がった〉と呼ばれる状態。その隙を番長は逃さなかった。

　つまりは上下のコンビネーション。番長の左が鋭くゲルググの顔を揺らした。

　たまらずゲルググは尻しり餅もちをついた。ダウンだ。

　ゲルググはすぐに立ち上がり、まだ続けられることをアピールしたが、場外のブーイングがそれを制した。

「ずるいぞー！　順番だぞー!!」

　最初は怯おびえていた者が多かった生徒たちだが、いつしかだれもが闘志を燃やして、二人のスパーリングを見守っていた。

　スパーリング用のグローブとはいえ、ヘッドギアが無い上に足場は畳である。無理をして怪け我がをされても困る。ゲルググはしょんぼりと肩を落としながら退場となり、次の男がリングに立った。

　それを待ち受ける番長の表情には、いつしか笑みが浮かんでいる。

「彼は〈ジムスナイパーカスタム〉の異名を持つ男ですよ！」

「またガンダムなのかよ……。スナイパーということは、遠距離でのアウトボクシングが得意なのか？」

「いえ、彼はどんな距離でも戦えるコンプリートファイターです」

「スナイパーなのに？」

「設定に忠実なのです」

　よくわかんないな。

　ジム（以下略）は素早いフットワークで番長に回り込み、ジャブの連打を浴びせた。番長は冷静にパンチをさばくが、反撃に移ろうとするころにはすでに彼の姿は消え、別の角度からパンチを浴びせる。番長はスピードについていけていないように見える。

「いえ、番長は見えないパンチを打っていますよ」

　番長が反撃に移ろうとすると、ジムは慌ててフットワークを使う。……なるほど、はたで見ているぼくたちにはよくわかった。

「彼は番長に動かされています。リングをコントロールしているのは、番長です」

　ジムは番長の周りを、円を描くようにフットワークを使わなければならなかった。

「わ！　おい！　こっちまで来るなよ!?」

　場外のヤクザが悲鳴をあげたのは、フットワークを使うジムがいつの間にか彼らに接触しそうなほど後退していたからだ。後ろを振り向いてジムはギョッと恐怖に顔をひきつらせた。本来のボクシングリングでいえば、コーナーの位置だった。

　逃がすまいと番長が距離をつめる。フットワークを使うスペースを潰つぶされて、ジムは両足を広く踏ん張り、打ち合いのスタンスを取った。

　確かに彼は近距離もこなせるようだった。殴り合いが始まった。ジムは狭いスペースで器用に番長のパンチをかわしながら、カウンターを狙ねらう。しかし番長は相打ちを覚悟でパンチを振るった。

　二人のパンチが同時に当たった。ジムのフックが顔面を捉とらえた。番長のボディーは、ガードをされた。にもかかわらず、ジムの身体からだがくの字に折れた――腹に意識が集中して、顔へのガードが甘くなる。

　間髪を許さない左がジムの顔を揺らした。

　予定調和のような、防ぎようのないコンビネーション。

　かつて番長はぼくに告げたことがある――腹を殴られるのは地獄の痛み、顔面を殴られるのは天国の心地……。今の番長は、それを同時に味わわせるような上下の高速コンビネーションを得意としているようだった。

「……プロでもかなりの水準に相当するんじゃないですか、すでに」

　ぼくの隣で、あの江え碕ざきさんが唸うなっていた。この人が驚くというのは相当のことだ。

「グオゴゴゴゴ……次は俺おれの番だ！」

「彼は〈サイコガンダム〉！」

　説明されなくてもどんな奴やつかわかるな。

　番長以上の巨漢がリングに上がる。しかしその重いパンチを番長はキビキビとした動きでかわし、的確にパンチを入れる。サイコガンダムはグオゴゴゴと唸りながら畳に沈んだ。

　……こんなにも、圧倒的なのか。

「……番長って本当に強かったんだな」

　今まで無言だったイチローが、口を開いた。

「そうだ。恐怖でもあったけど、俺たちはずっと……この強さに憧あこがれてきたんだ」

　その横顔には、不思議な感情がにじんでいるようだった。

「次は俺だ!!」

「彼のあだ名は〈ゲンガオゾ〉ですよ!!」

「もうガンダムで例えるのやめろよ！」

　マニアックすぎてよくわからなくなってきたよ！

　ゲンガオゾはあっという間に倒れた。名前負けだな。

「みんな、あれが目標だ！」ぼくは高鳴る胸を自覚しながら、生徒たちに声をあげた。

「あれより強くならないとチャンピオンにはなれないぞ！」

　生徒たちに気合が満ちた。獣のような声が広間に渦巻く。

　だが――次の番長の言葉で、あたりは静まり返った。

「イチロー、立て。おまえとやりたい」

　ぼくの横に座っているイチローに視線が集中した。イチローはあたりを見回し、戸惑うような視線を番長に向けたが、ぎこちなく立ち上がった。空気が凍りついたような緊張感が大広間に満ちた。

　無言だった。イチローはリングとしていた部屋の中央に向かわず、その場で素早く硬球を振りかぶった。いつの間にそれを手にしていたのだろう、彼の必殺の魔球だ。

　目にもとまらない、レーザー光線じみた魔球。しかし番長はイチローの呼吸を読んでいたのだろう。投げた瞬間にはすでに横っ飛びで回避し、猛然と走り出してイチローとの距離をつめた。

　わずかな時間も許されていなかったが――イチローは第二球を振りかぶってリリースした。しかし、今度こそ回避不可能と思われたその一球は。

　それは鉄をも穿うがつ魔球である。ガードで防ぐことはできない。番長は――拳こぶしで魔球の軌道を変えた。弾はじいた――パアリングと呼ばれるディフェンス技術。動体視力で魔球を見切ってこそのことだ。

　打つ手無く立ちすくむイチローの眼前に、地面を踏み鳴らして番長が立ち至る――床が震動した。地面を踏む反動、ねじられた肉体の解放、同時に放たれた右が、見るだにすさまじい破壊力を感じさせて――イチローの眼前で寸止めされた。

「イチロー、おまえだけは何も変わっていないな……」

　静かに、だけどはっきりとした声で番長が言った。

　イチローはとつぜん番長に背中を向けて、部屋から走り去ってしまった。

「イチロー!?」ぼくは慌てて後を追った。





「トメ子こ……歌詞はまだ浮かばないかい？」

　部屋の机の上でぐったりとしている響ひび希きに、プロデューサーの男が声をかけた。男の方も、ベッドの上でぐったりしている。

「本名で呼ばないでよ……！　うるさいなぁ～、もうすぐ出来るよ、もうすぐ。面白い子たちに会ってインスピレーションが湧わきはしたんだけど……天才の私を信じて待ちなさい。バカッ、アホッ、私の下僕のくせにっ！」

「きみが天才なんかじゃないことは誰だれよりも俺おれが知ってるよ。だから今もこうして、根気良く待ってるんだ。催促して悪かったよ。でも、変なプレッシャーは背負わないでくれ」

　プロデューサーの言葉に響希――本名・山やま田だトメ子は口をつぐんだ。彼の手元で、携帯電話が日に数十回も不穏な振動をしている。厳しい催促を受けているのは、彼だ。彼が水際で、自分を守ってくれているに違いなかった。

　何も無いところから、天才じみた閃ひらめきなどは発生しない。

　アイデアや閃きというものは、頭の中に蓄積された知識や物事のパターンや経験が、外界の刺激によって様々に組み合わされて浮かび上がるものだ。

　響希とそのプロデューサーはそれを知っている。今までにない独創的なアイデアも、一つ一つの素材自体は既知のものだ。

　他の人間も共通してそうであるかは知らないが、少なくとも響希たちにとってはそうだった。二人に才能などなかった。ただひたすら頭に物事を詰め込んで、それらが面白く結びつくのを期待して、根気強く頭を刺激する。出来ることはそれだけだった。ひたむきにそれだけをした。脳みその仕組みなど、凡人と何も変わらないはずだった。

　にもかかわらず、歌唱力を磨くことはもちろん、独創的な作詞作曲や踊りの振り付け、声優業までマルチな活躍をする夢ゆめ乃の響希とそのプロデューサーは、間違いなく〈努力の天才〉だった。

　響ひび希きはふと思う――そこまで自分を昇華させたものは、いったい何だったのだろう。いつしかそれを見失って、成功したいということばかりに躍やつ起きになっていた気がする。

　二人が深海のように重苦しいスランプに沈み込んでいると、不意に部屋の扉が開いた。

　バターン！と凄すさまじい開き方をして、二人はビクリと振り向いた。

　そこに、青ざめた顔色の少女がいた。

　昔の自分みたいだと響希は思った。

　華きや奢しやで、小柄で、胸が小さくて、汚いことを何も知らなかった田舎いなか娘むすめ……。

「ボクに、歌を教えてください。何でもします、どんな努力でもします」

　アイドルとしての成功と栄光に、心のすべてを奪われたような、熱に浮かされた声で彼女――お菊きくは言った。土足で立ち入るホテルの洋室に、彼女はなんの躊躇ためらいもなく膝ひざをつき、額を床にこすり付けて懇願した。

「歌が、もっと上う手まくなりたいんです！　響希さんみたいなトップアイドルに、ボクもなりたいんです！」

　響希は醒さめた瞳ひとみで見下ろした。

「歌が上手くなりたい、私みたいなアイドルになりたい、ね。私みたいな……。どうして？　その理由は何？」

　なんて冷たい声だろうと自分の声に慄おののいた。

「歌が好きだから。それに……ボクの歌を聴いて欲しい人がいるから……！　きっとボクがただのバカな女だから、その人は振り向いてくれないんだ！　ボクを女の子としても見てくれないんだ！　だから！　アイドルになったら、あの人だってきっとボクを愛してくれるんだ!!」

　自分の体温が、さらに急激に下がった。

　アイドルになれば誰だれもが自分を愛してくれる。あの人も自分に振り向いてくれる。

　――ひどい誤解だ。吐き気を催すような。

　そんなことは、ありはしなかった。誰よりもこの私が知っている。

　響希は告げた。

「あなたは何をしても無駄。どんな努力も無駄。無駄。今すぐ歌も踊りもやめなさい」

　顔を上げたお菊が、うつろな目を向けた。信じたくないという表情。今聞いた自分の言葉は幻聴だと信じたいような、壊れた表情があった。鉄てつ槌ついを下してやりたくなった。

「あなた、オーディションで見たことあるわ。たまたま私が特別審査員として加わってたんだけど……あのね、言いづらいことをぶっちゃけて言うと、毒マムシ学園の生徒ってだけでどんなオーディションも通らないし、事務所にだって入れてもらえないの。絶対にね。それで特技がヨーヨーだっけ？　……冗談はやめて。あなたのヨーヨーを見て拍はく手しゆ喝かつ采さいしていた審査員たちはね、『ハハハ、馬ば鹿かがいる』って笑ってたんだよ！」

　響ひび希きは机上にあった、書きかけの歌詞のメモを引きちぎった。

「今のあなたじゃ何をしても無駄。あなたはアイドルにはなれない。諦あきらめて」

　真っ白い顔をした少女は、ふらりと幽鬼のように立ち上がった。

「ボクは……やっぱり人間じゃなかったんだ……」

　それだけつぶやいて、廊下へと駆け去って行った。

　ベッドに力なく横たわっていたプロデューサーが、慌てたように立ち上がった。

「言い過ぎだ！　無駄なんてまさか可能性が０だなんて言い切ることはできないだろう！」

　心優しいプロデューサーの言葉に、響希は怒りを感じた。

「聞こえの良いことを言って誤魔化さないでよ！　０％と０・０００００１％に大した差なんてあるわけないじゃない！」

　歌が好きで好きでたまらなかった。自分の歌を聴いて欲しい人がいた。今となってはくだらないこだわりで、彼を田舎いなかに残して都会に来た。テレビに映って歌えばその人はきっと私を見つけてくれるって信じた。

　都会で、歌が好きで好きでたまらなかったのは、自分だけじゃなかった。だけどみんな消えていった。生き残りたくって、がむしゃらに努力して、嫌なことだってたくさんあって、心や記憶が擦り切れて、今じゃもう彼の顔も思い出すこともできなくなってしまった。

　なのに。

　響希は怒りに打ち震えて叫んだ。〈努力の天才歌手〉の声量に、窓ガラスが砕け散った。

「人生を賭かける方の身にもなってみなさいよ！　泣かず飛ばずに消えていったアイドル候補生がどうなったか、嫌というほど見てきたじゃない！　夢の代償の重みを、サラリーマンのあんたが誤魔化すな！　夢ゆめ乃の響希はそういうステージで歌ってるんだ!!　あんたも大事なものぐらい、ヨーヨーぐらい捨てなさいよーッ!!」

　窓を砕くほどのこの悲鳴は――たぶん廊下の向こうまで響き渡って。

　駈かけ去っていく少女にも、きっと届いている。



　　　＊



　ぼくはイチローを追って大広間を抜け出し、ロビーまでやってきた。そこにホテルマンが突っ立っていたので、息せき切って「すみません！」と声をかけた。

「こっちに生徒が一人、出て行きませんでしたか!?」

　くるりと振り向いたホテルマンは、白しろ装しよう束ぞくの上に頭に逆三角形の白い紙冠をつけていた。

「ああ、来たよ。ひっひっひ。外に出て行って、あっちの峠の方に……あんなところに何の用かね。ひっひっひ。そういえば別の女の子も逆側の峠に走って行ったけど……」

　幽霊の格好をしたホテルマンは怪しげな笑みをもらした。

「あんなところって……どういうところなんです？」

　津つ軽がる海かい峡きようが見えるだけの、ただの峠だろうに。

「いえね、あそこは……自殺の名所ですから。ひっひっひ」

「ひぃっ」とのどの奥が引きつった。大慌てで、ホテルを飛び出した。





　イチローは再び世界の果てのような崖がけにやってきていた。目を塞ふさぐほどに吹雪ふぶきは激しく、雲に遮さえぎられた夜空は星も無い漆しつ黒こくである。海は、ただ黒い光が揺れているようにしか覗のぞけない。灰色と黒の、見ているだけで胸が重苦しくなりそうな景色だった。

　力なく歩みを進めると、吹雪の先に、峠の先端に少年がうずくまっているのが見えた。見知らぬ背中だった。地元の人間だろうか。

「こんなところで何をやってる？」

　小さな背中が返事をした。

「……自殺しようかと思ったんだ」

「どうしてそんなことを？」

　問いかけてから、そういう自分はどうしてこの崖に来たのだろうとイチローは自問した。まさか自殺をしに来たつもりではない。

　ただ津軽海峡の景色が見たくて、吸い寄せられるようにここへ来たのだ。

「学校で将来の夢を聞かれたんだ。宇宙飛行士にずっとなりたいって思ってた」

　少年は真っ暗な夜空を見上げた。手の届かないその先には宇宙がある。

「だけど、宇宙飛行士にはすごいエリートしかなれないって言われたんだ。ぼくは成績が良いつもりだったけど、それでも東京じゃ珍しくも無い成績だって。だから無理だって。どんなに頑張っても無理だって。井の中の蛙かわずだって。そう言われたんだ。それで……」

　イジメを受けたのか、と問うと、少年の首がこくりとうなずいた。「そう言うみんなの夢は、サラリーマンとかそういうのだった……」と恨めし気につぶやいた。

「ぼくは何者にもなれないんだ。だったら、死んだ方がマシかもしれないって思って」

「駄だ目めだ!!」

　自分でも不思議なくらい大きな声が出た。

　少年は、初めて後ろを振り向いた。

「命を捨てるのも、夢を捨てるのも絶対に駄目だ!!」

「どうしてだよ、オジサン何者だよ」

　俺おれはオジサンじゃない、まだ高校生だ、とヒゲヅラのイチローは内心で思う。

「叶かなわない夢なんてあるものか！　おまえは他の何者でもないおまえだ!!」

　猿ではなく人間だ――その錦きん旗きを掲げて、自分たちは新しい学園を築こうとしているのだ。目の前の、この少年を救いたくて、イチローは涙さえ浮かべた。

「どんな夢でも、努力すれば叶う！　おまえ掛け算とかできるだろ？　漢字も書けるだろう!?　だったら、諦あきらめないでくれ！　今から頑張れば絶対にエリートになれる！」

　少年は白けた目を向けた。

「だからオジサンは何者だよ。偉そうなこと言うあんたは夢を叶えたのかよ」

「オジサンは……野球選手だ」

　とっさに嘘うそをついた。

「俺おれはプロ野球選手だ。甲こう子し園えんではエースで四番だった。あの頃ころが懐かしいな……。俺の高校はバカばっかりの上に野球部も弱小で、メンバーさえ足りなかったけれど、オジサンは必死にメンバーを集めたんだ。それで、みんなで力を合わせて甲子園を目指した。オジサンが魔球を投げたら誰だれも打つことはできなくて、チームメイトが歓声をあげてくれた。夢は叶ったんだ。人間に不可能は無い」

　辛い嘘だった。

　不可能が無いなんて、と少年は嘲あざけるように笑った。

　……どうすれば、この醒さめた少年の瞳ひとみを熱くすることができるだろう。五十嵐いがらし真しん太た郎ろうだったら、言葉で、少年に正しく気持ちを伝えることができるのだろうか。

　掛け算も漢字もわからないバカな自分では、そのようなことはできそうにない。

「俺に不可能は無い。俺が魔球を投げれば……そうだ、たとえば空に浮かぶ月だって撃ち落として見せる」

　ヤケクソになって出た言葉に、少年の瞳に初めて興味の色が浮かんだ。

「そんなことできるの？」

「……できるさ。見てろ」

　できるはずがなかった。だけど、イチローは一球に己のすべてをかけて振りかぶった。

　空は、厚い雲に覆われて月に狙ねらいを定めることさえできなかった。

　できるはずはない。

　――だけど、自分のこの一球が、無力なはずはない。

　それはこれまで何百、何千回くり返した動作だっただろうか。ただ唯一、いつもと違ってストライクゾーンではなく、頭上の大空にまっすぐ球をリリースした。

　黒一色の夜空を穿うがつ白い点が、なめらかに吸い込まれるように小さくなっていく。

　やがて消えた。

　すぐに落下するはずの球は、イチローの魔球の凄すさまじさを誇るように、いつまでたっても落ちてこない。

　海の方から強く風が吹いた。吹雪ふぶきが止んだ。

　雲が流れて、夜空に星や月が鮮明になった。

　月は自分たちを見下ろす神の瞳ひとみのように、悠然と浮かんでいる。微動だにするはずが無い。イチローは失意のため息をついた。しかし、少年が弾はずんだ声をあげた。

「星が落ちた」

　雲が流れ去った透明な夜空に、一筋の流星がよぎったのだった。

「落としたんだ！」

　少年が歓声をあげた。

「オジサンが星を撃ち落としたんだ！　すげえ！」

　流れ星は二人の頭の上から、海とは逆方向に流れ落ちた。少年は、街の明かりに向かって走り出した。

「おい、どこに行く!?」

「あの星を拾いに行く!!」

　少年の背中が、見る見るうちに夜に消えていく。

「不可能なんて無いんだ！」

　放心してその背中を見送ったイチローは、その場に膝ひざをついた。

　少年はあっという間に、いなくなってしまった。

　自分が今、会話していた相手は、何者だったのだろう。

　現実の、生身の人間だったのだろうか。幻を見ていたのではないだろうか。

　空から――ようやく白球が落ちてきた。まるで夢から醒さめさせるように。

　自分のついた嘘うそが、絶望的な重さで胸にのしかかってきた。「うああああああああっ！」

　イチローはうめき声をあげて泣いた。

「俺おれはこの三年間――いったい何をやってきた!!」

　毒マムシ学園にしか行けなかった。だけど甲こう子し園えんに行きたかった。だけど、何もできやしなかった。地面に自分の拳こぶしを叩たたきつけた。「俺のこの拳は！　身体からだは！　何をしてきた！」

　何もできなくて、野球を暴力に使って、自分より強い人間に――番長や、今の組長や五十嵐いがらし真しん太た郎ろうに――おもねって安寧を得てきた。

　何に抗あらがうこともせず、三年間が過ぎ去ってしまった。

　残るものなど、何も無かった。

　――どこからか、歌声が聴こえてきた。



　お菊きくは吸い寄せられるように、世界の果てのような崖がけに立っていた。目を塞ふさぐほどに吹雪は激しく、雲に遮さえぎられた夜空は黒滔とう々とうの闇やみである。切り立った崖の先端で見下ろす海も、深く地獄の底まで続いているように暗かった。

　このまま吸い込まれるようにここから落ちてしまったら、何の苦しみも感じないかもしれない……。自分みたいな出来損ないが味わう苦しみなんか……。

　真しん太た郎ろうはきっと、馬ば鹿かな真ま似ねはやめろと言うだろう。だけど……。

「もう、どうしていいかわかんないよ……」

「簡単よ」

　口に出して思いを吐き出すと、予想外に後ろから返事がきた。

「簡単よ、歌えばいいの」

　鮮やかで、美しい大声だった。声から遅れて、雪を踏みしめる足音が聞こえてきた。

　振り向かなくても誰だれだかわかった。振り向くのが怖かった。

「ヨーヨーを捨てて歌を歌いなさい」

「嫌だ！」お菊きくは頑かたくなに叫んだ。その手には、いまだにヨーヨーが握られていた。

「個人的なお守り程度にしておきなさい。それに人間性まで縛られちゃいけない。ヨーヨーに縛られる限り、あなたは一歩も進めない。私たちのいる側にはね」

　どうしてこの人は自分を追ってきたのだ。こんなにひどいことを言って、自分にとどめを刺すためにやってきたのか。

　逃げ場は、目の前の海しかないのに。

「嫌だよ……。だってボクからヨーヨーを取ったら何も残らない……。わかんないよ。本当は歌の歌い方なんて、ボクには何もわかんなかった。本を読んで勉強して、それどおりに練習しても、何もわかんなかった。わかんないんだよぉ。何もわかんなくて、適当に歌ってるだけだったんだ。歌の歌い方なんて、ボク知らないよ……」

「歌なんて簡単よ。技術は後からついてくる。私と同じぐらい努力すれば。それは夢の代償に比べれば軽いものだわ――ねえ、歌は好き？」

　催眠術のように、響ひび希きの魅力的な声は、お菊に過去を思い起こさせた。

　ヤクザたちの伴奏で、いっしょに歌を歌った。ヘタクソな演奏だった。ヤクザたちは自分で自分を笑いながら演奏して、それに歌声を合わせると大喜びしてくれた。歌と演奏がひとつの流れになって、自分たちの周りに満ちて、誰もが幸せになった。

　自分といっしょにヨーヨーを楽しんでくれる人はほとんどいなかった、だから。

「嫌いじゃ、ないよ」

「そう。歌を聴いて欲しい人はいる？」

　真太郎に聴いてもらえる機会があるかもしれない。たとえばバスでカラオケをすることになって。それで、ひそかに『津つ軽がる海かい峡きよう・冬景色』を練習していた。悲しくって寂しい曲だったけど、綺き麗れいな曲だとも思った。バスの中でのカラオケは、しかし凛りん子このひどい歌声でみんなが気絶して、中断になってしまった。

「いる……聴いて欲しい人、いる……」

「そう。だったらあなたは、歌い方をもう知ってるはず。歌う資格なんて、それだけでいいの」

「それだけで……いいの？」

「そう。その気持ちを誇って。それだけでいい。それをあなたの新しい寄る辺にしなさい。そして、ずっと忘れないで。私みたいに、忘れては駄だ目め。それだけでいい。そうしたら――私があなたを連れて行ってあげる」

　カラッポで、空虚だった胸が、急にズッシリと頼りある感触に満たされた。大きな巨木が力いっぱい根を張ってお腹から胸にかけて枝を伸ばしたようだった。

　歌い方がわかった。

「ねえ、歌ってみせて。歌えるでしょう？」

　この人はいったい何者だろう。

　自分をどんな世界に連れて行ってくれるだろう。

「うん、わかった……」

　軽く息を吸った。それだけで胸が苦しくなる。吹雪ふぶきが冷たい。

　だけど、頭の中にメロディーが流れた瞬間――何も感じなくなった。

　津つ軽がる海かい峡きよう・冬景色。

　心の傷と、言葉にならない悲鳴を抱えて、北へ帰る人の群れ。何か大切なものを失って、あるいは捨てて、だけど絶望に潰つぶされるわけでなく――新しい大切な何かを探す。

　悲しくとも強く、靭つよく。

　――さよならあなた、私は帰ります。

　歌うお菊きくは、空の雲が引き裂かれ、星空が一面に広がる瞬間を見た。時間が止まったみたいに、雪が止んだ。

「素敵だわ」聞き惚ほれて、響ひび希きはつぶやく。技術だけではない、オーディションでは測れない、胸を揺るがす情念が伝わる。

「この歌は……」ホテルの方から、プロデューサーも追ってきた。

　ステージに向かうように、響希はお菊のそばに歩み寄った。二番から、声を重ねた。

　お菊が響希を見る。その目に拒絶の色は無く、歌声はいっそうたくましさを増し、夜空へと立ち上っていく。夜空一面が歌の力に振動する。

　――さよならあなた、私は帰ります。

　お菊は涙を流している。響希はその細い肩を抱く。この歌が、大切な誰だれかに伝わらないはずがない。悲しくとも強く、靭く。

　――津軽海峡・冬景色。

「……これは……贅ぜい沢たくなステージだな」

　プロデューサーは何百万人もの喝かつ采さいをその耳に幻聴した気がした。

　鴎かもめが飛んだ。通り過ぎて、遠くへ行った。星が街の方に流れ落ちた。

　何かを捨てて、新しい大切な何かを手にしたのだと、お菊きくは信じた。



　　　＊



　イチローを追いかけて峠に登ったぼくは、うずくまって泣くイチローの姿を見つけた。

　そして、どこからか歌声が聞こえてくる――悲しいけど強くて、綺き麗れいな旋律。

「これ……お菊の声……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くして、音楽に身を任せた。

　メロディーに足音が混じった。振り向くと、ぼくとイチローを追って、ヤクザたちがやってきた。それから凛りんちゃんやベス、お志し津づさん、鉄てつ子こ先生。それに番長も。

　誰だれもが、一様に音楽に出会って立たち竦すくんだ。

　すごい歌だ――伴奏もないのに。心拍数が勝手に上がっていく。

　なんて力強い声だろう――お菊がこんなに強い人だったなんて。

　だけど、このままじゃ……。それに、イチローも……。

「……決めた」

　ぼくは後からやって来た連中を振り返った。

「何を？」

　ぼくのつぶやきは聞こえていたらしく、人々は首を傾かしげる。

「ずっとこのままじゃ駄だ目めだって思ってたんだ」

「いや、だから何を？」鉄子先生が代表して、問いを重ねた。

「三年生を、このまま卒業させるわけにはいかない」

　ひんやりとあたりが静まり返った。ぼくは凍りつく人々を見回して、断固として告げた。

「全員、留年させる！」

　ばさばさばさっと海鳥の群れが飛んでいった。

　みんな内心で思ってたはずなんだ。

　このままじゃ駄目だって。

　三年生がみんな、卒業を怯おびえているって。

「ちょ、ちょっと待て！」

　慌てた声をあげてぼくを制止したのは、やはり教師である鉄子先生だった。

「三年生を学校に留とどめるったって……四月から新一年生も増えるんだぞ。教室が足りなくなる！」

「増築しようよ」

「さらりと言うな！」

　鉄てつ子この脇わきから、凛りんちゃんが引きつった表情でやってきた。

「シンくん……三年生のみんな、たぶん学費払えないよ。それに教師だって足りない」

　生徒の代表である彼女も、普段から職員会議にも出ているだけに、こういうときには自然と教師寄りになる。大人の目線と視野の広さがある。

「肩代わりしようよ。教師も新しく雇おう」

「さらりと言うな！」

　鉄子先生が頭を抱えた。その苦悩を代弁するように、凛ちゃんが言葉を重ねた。

「……お金、無いよ。校長の遺産も全部無くなった、から」

　二人とも、悔しいぐらい正論だ。無い袖そでを振ることはできない。

　だけどぼくは、こうも思うのだ――目的のために、手段を選ばないのがヤクザだって。

「……だったらぼくんちで出す！」

　何となく他ひ人と事ごとみたいな顔をしていたベスが、「ぶっ」と噴き出した。こいつは父さんの秘書代わりでもあり、金庫番でもある。

　本当はこういうのは嫌だった。だけど――手段を選んでなんていられない。

　みんなを、まだ放ほうり出すわけにはいかない。

「いいだろ、おまえと父さん、学園のために協力するって言ったじゃないか。言っておくけどぼくはこの前の模試で偏差値七十だったぞ。金出せ」

　ほとんどゆすりの口調で言った。もしくは、これこそヤクザだ。

　ベスは珍しく、メチャクチャ焦った。

「ちょ、ちょちょちょっと待ってくださいよ！　シンちゃん、うちだっていつでも大きな金を動かせるわけじゃないですよ！　現金なんてそんなたくさん無いし、資産のほとんどがすぐ換金できるようなものじゃないし、ご主人様が社長っつったって、会社の金を自由に使っていいわけじゃないんですよっ！　社長って株主のみなさまから給料もらってるようなもんなんですから!!」

「おまえがエロゲー買うの我慢すればいいんじゃないの？」

「そんなにたくさん買ってませんっ！」

　おまえ十七歳だろうが。

「ケチケチするなよ。金を出すったって、同情で施ほどこしをするわけじゃないんだ。後で倍にして返してもらうんだよ。投資だよ投資。たぶんこの学園からはビッグな人間がどんどん出てくるぞ。ホームレスも同じぐらいたくさん出るかもしれないけど」

「いやでも……特定の貧乏な生徒にだけ学費を貸すなんて、ちょっと不公平じゃ……」

「それを言ったら、優しさなんてそもそもが不公平の異名じゃないか！　ぼくたちは任にん侠きようだ！　ビジネスマンみたいにせせこましくシステマチックに物事を考えていられるか！」

　凛ちゃんはぼくの言葉に、何かに気づかされたという風に表情を明るめた。

「シンくん！　それでこそ任にん侠きようだよシンくん!!　感動した！　やっぱりあたしも賛成する！　権ごん田だ原わら家も金を出すぜ!!」

　意味も無くもろ肌を脱ぎながら言った。凛りんちゃん、ブラが見えてる。

　とつぜん矛先が向いて、お志し津づさんが「ぶっ」と噴き出した。

　今ここに――一方的に親のすねを食い殺す勢いで〈五十嵐いがらし・権田原基金〉が誕生した。

　ベスとお志津さんは大慌てでどこからか取り出したソロバンを弾はじいた。

「チュウチュウタコカイナ、チュウチュウタコカイナ……まぁ学費程度だったら家計から捻ねん出しゆつできなくも……でもしばらく食費が悲惨ですよー、うひー」

　ヤクザたちの群れの中から、下しも島じまコースケがそっと片手を挙げた。

「あの、先生……どうせ設備投資するんだったらついでにプールも欲しいんだけど」

「別にいいけど絶対金メダルとれよ」

　プールと聞いて、ベスが「しばらくは……ラノベも買えない……」と白目を剥むいて倒れた。ラノベなんてそんな重要じゃないだろうが。「伊い賀がへの仕送りが……」お志津さんも並んで倒れた。伊賀、そんなに厳しいのか……。

「……シンちゃんが頼ってくれたと思ったら……こんなヤクザみたいな……」

　ヤクザですが何か？　うん、そうだ、ぼくはもうヤクザだ。

　だから手段を選ばず、ベスに頼りもする。別に、こいつを認めたわけじゃないけれど。

「今夜に予定していた卒業宴会は中止だ！　代わりに、留年記念パーティーをする！」

　うおおおおおっとヤクザたち、とくに三年生が歓声をあげた。何人かがうずくまるイチローの方に駆け寄り、その身体からだを胴上げする。「うわああ!?　とつぜん何だ!?　うわ、こんな岬の先端で胴上げするな！　こわいっ！　おっかないっ!!」

　元気を取り戻してくれて何よりだ。

　今夜で、旅行はお終しまい。だけど、ただの楽しい思い出では終わらせない。

　終わらせてたまるもんか。みんな、みんな、ぼくや凛ちゃんの弟分や子分みたいなもんだ。薄情なことなんか、絶対にしたくない。

　本物のヤクザたちが、擬似の血縁関係を結ぶ理由が、はっきりとわかった気がする。

　心配で仕方ない、いとおしくてたまらない。ぼくたちは――家族なんだ。

　だから、もうしばらくは、ぼくたちはいっしょだ。

　力を合わせて生き抜くんだ。強く、靭つよく――。

　お菊きくの歌声が止まった。

　未来のアイドルに向けて、無数の喝かつ采さいをぼくは聞いた気がした。



    

  
    
      


　エピローグ





「三年生全員の留年を祝し、乾杯!!」

　凛りんちゃんが音頭をとると、生徒たちはいっせいにグラスを掲げた。中身はもちろんジュースである。ぼくはファンタグレープだ。たまらないね。

　ぼくもヤクザたちも真面目まじめなので、宴会とはいってもアルコールは一切無い。

　――一切無いはずだった。

「うおぉ～い、先生、飲んでるかよぉ～」

　べろんべろんになった鈴すずの音ねがぼくにのしかかってくる。その顔は真まっ赤かだ。

「の、飲んでるよ……」

　ファンタグレープを。

「飲んでるのかよぉ～、ひゃっひゃっひゃ～！」

　鈴音は意味が全然わからない大爆笑をした。ヤバイ、この人ヤバすぎる……。

　半ば抱きつくようにぼくに身体からだを寄せてくる。

「……ねえ、この宴会に酒なんて持ち込まれて無いよね？」

　ぼくはそこいらのヤクザを捕まえてたずねた。

「へえ、そのはずですし、見ていた限り鈴音姐ねえさんはジュースを飲んでいたんですが……どうやら雰囲気に酔っちまったんじゃないかと」

　ああ、確かにアルコールを飲まなくても雰囲気だけで上機嫌になっちゃう人もいるって聞くけれど……。

　でもおかしいよ、この人、息が酒臭いよ!?

「うぉい、先生、そんなんと話してねーであたしの話を聞けっ!!」

「うぶっ」

　鈴音がぼくの首をつかんでグイっと引っ張った。そこはつかむところじゃないよ！

「おやおやご両人、ずいぶんとゴキゲンですにゃー」

　変な声がしたかと思って振り向くと、顔を真っ赤にした江え碕ざきさんがいた。

「ウヒ、何ですか鈴音さん、酔っ払ってるんですか。ウヒヒヒヒ！　酒なんて無いのに！　超ウケル～！　ウヒヒヒヒヒヒヒ!!」

　ぼくにもたれかかるようにして意味不明の大爆笑をした。

「江碕さん！　きみもか!!」

　うわ、この人まで酒臭い！

「おい、だからあたしの話を聞けってんだよ～っ！」

「うぶっ」

　再び首がつかまれて、ぼくは無理やり鈴すずの音ねを向かされる。

「大体おまえはよぉ～、いつもいつも……このやろーっ！」

「ぐえっ!?」

　とつぜんボディーブローをされて、ぼくは悲鳴をあげた。

「何が賢者タイムだバッカヤローっ！　お、おまえが鈍感だからなー、このやろーっ！　う、うえええ～ん！」

「ぐえっ、ぐえっ、ぐえっ!!」

　続けざまにドス！ドス！ドス！とボディを入れられる。

　ぼ、ぼくがいったい何をしたの……？

「ウヒヒヒヒ！　私にも殴らせてください！　先生には私も思うところがあります！」

　ぐいっと江え碕ざきさんがボロボロになったぼくの腕を引っ張った。

「え、江碕さんの腕力なら、まだマシか……」

「この天才をなめないでもらいましょうか！」

　ガシャコン！と不穏な音が響いた。

「このスーパー筋肉強化マシンをつけて！　日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを今!!　ウヒヒヒヒ!!」

　江碕さんはよくわからない巨大な機械手甲を装着した。ぷしゅーっと蒸気が出ている。

「今どこから出したのそれ!?」

「このやろー！　シャイニングフィンガーっー！　鈍感死すべし!!」

「ぐえええっ！　ぐえええええっ！　ぐええええええっ!?」

「そりゃ私も自分の気持ちがよくわからなくって態度を決めかねたところがありましたけれど！　しょうがないじゃないですかっ！　こんな気持ち初めてなんですからっ!!」

「ぐえええええっ！」

　やがて殴り飽きた江碕さんがぼくをぽいっと投げ捨てた。宴会場の片かた隅すみで、ぼくはボロ雑ぞう巾きんみたいに横たわった。

　ううう、ひどい、ひどすぎるよ……理不尽だよ……。

「「うーん、むにゃむにゃ、おやすみなさーい！」」

　鈴音と江碕さんは力尽きてバッタリと倒れた。台風一過の心地である。

「シンタロー、だいじょぶ？」

　倒れ伏すぼくを、心配そうにお菊きくが覗のぞき込こんできた。

　彼女は酔っていないようだった。優しくぼくの身体からだを支えて、起こしてくれた。

「ううう……お菊が天使に見える」

「フフフ、ボクはシンタローより二つもお姉さんだからな！　ホーヨー力溢あふれる大人のレディーなんだぞ！」

　お菊きくがとてもお姉さんとは思えない薄い胸をはる。それから、

「なあシンタロー。ありがとう、留年させてくれて。ううん、それだけじゃなくて、色々とありがとう」

「ぼくなんか、大したことしてないよ」

「大したことじゃなくないよ。この楽しい空間全部をつくったのは、組長とシンタローの二人なんだから」

「でも、この学園で何をするか、何を成し遂げるかは、全部みんな次第だよ」

　お菊は意外なぐらい大人っぽく、ぼくに微笑ほほえみかけた。

「うん、そだね。……ボクさ、アイドルになるよ。だからシンタローもぼくの歌、ちゃんと聴いてね」

　ヤクザたちに担ぎ上げられてアイドルを目指すだとかではなく、自分自身の決意でそう決めたのだという颯さつ爽そうとした笑み。やましい思いも、にごった感情も混ざっていない透明な笑顔。

「うん、もちろん聴くよ。お菊がテレビにでたら、テレビにかじりつく。録画もする。ＣＤもたくさん買うよ」

「へへへ、ありがとう。ボク、シンタローに聴かせるつもりで歌うから！　どんなステージでも観客がみんなシンタローだと思って歌うよ！　この気持ちを、絶対に忘れない……」

　思わずぼくの方が涙ぐんでしまったのは、手前勝手な感情だろうか。お菊の気持ちが今さらになってはっきりと伝わってきたような気がして。

　決意を語るお菊の姿は、とてもかっこよかった。

　どうやら学園で一番早く出世するのは彼女ということになりそうだった。

　負けていられない、とも思う。

「シンくん、シンくん、大変だ！」

　凛りんちゃんが一座の中心で立ち上がって、大声をあげた。腕時計をしきりに気にしている。

「そろそろ後片付けをして、ホテルをチェックアウトする予定の時間だ！」

「え、もう!?」

「宴会の前に色々とあったから、スケジュールが圧迫されてるんだよう……」

　おおう……ぼくのせいですね。

　今夜から明日にかけての宿泊費は払っていないのに、こんな夜中まで宿にいさせてもらえているのは、完全にあのホテルマンの厚意だった。彼は実はホテルマン兼支配人であるらしい。

　ぼくたちは、色々な人たちに支えられてもいる。

「それに……また鈴やレオナちゃんとベタベタしてた！」

「いや、あれリンチだったんだけど……」

「あたしという正せい妻さいがありながら、ひどい！」

　凛りんちゃんはよよよと泣き崩れた。

　何だ？　正妻って？

　側室を持ってもＯＫってことなのか？

「ああ、ごめん！　よくわからないけどごめんってば！」

「傷ついた！　この傷ついた心は、キ、キスとかちゅーとかでしか癒いやされない!!」

「ええっ」

「さあ！」身を乗り出して、こっちに顔を突き出してくる。

　なんてこった、凛ちゃんが調子に乗り始めた……。

　これは旅行から帰ってから、えらいことになるぞ……。

「茶番だな……」

　流りゆう一いちが呆あきれた風につぶやいた。みんなこっちを見ていた。

　うう、こんな大衆の耳目を集めてちょっと恥ずかしい。

　まるでバカップルだよ。

「孔こう明めいがリア充すぎて生きるのが辛いんだが」

「うるさいよ流一！　こっち見んな!!」

　ぼくは恥ずかしげもなくくちびるをねだる凛ちゃんを振りほどいて、誤魔化すように声を張り上げた。

「みんな片付けるぞ！　ホテルに少しでも迷惑をかけないように徹底的に片付けろよ!!」

　オス！と声を張り上げて、クソ真面目まじめなヤクザたちは広間を片付け始めた。

「……焦じらされてるぅ。私シンくんから焦らしプレイを受けちゃってる……はぁはぁ」

「凛ちゃんも変なこと言って悶もだえてないで、組長としての仕事をしてよっ！」

　もしかして凛ちゃんまで酔ってるのだろうか。



　毒マムシ学園のアツイ冬――これにて閉幕。

　後片付けを終えて、ぼくたちはロビーにずらりと整列した。叩たたき起こされた鈴すずの音ねと江え碕ざきさんも立っている。眠っていたところを起こされた二人は、まだ眠たげに両目がつぶれて、ザンスカール帝国のモビルスーツみたいなブサイク顔になっていた。

　向かい側には、もちろんお世話になったホテルマンを始め従業員のみなさんが並んでくださっている。

「二泊三日のご恩義、ありがとうございやした！」

　いっせいに声を揃そろえて、頭を下げた。こういうときの礼儀正しさにかけては、ぼくたちヤクザは同世代に比べて群を抜いている、と思う。部屋はどこもピッカピカに片付け終えた。

「フェーッフェッフェッフェッ！　元気でよろしい！　来たときよりもさらに声が大きくなったようで何よりです。津つ軽がる海かい峡きようは皆様の慰なぐさめになりましたかな。フェーッフェッフェッフェッ!!」

　ホテルマンは相変わらずの高笑いをあげた。

　その笑い声に見送られて、ぼくたちは次から次へとバスに乗り込んでいく。

　その一団の中から、ヤクザが一人、ホテルマンの方へと飛び出した。

「親父おやじっ！」

　ホテルマンは目を丸くして、その表情から、彼一流の演出が抜け落ちていく。

　世界の果てにホテルを構えるメフィストフェレスから、一人の親父の表情に変わった。

「親父っ、ありがとう、無理言って俺おれたちを泊めてくれて。金だって全然足りてないはずなのに！　俺、家に迷惑ばっかりかけてるロクデナシなのに……!!」

　頭を下げる少年に、ホテルマンの役割をかなぐり捨てて、親父は穏やかに笑った。

「ふ、おまえも一丁前にお礼が言えるようになったんだな」

「……みんな組長が教えてくれたんだ。俺、この学園に通えて良かった」

「そうか。……俺はおまえの親父だから、おまえに優しくして当たり前だ。だから赤の他人なのに身内のように優しくしてくれた人にこそ、しっかりお礼をしなさい。ほら、頭を上げろ」

　彼は頭を上げて、それから促されるままにバスの方を振り向いた。様子を見守っている凛りんちゃんに視線を向けて、次にぼくを見た。

「お礼のやり方は、わかるな」、と親父が言った。

「うん……俺、絶対に一人前の男になる」

　それでいい、と親父は頷うなずいて、彼の背中を押した。

「フェーッフェッフェッフェッ！　それではみなさん、お元気で!!」

　演出上手のホテルマンは高笑いをした。

「親父、ありがとう！」何度も言葉を繰り返して、彼はバスに乗り込んだ。

　ぼくたちもバスに乗り込んでいく。凛ちゃんの隣に座ると、彼女は「えへへ」と笑った。

「みんなみんな……あたしの自慢の子分だぜ」

「ぼくさ」

　ようやく凛ちゃんの隣に座れたぼくは、彼女の手を握り締めながら言った。

「凛ちゃんの手のひらがどうしてこんなに温かいか、やっとわかったような気がする」

　優しいからだ。だからいっしょにいて、誰だれもが温かい気持ちになれる。

　ぼくはずっと優れた人間になりたいと思い続けてきた。勉強ができる、家事ができる、そういうわかりやすく優れた人間を目指した。

　だけど人間の価値はそんなところじゃ決まらない。

　飯はん盒ごう炊すい爨さんを思い返せば、社会から隔絶されて一人になってしまったら、ご飯を炊くことさえあんなに難しかった。

　たとえ自分で土器や石器が作れて、狩りや漁で日々の糧が得られても、あのホテルマンが用意してくれた、親が子に与えるような心のこもった料理は得られない。

　文明と無縁の狩猟採集民族になれれば独りで生き抜けるかもしれない。だけど鬼は農耕民族に滅ぼされてしまった。誰だれよりも強いはずの鬼は、ひとかけらの糞くそに負けるほど儚はかなかった。

　一人じゃ生きていけない。

　だから、こういう人といっしょに生きていけることこそが、何よりも尊い。

　ぼくなんかより遥はるかに、尊敬に値する。

「でも、シンくんの手も温かいよ……」

　ぼくの手を大事そうに両手で握り締めて、にへへへへと凛りんちゃんはだらしない笑みを浮かべる。こんな風にぼくたちは繋つながりあって、死ぬまで続く戦いを生きていく。

　魔球を投げても届かない月を追い求めるように、ひたむきに。

　お互いの優しさに、無限に癒いやされあいながら。

　だから毒マムシ学園での日々はこんなにも楽しい。



    

  
    
      



    

  
    
      　この学園に転校してきて、本当に良かった。

　エンジンが唸うなり声をあげて、バスがゆっくりと動き出した。ホテルマンの息子の生徒が窓を開けて顔を外に突き出して、遠ざかるホテルに何度も「親父おやじ、ありがとう！」と繰り返し叫んだ。やがて関係の無い生徒たちも窓から顔を出して、お世話になったホテルに向かって「親父、ありがとう！」と合唱した。



　　　＊



　夜の道を歩く番長の横を、バスの群れが通り過ぎていく。

　バスに乗っている人間たちは、路肩を歩く自分に気づいた様子は無かった。

　目の前の道が、二筋に分かれている。

　バスは自分の行き先とは違う、右の道へと曲がっていく。それを見送ってから、番長は左の道を進んだ。番長の片手には、ボロボロのグローブだけが握られている。

　道を進みながら、番長はふっと笑った。

　……五十嵐いがらし真しん太た郎ろう。俺おれはおまえたちとは違う道を行くぞ。

　だけどけっして、もう負けはしない……。

　自分はきっとプロテストに合格するだろう。自信を抱いて番長は歩いていく。世話になっている津つ軽がるのジムへと。その胸には猟師の親子の優しさがガソリンのように燃えて、彼の原動力になっている。



　　　＊



「歌詞、できたわよ～」

　机に座る響ひび希きは、ベッドに倒れているプロデューサーを振り向くと、ぽいっと一枚の紙切れを投げつけた。プロデューサーは慌てて起き上がると、投げつけられた紙切れを宝物のように両手で受け取った。

「まだ書き始めて一時間じゃないか。本当にちゃんとできたのか？」

「げ～ぼ～く～っ！　文句を言うんだったら内容を見てからになさい。内容を見たら、もう文句なんて言わせないけどね！」

　響希が立ち上がって、大きく伸びをする。その表情には間違いの無い自信が満ちていた。

「うん、そこまで言うなら、俺もそのまま本社にファックスしちまおう」

　プロデューサーは本当に紙の内容をろくに見ないでポケットに突っ込んだ。

「……たまに信頼というものが恐ろしくなるわね～」

　――外から、「親父、ありがとう」というヘンテコな大合唱が聞こえてきた。響希は窓の方に歩み寄った。ホテルから、数台のバスが走り去っていく。

「あら、あの人たち帰るのね。集中してたから気づかなかった。挨あい拶さつぐらいしたかった～」

　バスのテールライトが街の方角へと消えていく。彼らは帰るのだろう。

　彼ら本来の戦場へと。

　自分もそろそろ、戦場に帰らないと。

「……ねえ、忘れがちだけど私って女子高生じゃない？」

「ん、ああ……全然通えてないから、ほとんど形だけだけどな。そろそろ退学になるぞ？」

「私、転校したい。毒マムシ学園に」

「……マジですか」

「マジでマジで。あそこ、通わなくても退学にならなそうだし」

　プロデューサーは響ひび希きの表情をうかがうけれど、彼女は背中を向けて、一心に窓の外を見つめていた。彼女はもう見えなくなったバスを見送っていた。

「そうしたら毒マムシ学園はこの天才スーパーアイドル様の出身校。あの子に偏見を向ける奴やつはいなくなるでしょ。いや、私がそんなこと絶対させない」

「ずいぶん気に入ったんだなぁ。……あの子のために、何もそこまでしなくても」

「だって綺き麗れいだったじゃないあの子。一いち途ずで、健けな気げで。最高の拾いものだった。それにヨーヨーやってたせいかリズム感覚がバツグンなのよね。ダンスは私より上う手まいよ。……ねえ。その歌詞、本当に傑作。傷ついて傷ついて、だけど戦い続ける女の子の歌。きっとこれからの私の代表曲になる。ミリオンセラー、いえ、ビリオンセラーよ～ッ！　石いし川かわさゆりも目じゃないわ～ッ！」

　プロデューサーが苦笑のため息をつくと、彼女はわっはっはと高笑いをした。そんな彼女の眼前の窓の外で、ちらりと白いものが舞った。

「ねえ、見て。雪が降ってる。やっぱり綺麗ね～……」

「雪なんてここじゃ珍しくもないだろう」

「それを言ったら優しさだって人の決意だって、珍しくも何ともない。だけど綺麗なものは綺麗なのよ」

　響希は窓の外の雪景色を胸いっぱいに抱きしめるよう両手を大きく開いて、当たり前でありふれているけれど綺麗な何かが、絶え間なく降り続けて、人々の傷を埋めてしまえばいいと願った。



    

  
    
      


　あとがき



　お久しぶりです！　料理ばかり上達しております、三み原はらみつき（独身）です。アピールポイントは家庭的なところです。あと肩コリがひどくて……平日昼間っから近所の公園に出没しては鉄棒でぶらさがり健康法を実践、子供たちに怯おびえられております、三原みつきです。独身です。今年のバレンタインデーは家庭的な一面が暴走して、担当児こ玉だまさんにチョコクッキーを郵送しました。そしたらですよ！　なんと！　ホワイトデーにお返しが届きました!!　それがまたメチャクチャ高級そうなお菓子でしてね。ひゃああ……軽いジョークのつもりだったのに気を使わせちゃったなぁ……編集部さんにもきっと面子めんつがあるんだろうなぁ……と申し訳なくなっちゃいまして、メールで「すみませんすみません」って謝りまくったんですよ。そしたら児玉さん、こう返信くれたとですよ。

　――気にしないでください。これは両想いってことですから。

　って！　やだ何このセリフ、イケメンすぎる！　メール開いた瞬間、私、恋心がトキめく音きいちゃった！　どうしようこの気持ち!!　結婚するしかない!!

　そういえば去年のクリスマスイブも児玉さんといっしょに過ごしたんですよ。

　終電前に呼び出されて、仕事が終わったら始発前なのに追い出されましたけどね☆

　……なんの話でしたっけ。ええっと、ああ、ごくペン三巻！　お楽しみいただけましたでしょうか！　という話でした。児玉さんへの愛が溢あふれて脱線してしまいました。

　青あお森もりの大地をはじめとして、今回も多くの方々の力が結集してごくペンをお送りすることができました。児玉さん。めんどくさい性格でごめんなさい。庄しよう司じさん。とつぜん粉々に砕け散ったチョコクッキー（梱包が不十分だった）が届いて児玉さんがドンびきしていたところを庄司さんが見事にフォローしてくれたと聞きました。とても救われました。相音こもねうしおさん。いつもイラストを見るたびに「あれ……凛りん子こってこんなに可愛かわいかったっけ……？」という気持ちにかられます。こちらのイメージをはるかに超えた可愛いイラストを毎回、本当にありがとうございます。青森県。本編ではあんなこと書いたけど、名物料理たくさんあります。馬肉鍋なべ、超美お味いしかったです。紙面が足りないのでここいらで謝辞に挫ざ折せつしますが（おい）、この作品に関わってくださっている本当に多くの方々、そしてこの三巻のあとがきまでシリーズを追ってくださっている読者様のことを思うと、感謝の念と、「もっともっと面白いお話を書かないと！」という焦燥感で身み悶もだえしたくなります。

　こうして物語が終わって、真しん太た郎ろうたちをもう書けないのは何だか寂しいですが、彼らならきっと大丈夫だろうという気もいたします。だから次は新シリーズでお会いしましょう。そちらもどうかどうかよろしくお願いします！　もっとさらに頑張りますので!!



　　――本当に本当にありがとうございました

三原みつき



    

  
    
      

　著者

　三原みつき（みはら・みつき）

　　今年のバレンタインは担当さんにチョコクッキーを郵送したょ！　初めてだったけど、上手に出来たと思ぅ！　でも担当さんから「文字っぽかったけど粉々に砕けてて何て書いてあるか読めなかった」って返信が来たの。。。きっと照れ隠しだょね！　担当さん　このスペースは唯一の横書き部分だから張り切って顔文字つかってみたょ!!

　　どうしてこうなった（23歳男性・自営業）



　イラスト

　相音うしお（こもね・うしお）

　　東京在住の絵描きです。

　　ご縁があってイラストレーターをさせていただいています。

　　念願の液タブを買ってデュアルディスプレイ環境！

　　１ヶ月後、液タブの後継機が発表されましたとさ。



　　ウェブサイト『すてうかの小屋』

　　http://suteuka.sblo.jp/
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